ゆっ くり めぐ れる 時 期 到来 ! 京都 と 奈良 は わずか 1 時 間 ! この 秋 は 一 緒 に めぐ る が 正解 で す 。 
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あめ だら し い 


前 旨 


〇 この 秋 、 新 し い 京 都 に 会 い に 行 く 。 京都 市 京セラ 美術 館 / Ace Hotel Kyoto  K36 The Bar& Rooftop / The 
House of KI NO BI 〇 特別 エッ セイ 「 京 都 の いま を 楽し む ] 作家 ・ 柏 井 毒 〇 名 店 の 味 を お 持ち 帰り 〇 つこ の 秋 、 京 都 は 
テー マ 別 に 泊まり た い 。 〇 な ぜ 京 都 は 1000 年 も の 間 、 都 で あり 続け た の か …… 


の は じ ま り を めぐ 2 旅 か 。 


〇 「 奈 良 の た か ら も の を めぐ る 」 くる み の 木 石村 由起子 さん 「 は じ ま り を めぐ る 大 和 2 日 間 の 旅 」 清澄 の 里 粟 三 
浦 雅 之 さ ん 「 も の づく り の 宝庫 ・ 奈 良 へ 」 中 川 政 七 商店 中 川 政 上 上 さん 「 酒 か ら 奈良 の 風土 に 触れ る 」 今西 酒造 
今西 将 之 さん 〇 奈良 は “世界 遺産 " を テー マ に 泊まり た い 。 〇 奈良 か ら 日 本 文明 は 誕生 し た ! …… 
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デジ タル 版 に は 、 表 紙 画像 や 目次 に 掲載 し て いる 記事 、 画 像 、 広 告 、 付 録 が 
含ま れ な い 場 合 が あり ます 。 
人 @ 掲 載 情報 は 原則 と し て 奥付 に 表記 し て いる 発行 時 の も の で す 。 


以上 を ご 理解 の 上 、 ご 利用 くだ さい 。 


還 New Op 


那須 の リリ ソート 
クラ ッ ト M ニ ワン 


原山 葉 に 件 サブ プティ ッ ク リゾ ー ト 「 ア ー 
トピ ビオトープ ]」。2018 年 に 敷地 内 に で きた 建 


・ 石 上 純也 氏 が 手掛け た 作品 「 水 庭 (みず に わ )」 
に 加え 、 新 た に 建築 家 ・ 坂 茂 氏 設 計 の スイ ー ト ヴィ 
10 月 2 日 


ラ と 、 レ スト ラン (ミュ ー) が 加わ り 、 
( 金 ) に グラ ンド オー プン し た 。 美しい 
に 望め る ヴィ ラ は 温か み の あ る 空 


pholo: Takuml Ota 


1) 2 階 の 多目的 室 は 、 移 築 さ れ た 国 登録 有形 文化 時 建造 物 「 旧 陸 
軍人 金沢 供 行 社 ]。2) 今回 の 移築 改修 に 伴い 判明 し た 、 建 築 当時 の 
色 を 再現 し て いる 外観 。 3) エン トラ ンス か ら 見 える 中 庭 に ある 作 
品 は 金子 潤 TUntiled (13-09-04), 2013 年 | 
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1) スイ ー ト ヴィ ラ は ゆ 
る か な 傾斜 を も つ 土地 
の 形状 を 生か し て 配置 。 
2) レ スト ラン は ラン チ 、 
ディ ナー と も に 水 庭 自 
由 散 策 が 含ま れ た コー 
ス の み 。 3) テラ ス に 張 
り 出 す よ うに 設計 され 


借 され た 現代 工芸 や 本 を 紹介 する 小さ な 展 2 ルー 交 
ィ 。 「 堪 架 (さん か )」 も 見 どこ ろ 。 レ スト ラン は 水府 |] On 
内 を 塵 みな が ら 食 事 が で きる 開放 的 な 空間 が 特徴 で 、 アー トピ ビオトープ 
バ 地元 材 を 中 心 と し た コー ス 料 理 が 味わえ る 住所 : 栃木 県 那須 郡 那須 町 高久 道上 2294-5( ス イー ト ヴ ィ ラ ) Tel: 0287-74-3300 (代表 ) 
! 人 銘 の 所 ミト し コモ 2 に っ な す ア ー テ スイ ー ト ヴィ ラ 客 室 数 : 14 棟 15 室 料金 :1 泊 5 万 8080 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) 
ジ 邪 須 の 自 * の 中 で 、 析 と 術 カ 織り な す ア ー テ ィ ス レス トラ ン 。 Tel : 0287-74-3200 (10:00 一 20:00) 営業 時 間 : ラ ンチ 12:00 一 13:30、 
ヤ ティ ッ ク な 漠 在 を 体験 し て みて は ディ ナー 18:00 20:00 ※ 前 日 まで に 事前 予 約 制 www.artblotopjp 
パ 
2 
は 
毎 
月 
6 
日 な ュ ヽ 
発 ] \ 
5 東京 か ら 金 沢 へ 
す 


日 本 海 側 初 の 
立 美 術 館 が 誕生 


本 で 唯一 の 国立 で 工芸 を 専門 と する 美術 館 、 東 京 国立 近 
工芸 館 が 、 国 の 地方 創 生 施策 の 一 環 と し て 、 石 
ヶ 工 芸 館 と し て 10 月 25 日 (日 ) に 
の ナシ ョ ナル セン ター と し て 、 
E 形 文化 財 保持 者 (人 間 国 宝 ) や 日 本 芸術 院 会 員 の 作品 約 
5 所 蔵 す る 日 本 の 工芸 の 歴史 を 語 
る 上 で 欠か せな しい 美術 工芸 作品 約 1900 点 が 移転 され 、 大 きく 
3 つの 展示 スペ ー ス に て 、 鑑 賞 で きる 。 金沢 市 の 歴史 的 建造 物 
や 文化 施設 が 集まる 「 兼 六 園 周辺 文化 の 森 ] に 位置 する の で 、 
周辺 の 施設 と 合わ せ て 町 歩き を 楽し む が の も お すす め だ 。 


@⑨Dama 
国立 工芸 館 ( 東 京 国立 近代 美術 館 工芸 館 ) 
住所 : 石川 県 全 沢 市 出 洒 町 3-2 Tel: 050-5541-8600 (ハロ ー ダ イヤ ル ) 
開 上 9:30 一 17:30 (最終 入館 17:00) 休 蛇 日 : 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 休 ) 、 
展示 間 、 年 末年 始 料金 展覧 会 に よっ て 異な る www.momat.go.jp/cg 
※ 現 在 来館 日 時 指定 、 定 員 制 を 導入 。 詳 細 は ウェ ブ に て 確認 くだ さい 
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還 New Product 


百 万 の 神さま の 「 つ 
持 神 八 か い | を モチ ー フ に 
し た 、 ち ょ っ と 不思議 な ア 
ー ト が 誕生 する 。 その 名 も 
「KAMIZU」 (か み づ )。 あ 
ヨ ら ゆ る も の に 神 が 宿 る と し 、 
/ 宙 ( \、 感 風 の 心 を 見 出す 日 本 の 伝 
ご 、 克 人 9 な 精神 性 を 、 現 代 的 な 
プ 感覚 に 昇華 させ て 発信 する ・ 
アー ト 活 動 を 行っ て い 〈。 
ビ 第 1 弾 は 、 気 軽 に 身 に つけ 


た り 持 ち 歩 ける アー ト グ ッ 
各 ズ を 製作 。10 月 8 日 より 、 京 


都 の 上 賀茂 神社 、 貴 船 神社 、 
平安 神宮 、 松 尾 大 社 の 4 社 
の 境内 で 入手 で きる 。 


| 


| 


@ Da 
信州 経 木 Shiki 


価格 : 20 枚 入り Short 528 円 、Long 715 円 

50 枚 入り Short 1023 円 、Long 1375 円 

サイ ズ : H240 x W150mm (Short) 、H480 X W150mm (Long) 
問 : や ま と わ Tel: 0265-78-2121 https:/shinshukyougijp 
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KAMU 


⑨Daee 1 
テ KAMIZU 
軸 価格 : 1. ポ ボディ ミス ト 2000 円 ( 全 7 種 ) 
内 2. 消 し ゴム 400 円 ( 全 6 竹 ) ww 
2 3. こ ね が い シ ー ル 500 円 ( 全 7 種 ) 
] 4. あ ぶら と り 紙 500 円 ( 全 6 種 に 
・ 5. エ コバ ッ グ 2200 円 ( 全 6 種 ) = 
の ※10 月 末 発 売 予 定 し 1 
5 6. コ ー ド ネッ クレ ス 1800 円 
ン 7. コ ー ド プレ スレ ッ ト 1800 円 
は 問 : KAMIZU infokamizucom 
毎 kamizu.com 
月 4 5 4 
6 
日 
発 
売 
0 
す 


が ステ イナ フリ ルル 
伝統 包装 材 


脱 プラ スチ ッ ク 、 サ ス 

テイ ナブル と 盛ん に 
1 。 木 を 薄く 削 

、 乾 燥 させ て つく られ る 
人 
に よみ が えら せ た 「Shiki」 
は 、 脱 プラ を は じ め と し た 
環境 問題 解決 へ の 可能 性 を 
感じ る 古 〈 て 新しい " 包 
装 材 だ 。 木 その まま の 香り 
や 美しき 、 温 も り と と も に 
あれ これ 使い 方 を 考え る 楽 
し さき が 、 森 を 守る こと に つ 
な が る の も うれ し い 。 
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還 New Fashio 


痢 物 の ょ うに まとう 
羽織 コー ト 


常 は 、 起毛 と 縮 紋 を 施す メル トン 素材 を 
通 ウー ル そ の まま の タッ チ を 生か 

徴 。 着 物 の よう な 
付き の 袖 を ま 
、 冬 の アウ ター 


あえ て 加工 せ ず に 
上げ の 風合い が 特 

大 きま し て 着 た り 、 見 
る 。 ゆ っ た り し た サイ ズ 感 な の 


し て レイ ヤー ド す る の も 楽し い 


ょ 


VISVIM 


Size : 1. 2, 3. 4.5 Material : Wool7296, Linen289%6 Color: Black, Navy, Gray 
Price : 27 万 7200 円 問 :FLL.TOKYO Tel:03-5725-9568 


デ 
ィ 

カ 

2 = っ 識 や 
バ 本 の 聞き ゞ 
! 日 ラチ SS 忌 、 中 ヵ 

9 疑 縮 し た 新作 

ン \ 

は の 

毎 

2 「 ] 都 で 着物 づく 〈 り に 取り 組ん で きた 池内 友禅 
に ] が 手掛け る 新 プ ブラ ンド 「SOMEA」。 新潟 
売 E ほ の シル ク を 用 いて ひと つ ず つ 職 人 が 手描き で 
描い た 文様 は 、2 本 の 波状 の 曲線 が 向かい 合い 、 


つなぎ 繰り 返さ れ て いる 「 重 ね 立 浦 ]」 と 呼ば れる 
ま は 、 


も の 。 フ ァ ス ナー 付き の マル チカ ー ド ホル ダー 


キャ ッシュ レス 時 代 の いま こそ 手 に 入れ た い 
SOMEA xURBAN RESEARCH 
N ーー に っ Size : W120XH75mm Material : Leather, Silk 
駅 景 Color : Ginkgo, Sappan Price :1 万 1000 円 


問 : アー バン リサ ー チ KYOTO Tel: 075-255-3808 
= | 都 発 の 日 本 プラ ンド 「 レ イン メ 
} 示 ー カ ー」 か ら 、V ネ ッ ク シ ャ ツ 


が 登場 。 シ ルク サテ ン 生 地 


0 

し プ ちら は 、 独 特 の へ リ 感 と 光沢 が 持ち 味 
ノ 
< 


特に ノー カラ ー シ 
《、 ジ ャ ケッ ト 姿 で の す 
美しい 首 回 り を 演出 し て くれ る 。 い 
ョ ング の 時 期 な ら 、 気 持ち の よい 3 


る こと 間違い な し 


内 着 と し 


RAINMAKER 


/ 
の ひ ) Size : 3 (44) , 4 (46) , 5 (48) 


Material : Silk Color:White 
Price :3 万 8280 円 

問 : レイ ン メー カー 

Tel : 075-708-2280 
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回 Exhibition 
奥 大 和 を “歩く "芸術 祭 


= | 良 県 の 南部 ・ 東 部 エリ ア 、 通 称 「 身 

< 共 | 大 和 」 で 初 の 芸術 祭 が 開催 され る 

プロ デュ ー サ ー を 務め る の は 、 ラ イ ゾ マ 

ティ クス ・ ア ー キ テク チャ ー を 率い る 齋  @⑨Dmm 

s 囚 遺 族 「 大 ら MIND TRAIL 

衣 精 8 2 遺産 本 Me 奥 大 和 心 の な か の 美術 館 

じ ま う の 野 町 山岳 修験 道 会 期 :11 朋 15 日 (B) 

本 道場 と し て 栄え た 「 到 川村 」、 スス キ 会 場 : 奈 良 県 吉野 町 (よし の ちょ う ) 、 

ar 天川 村 (て ん か わ も ら ) 、 

の 絶景 で 知ら れる 高原 地 「 泊 朋 村 」 の 3 司 村 ( そ に も ら ) 

会 場 で 、 参 加 者 は 3 一 5 時 間 か け て 自身 料金 : 舞 料 問 : 奈 良 県 奥 大 和 移 住 
1 交流 推進 室 Tel:0744-48-3016 

の 足 で 作品 を めぐ でる 。 自 然 の 中 で 何 を 発 (月 一 る 呈 830 17:15) mm 

見 で きる だ ろう か ? https:/mindtrail.okuyamato.jp 寺野 町 、 箇 時 村 、 天 川村 の 会 場 風 時 。 ( 提 : 西 央 ) 


が 「 民 画 ] の 代表 と し て 広 て 紹介 し た こと で 知ら れる 「 大 津 絵 ]。 
ィ 江戸 時 代 に 東海 道 の 和 宿場 ・ 大 津 周辺 で 土産 物 し し て 流通 し 、「 鬼 」 
に や 「 藤 娘 」 な ど わ か りや すい モナ ー フ を お か し み の あ る タッ チ で 描き 出す 
人 計 に 特徴 が ある 。 本 展 で は 、 柳 や 洋画 家 ・ 浅 井 忠 な ど 、 日 本 の 美術 史上 で 
ッ も 重要 な 役割 を 果たす 熱心 な コレ クタ ー た ちの 視点 を 通し て 、 こ れ ま で 資 
ポ 料 と し て みな され て きた 大 津 絵 の 美 術 的 価値 を 再考 する 。 バー ナー ド ・ リ 
ン ー チ に よる 軸 先 な ど 、 コ レク ター が 凝り に 凝っ た 表具 に も 注目 し た い 。 
は 

毎 

月 

6 

に | 

発 ゃ や に さ ヾ ラテ っ っ 
売 ゃ ーー 


陸 陣 欧 操 ・ 較 外 一 廿 選 の <w 半 所 


生き た 1 


歴 史 に 表立っ て は 出 て こ な か っ た 


た た 人 々 を 男女 
を 定め る 制度 は 、 律 令 国家 の 成立 と も に その 原型 が つく ら 
れ た と いう 。 9 “は 、 古 代 か ら 中 世 ・ 近 世 を し て 現代 へ と 


至る ジェ ンダ ー の 歴史 を 、 500 ら ひ も 解 〈。 
私 た ちの 中 ( 在 る ジェ ンダ ー か ら 歴 史 を 見 れ ば 、 新 
得 ら れる は ず 。 


た な 視点 が 


@Daw 
性 差 (ジェン ダー) の 日 本 史 
会 期 : 一 12 月 6 日 (日) 
会 場 : 国 立 歴史 民俗 博物 館 
時 間 :9:30 一 16:30 
(入館 16:00) ※ 開 館 日 


に に に | 


! 


@Daw 
も う ひ と つの 江戸 絵画 大 津 絵 


会 期 :- 11 月 8 日 (日 ) 会 場 : 東 京 ス テー ショ ン ギ ャ ラリ ー 開館 時 間 は 変更 の 場合 あり 
住所 : 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-9-1 休 和 館 日 : 月 曜 (祝日 の 場合 は 
時 間 : 10:00 一 18:00 (金曜 は 20:00) 翌日 休 ) 

※ 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 休館 日 : 月 曜 料金 : 一 般 1000 円 、 

(11 月 2 日 は 開館 ) 料金 : 一 般 1200 円 、 大 高生 1000 円 、 大 学生 500 円 、 

中 学生 以下 無料 (来館 前 に 日 時 指定 の 高校 生 以下 無料 


ロー ソン チケ ッ ト 要 購入 。 wwwrrekihaku.ac.jp 


Itipe/ に ice.conevent/otsu-e2020ex/ ) 委 文 店 一 「 美 (共和) 油彩 1872( 明 冶 ) 年 東京 大 学 吉 
Tel : 03-3212-2485 www.ejrcfLorjp/gallery 在 ) 垂 要 文 化 財 柄 村 を 持つ 女性 壇 輪 栃木 県 甲 塚 古墳 出土 6 世紀 後半 下野 市 教育 委員 会 蔵 
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比較 計 


・ 京都 と 奈良 
どちら へ 行く ? 


この 秋 、 新 し い 京都 に 会 い に 行く ① 京都 市 京セラ 美術 館 
018 | 京都 の 人 々 に 愛さ れ て きた ラン ド マ ー ク が 再生 ! 


伝統 と 革新 が 交わ る 美術 館 


この 秋 、 新 し い 京都 に 会 い に 行く ④ Ace Hotel Kyoto 
030 | ライ フス タイ ル ホ テル の 決定 版 が 日 本 に 上 際 ! 


Ace Hotel Kyoto 


この 秋 、 新 し い 京都 に 会 い に 行く ③ 
HOUSE of KI NO Bl"K36 The Bar & Rooftop 


040 京都 人 が 集う バー か 、 京 都 発 の クラ フト ジン を 噛む か 


京都 の 最 先端 は 夜 に あり 。 


BMW で 行く 、 創 造 が 生ま れる 場所 Vol.03 京都 
95o | 龍 崎 翔 子 さ ん と めぐ る 、 古 く て 新しい 
ニッ ボン カル チャ ー を 愉し む 旅 


54 | 丹後 ちり めん 創業 300 年 の 門出 を 祝う ドレ ス 。 輔 


羽田 未来 総合 研究 所 XNTT ア ド 
HARAJU Cross JAPAN MASTERY COLLECTION_est 


956 | ウィ スズ 原宿 で 出合 う 新しい ニッ ポン の 美 。 
特別 エッ セイ 


oss | 京都 の いま を 愉し む = 相 井 畜 


「 綾 鷹 」 X 京都 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 


oez | 本 物 が 紡ぐ 日 々 の 豊か る 
ws | 名 店 の 味 を お 持ち 帰 0 


魚 三 楼 。 た ん 熊 北 店 本 店 / 亭 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 
京 料理 ちもと 清和 荘 抵 園 川上 松 む ろ 


978 | お 土産 に し た い ! 和菓子 X デ ザイ ン 


亀屋 良 長 XSOU・SOU/ 鍵 善良 房 メ ス フ ェ ラ 千本 玉 奏 軒 X 吾 具 


半 本 上 肥 


※ 掲 載 され て いる 価格 は 、 特 に 表記 が な い 場 合 、 す べ て 2020 年 10 月 6 日 時 点 で の 税込 価格 で す ( 軽 小 税 率 を 含む )。 


※ 宿 泊 料 金 は 、 基 本 的 に 1 室 1 泊 2 名 利用 の 場合 の 1 名 分 を 表記 し て いま す 。 


Yumi Katsura Paris Couture / TANGO OPEN “WHITE COLLECTION” 
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嵐山 の 山荘 で 、 古 都 の 雅 と 技 を 堪能 する プ 星 の や 京都 
京都 の 洛中 で 体感 する ウェ ルビ ー イ ング ゲス テイ 

グッ ド ネ イチ ャ ー ホ テル キョ ウト 

京 の 美 に 包ま れる 滞在 ./ ザ ・ サ ウザ ンド キョ ウト 

新しい 過ごし 方 が 見 つか る 次 世代 型 ラ イフ スタ イル ホテ ル 
sequence KYOTO GOJO 


客 入 京都 再発 見 ! 移 ろ う 絶景 と 過ごす 滞在 


ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 膨 に 


2021 年 春 に 誕生 ! レ ふ ふ 京都 
京都 と 奈良 地形 か ら / 
新しい 歴史 が 見 えて くる に 
奈良 二 度 目 の 修学 旅行 へ 
奈良 の た か ら も の を めぐ る 奈良 くる み の 木 ・ 石 村 由 起 子 さん 

は じ ま り を めぐ る 、 大 和 2 日 間 の 旅 清澄 の 里 粟 ・ 三 浦 雅之 さん 


進化 を 続け る モノ づく り に 出合 う 中 川 政 七 商店 ・ 中 川 政 モ さん 
酒 か ら 奈良 の 風土 に 触れ る 旅 今 西 酒造 ・ 今 西 将 之 さん 


実は 意外 と 知ら れ て いな い !?. 


奈良 起源 の も の 、 
こん な に あり ます ! 


一 連載 「 は じ ま り の 奈良 ] 総集編 


朗 頭 柿 プ イチ ゴン 清酒 / 茶 水 
奈良 晒 奈良 野 奈 良 漬 吉 野本 葛 


奈良 の 新しい 歴史 を 開く 庭 屋 一 如 の リゾ ザー トノ ふ ふ 京 良 

の た も と に 建つ スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル で 寛ぎ の ステ イン 
し 奈良 

法隆寺 の 訪ね 方 、 正 解 は 泊まっ て 楽し む 。" 門 前 宿 和 空 法隆寺 


馬 人 部 座 訪 会 こ ひ ) 秋 ( こ 行 さ た い 京 都 と 奈良 


写真 家 ・ 浅 田 政 志 き ん が 、 
地元 「 津 ] を 再発 見 ! 
ロー カル 歩 VoL12 熊本 県 ・ 大 分 上 


豊 肥 本 線 メ 女優 ・ 余 緒 
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014 今月 の Discover Japan Lab. 

160 お くだ た 健太郎 の 歌舞 伎 キャ ラク ター 名 氏 

161 大 熊 健郎 の 東京 名 店 探訪 「 ビ アッ ティ 」 

172 黒い 787「36 ぶ ら す 3」 を 誌上 で 先行 試乗 
九州 は 色 で 旅 する 第 4 回 「 青 」 

178 EXILE 橘 ケン チ の 今 育 の SAKE 

180 スタ イリ スト 高橋 みどり 食卓 の 匂い 

182 丸の内 発 26 時 

184 は じ ま り の 奈良 

186 Instgram 絶 景 プ ロジ ェクト 

188 DJ Meeting Table 


| 192 菓子 研究 家 福田 里香 の 民芸 お 菓子 連 礼 


we 還 訪 HU 公 摘 … 古 加 @ 書 


古 回 O 乙 品 所 維 弄 
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環 生 交 SG Sn の 肌 玩 所 57 WS 
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巡り DSO ね Py つ りり 6G 翌 せ ミ 交 征 
PS 慰 加 十 御 昌 閑 G 蛋 半 間 ^ 問 ・ 穴 
ヨ 味 ( に ) 倒 計 寺 
家 時 ロ S 墨 赴 壮 り 所 約 班 人 で 室 利 思 


KW 寺 誤 和泊 や へ せ 富 
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信 そ や ロ れ 時 | / コ 
た 表 の に FMF 
YS と し 紅 A 油 。 ョ 
NIS 7 講和 

トド ネト に 末 能 や S 一 慣 っ G 
RN 婦 培 章 地力 講じ 規 


り 豆 人 る いい 忠 巡 つ りら ね つろ い 国 う 
SG 玩 や っ oQee? ※ り 世 コ 員 3 前 由 連 ( 全 
= 時 ) 豆 恒 絆 ふせ つる" ) で 会 國 是 記 穫 
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@ ミ ー ミ ー 室 湯 人 G 基 班 つ yo 仁 や 
抽 党 人 つね | つ 衣 " 

長 (G 妃 め 信 と ke 前 押 り の DoGK 一 
ー ユ ホー せり ” 呈 G 趣 束 球 公 地 甲 … 避 
諾 つり 吉 お 「 共 @ 選 昌和 や 会 mo 和 や 
Neaon 全 っ つ S で 8 「O 選 中 所 八 所 
臨 四 公 畠 所 の らい 本 縮 玉 SG 王 必 が 69096 
人 S 立 識 G 明 型 玩 や 装束 王 つ じ ら て 恒 二 っ 
で お つっ 避 握 や " 間 記 人 「 〇 乙 品 」 


で G 公 の つ で 半 っ " 


きか より の りこ (L.STUDIO) 


ー リ ー 企画 ・ オ ー ガ ナイ ザー 


ベン ジャ ミン 


河 主 門 写真 = 


壇 
texc Shumon Mikawa phoo: BENJAMIN LEE planning &r organizer Noriko Sakayori (LSTUDIO) 


013 


013 


慢 研 吾 
《 ま * け ん ご 


建築 家 。 東 京 大 学 建築 学科 大 学院 修了 後 、1990 年 、 隈 研吾 建 


築 都市 設計 事務 所 を 設立 。 20 カ 国 を 超す 国々 で 建築 を 設計 し 、 


日 本 建築 学会 賞 、 フ ィ ン ラ ンド より 国際 木 の 建築 賞 、 イ タリ 
ア よ り 国 際 石 の 建築 賞 ほ か 国内 外 で 受賞 多数 。 土 地 の 環 境 、 
文化 に 湾 け 込む 建築 を 目指 し 、 ヒ ュー マン スケ ー ル の や さ し 
く 、 和 柔らか な デザ イン を 提案 し て いる 。 主 な 著書 に 「 点 ・ 線 ・ 
面 ]、「 ひ と の 住処 ]】 な ど 


有名 プラ ンド ショ ッ プ が 軒 を 連ね る 表参道 エリ ア で 、 ひ 
と 際 目 を 引く の が ONE 表 参道 の ビル 。 地 上 7 階 ・ 地 下 2 
階 建 て 。 表 参道 駅 3 出口 を 出 て すぐ の 立地 


ONE 表参道 

住所 : 東京 都 港 区 北青山 3-5-29 
| : 店 舗 に より 異な る 

営業 時 間 : 11:00 一 20:00 
休業 日 : な し 


二 に カロ 立 
ンー や 月 
生ま れ 変わ っ た 渋谷 PARC 
| 01 階 に 小 誌 [Discover Ja 
pan] の 直営 店 が オー プン ! 
特集 や 企画 と 連動 し た アイ 
テム が 並び 、 実 際 に 触れ ら 
れる リア ル メ ディ ア と し て 
日 本 全国 の “本当 に いい も 
の " を 発信 し ます ! 


( ! 手 の 芳賀 能 一 氏 は 、1984 衝 


修了 後 、2013 年 に 栃木 県 芳 質 


ほ も 作品 の 一 部 と と ら 


= 仕上げ て 作 陶 す る 
る 、 独 自 な 魅力 を 放つ も の ば か り だ 。 手のひら で 包め ば 、 
じ さ せ て (れる 2 り と し て 貧 入 + と 基 6 
2 に le 町 15-1 渋谷 PARCO1F 

Tel : 03-3464-5111 
営業 時 間 : 10:00 21:00 

① 刷毛 目 小鉢 (3) 肌 毛 目 片品 3) ぐい 吾 ④) ぐい 香 

価格 : 3850 円 価格 : 5500 円 価格 : 4400 円 価格 : 4400 円 

サイ ズ : ゅ 150XH40mm サイ ズ : ゅ 110XH80mm サイ ズ : の 75XH35mm サイ ズ : の 65XH55mm 


土 の 中 か ら その まま 生ま れ 租 薬 と 焼成 に よっ て 表れ た 、 温か み の あ る カー キ 。 底 を つや や か な 水色 が な ん と も 


た よう な 力 強 さ を 携え る 小 荒 々 し くも 細やか な 表情 が エメ ラル ド グ リ 美しい 。 高 台 は 
鉢 。 大 胆 な 刷毛 目 の 表 情 を 酒席 ー ン に 交 く 稲 薬 の 表情 。 そ た 色 味 


楽し ん で ほし い の ギャ ッ プ に 思わ ず 惚 れる 


texc Discover Japan phoro: Kazuya Hayashi 01+ 


awmazverss 。 平穏 な 日 々 へ の 願い を 込め た 祈願 酒 


価格 : 1540 円 - 720me、 


抽出 羽 桜 酒造 
0 


本 度 :1.4 
アル コー ル 度 数 : 15 度 山形 ・ 天 童 


出羽 は 、 明 治 の 来 、 全 国 新 酒 鑑 

- の 称号 「 チ ャ ン ピ オ ン ・ サ ケ 」 に 二 度 輝 《 な ど 、 国 内 外 で 高く 評価 さ 
れる 酒 今年 は 「# エ ー ル SAKE プ ロジ ェクト ] 第 2 弾 と し て 特別 純 
米酒 「[ ア マビ ピエ さま 」 を 発売 し た と ころ 、 即 
「 そ の 2] と し て 誕生 し た 姉妹 品 で 、 出 羽 桜 ら し い 香り 華やか な 大 吟醸 
酒 だ 。 ラ ベル は 小 誌 2020 年 6 月 号 の 表紙 を 飾っ た 、 山 形 県 出身 の 画家 ・ 
佐藤 真生 さん 作 の 「 ア マビ エ さ ま 』 が 再来 | 


12 年 連 世界 


こち ら は 、 第 2 弾 の 


九 頭 龍 純 米 黒 能 吟 の と びら 黒龍 貴 硬 酒 

原料 米 : 福井 県 産 原料 米 : 原料 米 : 福井 県 産 
国産 酒造 好適 米 五 百 万 石 
珍 米 歩合 :509%6 精米 歩合 : 559% 
日 本 酒 度 : 十 4.5 日 本 酒 度数 : 一 35.0 
酸度 :1.0 酸度 :1.5 


アル コー ル 度数 : 14.5 度 アル コー ル 度 数 :14.5 度 アルコール 度 数 :12 度 
福井 県 産 五 百 万 石 の 米 フル ー テ ィ で ライ ト な 「 黒 龍 純 時 ] で 仕込 ん 
の 風味 と 旨み を 生か し 大 吟醸 酒 。 日本酒 の 入 だ 貴 棚 酒 を 飲み や すく 
つつ 、 飲 みや すく 。 煽 門 者 に こそ 味わっ て ほ 仕上 げた 、 甘 酸っぱ い 
も 冷 で も 美味 し い 酒 だ 新 感覚 の 日 本 酒 


の つなが り を 潤す 、 日 本 酒 の 贈り 物 


里 龍 洒 造 N mooxxn 


福井 ・ 永 平 町 


Discover Japan Lab. の オン ライ ン シ ョ ッ プ か ら 


重り の 下 来 神 も 人 と を 結ん で きた 日 本 酒 は 、 現 在 で も 、 人 と 人 を つ な で 場 に 欠 
渋谷 バル コ の 商品 だ け で な く 、 誌 上 で 回 か せな い 存 在 だ 。 こ ちら の 「KOKURYU つなが る キッ ト 」 (1870 円 ) は 、 


紹介 し た 商品 の 一 部 は 、 公 式 オ ン ライ 
ン シ ョ ッ プ か ら も ご 購入 いた だ け ま す 。 
掲載 商品 以外 も 多数 スト ッ ク 。 右 の 
QR コー ド か ら ぜ ひ チ ェ ッ ク を ! 


会 っ て 語り 合え な いけ ど 、 大 切な 人 と 心 は つなが っ て いた い ] とい う 
人 々 の 和 想い に 日 本 酒 が 寄り 添え た ら と 誕生 。 黒 龍 の 人 気 銘柄 か ら 「 出 
会 い の 酒 ]、「 語 らい の 酒 ] の コン モ プ ト を も つ 3 種 を パッ ケー ジ 化 。 持 
ち 運 び し や す (、 家 族 や 友人 に その まま 手渡 し で きる 。 


015 ※ 掲 載 商 品 は Discover Japan Lab. に て 取扱 予定 。 表 示 は 店 頭 販売 価格 (税込 ) で す 。 品切れ ・ 内 容 が 変更 に な る 場合 も ちり ます の で ご 了承 くだ さい 。 
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翌 専 選 間 民 ン と)” っ He し 居 で S る 公 O の 上 持つ っ 疫 也 会 眼 "mW レ *06 つ で 7 
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っ に jst で っ > 
H 京 モ 2 美術 館 
住所 : 京都 市 左京 区 岡崎 円 勝 寺町 124 

Tel : 075-771-4334 

開館 時 間 : 10:00 一 18:00 (入場 は 17:30 まで) 
休館 日 : 月 曜 (祝日 の 場合 は 開 上 )、 年 末年 始 

料金 : コレ クシ ョ ン ル ー ム 一 般 730 円 (市 外 在住 者 )、 
企画 展 ・ 別 館 は 展覧 会 ご と に 異な る 

アク セス : 京都 市 営 地下 鉄 東山 駅 か ら 徒歩 約 8 分 
https:/kyotocity-kyocera.museum 


この た び は じ め て の 大 規模 リニュ ー ア ル を 実施 し 、 通 称 [京都 市 京 モ 2 美術 館 ] に 。 

壮 服 な 歴史 的 建築 に 現代 的 な デザ イン が 加わ っ た 、 吉 部 の 新しい 美 の 拠点 べ 。 -- 4 
1 呈 と 5 ン 

文 = 新家 康 赴 、 澤 非 拓 多 -( ア リカ ) 写真 = 中 伺 光 行 rex Yasunori Niya Yaki Sawai (Arika Inc) phoro: Misuyuki Nakajmma 
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bon Roo, 


上 ) 照明 器具 は 、 写 真 資 料 を も と に 創建 当時 の 意 
匠 に 戻さ れ た 。 下 ) 改修 に 伴い 、 ら せん 階段 や バ 
ルコ ニー を 新設 。 来 館 者 の 回 遊 性 を 高め て いる 


エン トラ ンス ロビ ピー か ら 階 
段 を 上 る と 、 天 井 高 16m の 
中 央 ホー ル が 。 戦 後 の 駐留 
軍 接 収 時 に は パス ケッ ト ボ 
ー ル コー ト に な っ た 場所 
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HH ヘー へ KK 会 届 提 研 く ] 掴 尿 
属 咽 つぐ 2 っ 導 宗 疲 直 が % 鉛 で お 
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ガラ ス 屋 根 と パル コニー を 設け 屋内 空間 に な っ た 
「 光 の 広間 ]」。 パ ー テ ィ や イベ ント な ども 行え る 


w 江 さら ささ 


浴 基 角 Cr ペー ん Ys 


オー プン エア の 「 天 の 中 庭 」 は 、 常 設 展 「 コ レク 
ショ ン ル ー ム 」 か ら ア クセ ス 可 能 
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時 己 @ 選 芝 
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に ne | ココ な Ra 
っ 8 つね っ " ヨ 当 や で 公主 避 握 肖 
人 S で や コト 会 豆 い 反 紅 守 5 和 
人 ぐり nw/ 振 王 SG ト ーー や 菩 代 つ ^ 記 話 拓 還 財 ” 348 等 還 「ne で つ G 伯 
op 2 昌 っ いつ G 祝 年 押 放 間 
ャ 昌 還 UN 庄 ュ セ 四 つ い っ mes" 括 色 @ 羽 補 き ^ 下 握 
還 コテ NN ne Pa 。 っ ( 財 連 R) 時 
早口 も き せ ・ ST 人 や 問 で OO で ” 事 り 凌 割 ・ 交 束 瑞 祝 上 野寺 拓 人 | 
ー 名 幅 よく 佑 1 の Se る 星 融 N ロ ネー さじ 暫 式 涯 ・ 固 内 
着き し 導 旨 SS SCO トー そつ 4046 つ 水 疫 皿 本 代 上 明 
に < を 1 KN 
日 当 に N まる ト (外食) 時 
佑 園 ヨ K ロキ ー N 環 K ハ 坦 才 や 「 失 層 や 守 龍 ] Jo 
て SG IN に キミ の 時 語 GK 一 の AN 私 徹 悪 習 や IN 
! こ ヨ 8 人 ( 芝 ) ヾ 要 坦 大 ・ 表 日 畠 SS | 
トド NH SA 光生 さっ 0 
し ド 且 3 四半 で ト 1 病人 | 
民 d 固 半 亡 昌 て 衣 当 蛋 


(を 屋 Q) 革 
omSm さ ll ロ ー ト ミネ ー ト へ 
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[ 蛇 疑 G 押 宗 中 G 換 | いろ り 宮 理 一 日 I 守 要 人 を @ 要 し 恩 ン 


ら 展 縮 部 寺 ぐ 対 晃 紀 療 勧 

) 
展 縮 G 捧 SG 基 廊 り て yin 半 ポ で 招 で で お 畠 統 世 所 ゃ 中 癌 置 引 
ce いこ に 77 こ いこ YEsWNE き P、 すす S り やぶ の つつ SQ 健司 中 「 反 @ 
り 8 せ " 折 G 胡 湯 | 桁 Pe 昌 中 S 事 4" 拉 寺 S 換 "県 だき 壮 @ 展 連 


柳 寺 "時 り 昌 ロ 導 購 記 所 か 民 連 


紗 

St に 関 陸 : ま は 還 G 赴 nE 交 人 ロ 。 計 園 人 で 球 人 る お 
直 存 壁 居 藤 だ ら 史 全 性 時 
| 0 落 ぶ 禁 SW 所 給 園 @ 戻 埋 つ の re 丹 還 並 選 

7 間 症 本 本 | 
| で 人 介 呈 人 当 家 る ぐ 恨 や G 菩 代 つ ” 型 華 つ … 理 
5 は まま は 半 人 は 二 ー 抱 給 S ト ーー@ 軸 所 | 天 じ re* 
時 SERSI 表記 屋代 品 貴男 S 当 公 才 居 す 則 

臣 撰 で 1 

補 天 当 8S 年 で せ は 拓 央 導き 軒 八 | 泉 史 祖 E さ Su 旨 持っ 中 由 8 琴 


で セン シベ で ね 地 症 本 人 の で ンド 准 習 
Q ち や ン " 人 
山 ド つい 1 こ ドー 


味 
7^ 所 G 款 若 @ 環 中 り 抄 定 G 削 了 副 


舞 人 で お * 韻 @ 環 Su ロ 39" 冬 N 


特 @ 鹿 一 や 嘱 SQ" 
お" 届 提 守れ v 電 避 着 賠 り 出 
つね 同 把 導 較 -" NN の 全 
天 9 遇 陸 や 選 や 二戸 政 臣 き 
S 回 固く 同属 S 提 忠生 堂 pvwv 
Lae 

江 全 つの ^ 択 艇 定 堂 貴志 ボ 虹 
生 ふ で e 電 べ 和 要 つ お 選 


眼前 に 藤 が 咲い て いる よう な 生き 生き と し た 描写 が 美しい 


マ 


薄 村 の 叙情 性 と 応挙 の 写生 美 を 取り 入れ た 名 作 


マ 


美食 家 が 自ら 
志願 し て 彫っ た 、 
老 


江戸 時 代 か ら 続く 京 の 文化 を 近代 に 復 尋 
神坂 佳 図案 、 神 坂 補 吉 源氏 タ 杉本 
1917 年 頃 MOA 美 術 館 蔵前 期 展 示 


雪 佳 に よる 図案 を 基 に 弟 の 祐 吉 が つく り 上 げた 。 
「 源 氏 物 語 | の ワン シー ン を 、 玲 派 を 踏 襲 し た 伝統 
的 意匠 で 表し て いる 


ここ が 見 どこ ろ ! 
〇 江戸 か ら 現代 まで の 日 本 美術 を 総 ぎ らい 


〇 応挙 や 、 栖 村 と 呉 春の 師弟 作品 は 必見 
〇 京都 の 町 し 、 ア ー テ ィ ス ト の 距離 感 に 注目 


京都 の 美術 250 年 の 夢 第 1 部 一 第 3 部 総集編 
一 江戸 か ら 現代 ヘー 

会 期 : 前 期 10 月 10 日 ( 土 ) 11 月 8 日 (日) 後期 11 月 10 日 ( 火 ) 
ー 12 月 6 日 (日 ) ※ 会 期中 大 幅 な 展示 替え あり 

会 場 : 本 館 北 回 廊 1・2 階 

料金 : 一 般 1600 円 、 大 高生 1200 円 、 中 学生 以下 無料 


※ 予 約 優先 制 。 詳 細 は ウェ ブサ イト 参照 
https:/kyotocity-kyocera.museum 
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絵 に ちり ば め ら れ た 、 
解釈 が わか れる 
謎 の モチ ー フ 


小さ な 青 員 を 使い 
統 密 に 表現 さ 
夕顔 の 花 の は 


学芸 課 担当 係長 
後 攻 結 美子 さん 


対象 の 生命 力 を 感じ させ る 圧倒 的 な 写生 術 


円 山 応挙 藤花 図 風 | 
1776 年 根津 美術 館 蔵 . 重要 文化 財前 期 展 示 


曲がり くね る 幹 や 其 は 、 応 挙 が 得意 と し た 、 輪 郭 線 
を 用 い ず 一 筆 で 一 気 困 成 に 描く 「 付 け 立 て ] と いう 
技法 を 使用 


ひし ひし と 伝わる 師匠 と の 関係 性 


上 春 「 白 梅 図 扉 風 | 1789 一 90 年 頃 / 公益 財 団 法人 阪急 
文化 財団 逸 和 美 術 館 蔵 重要 文化 財前 期 展示 


寮 々 し さ を 感じ る 中 に 咲く 白梅 は 、 師 ・ 燕 村 の 辞世 
の 句 に 詠 ま れ た 情景 を 描い た と され る 。 力強く 伸び 
る 幹 や 枝 の 筆 法 に は 応挙 の 影響 も 強く 感じ られ る 


京 の 町 中 に 息 づ 〈 芸 術 品 


北大 路 盆 山 人 「 看 板 「 柚 味噌 」」 
1914 年 八 百 三蔵 "前 期 展示 


柚 味 噌 製造 の 老舗 ・ 八 百 三 の 大 看板 。 鍵山 人 が まだ 
無名 で あっ た 時 代 に 受け 彫り 上 げた も の と され る 、 


いま と な っ て は 貴重 な 作品 だ 
y ーー 学 


シュ ルレ アリ スム 的 表現 に 社会 問題 を 融合 
北脇 界 「 ク ォ ・ ヴ ァ デ ィ ス 」 

1949 年 東京 国立 近代 美術 館 蔵 通 期 展示 

戦前 か ら 戦 後 の 京都 の 洋画 を 牽引 し た 気鋭 の 画家 の 
遺作 。 赤 旗 を 掲げ る 集団 と 黒雲 に 覆 わ れる 町 は 、 戦 


- ゃ 


後 の 美術 界 の 行く 先 を 表現 し て いる と も 
沿 験 も 作 総 ウ 開 か て 京 
審 で の 品 集 イ 催 ら 展 ほ 都 
な き の 数 編 ル さき 昭 覧 し に 
美 る `" は と ス れ 和 会 い 根 
術 の 当 し の る ・ は " づ 
喝 は 初 て 影 了 予 昭 当 ( 
の む の 開 響 定 和 初 芸 
旅 し 年 予 供 で だ か 術 
を ぁ ろ 間 定 き 会 っ ら 6 江 の 
楽 率 の よれ 期 た 現 戸 息 
し 倍 変 り ) る ・ が 代 か 人 遺 
も て 居 少 こ 構 いのら い 
う も を な と 成 新 3 明 を 
"いい ご (に を 下部 治 ぜ 

> 挙 な な 変っ が ・ ひ 

々 に つっ っ 更 ロ 順 明 感 

s 体 た た し ナ 次 治 じ 
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人 ※ つ っ 筐 り 
/ 区 宙 


1 1 品 
ーー 


が 京都 上陸 | 
テル の ロビ ピー は 宿泊 客 以外 


24 時 間 利用 可能 。 フ リー な 
空間 に 新た な カル チャ ー 誕 生 


2020 年 6 月 、 ジ 
ー ス ホテ ル が 


1 


ui 


計 


r: 1 1 の 


邊 
き 
主 - 


ーー ライ フス タイ ル ホ テル の 決定 版 が 日 本 に EE 人 芋 


本 | 
ョ ーー 
三 


[Nice fe meet you | 1o meet you 


66 フレ ンド リー 22 4 
由 な ホテ アル レ 


ライ フス タイ ル ホ テル の 先駆 けし いわ れる 「 エ ー ス ホテ ル 」 が 、 ア ジア 初 進出 で 京都 へ 。 
大 正 時 代 の 名 建築 ・ 旧 京都 中 央 電話 局 を 活用 し た 「 新 風 館 」 の リニュ ー ア ルオ ー プ ン の 核 と な る ホテ ル は 、 
京都 の 街中 に 新しい 風 を 吹き 込み 、 驚 く (ほど フレ ンド リー フラ ンク で 自由 な 空気 に 満 も て いた 。 


エー ス ホ テ ハル 京都 


住所 : 京都 市 中 京 区 車屋 町 245-2 新風 館内 

Tel:075-229-9000 客室 数 213 室 料金 :1 泊 1 室 3 万 円 ( 
サ 別 ) カー ド :AMEX、Diners、JCB、MASTER、VISA 
IN:15:00 OUT:12:00 アク セス : 車 = JR 京都 駅 か ら 車 で 約 
13 分 (駐車 場 な し ) 電車 ご 京都 市 営 地下 鉄 島 丸 御池 駅 南 改札 
直結 施設 : レス トラ ン 、 バ パー、 コ ー ヒ ー シ ョ ッ プ 、 ジ ム 、 イ ベン 
トス ペー ス 、 会 議場 、 宴 会 場 、 ギ ャ ラリ ー、 犬 と 宿泊 可能 の 部 屋 
あり 、WiFi www.acehotelcom/kyoto 


か つて の 京都 中 央 電話 局 と 
新しい 建築 が 巧み に 融合 


体 う フス ア Y 流 た と い が 創 西 る て ルン 歴 だ 必定 美 混 新 
ど 、 い に が ホ 初 | の 9 “* ビ い 業 海 エ 新 ` ` 監 史 館 " ド ` 工 電 交 と 
ん 京 心 軽 テ 進 を 場 つ こん 音 者 岸 | 拠 喘 エ 修 を 一 を そ マ を E 話 

な 都 地 や ル 出 生 と の れ を 楽 の の ぇ 点 画 | に 刻 は の I ー 局 す 旧 
文 に よ か "の みな ホ ま 改 促 アシ ホネ へ 館 ス 限 み ` 建 ク 重 で は る 
化 あ い に ス 地 出 り テ で 修 間 レア テ と を ホホ 研 は 物 の も ーー 拠 東 
が っ 距 `" ニ と し いい ル 米 し が ッ ト ル ん 生 含 テ 吾 じ を ひ 知 東 大 と 
生 て 離 大 | し て 街 は 国 て 浅 ク ル 信 ませ ル 氏 め 改 と れ ら 5 京 正 上 
ま も 感 切 カ て き ご 地 と ホ 在 ス に “ れ 多 京 を て 修 つ ん れ 中 15 が 四 
れ 同 で な 1 京 た 上 元 甘 チ で ・ 誕 変 彩 都 迎 い 年 し と が る 天 ー 放 が 
て じ 迎 友 を 都 "に 民国 ル き カ 生 わな を える 6 た し 人 造 吉 郵 年 『 
い ?" え 人 履 を を そ 新た で を る ル “" っ シ 中 て "月 商 て り 田 便 築 生 
《 こ て に い 選 し し 旅 展 つよ ダ き に ョ 核 り 建 か 業 愛 が 鉄 局 の 

の こ 〈( 接 た ん て い 人 開 〈 うぅ | っ 年 の ッ 施 = 築 ら 施さ 郎 - 旧 

だ で れ す ス だ いい カ ほ た し っ つっ に ウゥ みか に だ プ 設 ュ デ 新設 れ の 現 京 

ろ は る る タ エ ア ル の て た と ッ ツ け 米 "が EE 1 ザ た n て 設 K 都 
うー の よ ッ 1 ジ チ 交 きこ 古 ド は 国 入 し アイ な 新 き ラ 計 1 中 


富山 県 の 錆 物 メ ー カ ー・ 能 作 
に よる 銅製 の 円 形 チ ェ ッ クイ 
ンカ ウン ター。 囲む な よう に ホ 
テル オリ ジ ナ ル の グッ ズ や ア 
メニ ティ が 並ぶ ショ ッ プ スペ 
ー ス が あり 自由 に 回 遊 で きる 


ビー の 壁 に は 鹿児島 県 の 障 


が い 者 福祉 施設 ・ し ょ 32 学 


園 に よる ファ ブリ ッ ク ア 庄 計 。 
手 刺繍 を 施し た 色 ・ 柄 豊か な 
布 を つなぎ 合わ せ た 作品 は こ 
の ホテ ル の た め に つく られ た 


新しい コミ ュ ニ ティ が 自然 と 醸成 され て いく の が 、 エ ー ス ホテ ル の 真骨頂 。 
ロビ ー や DJ プー ス の ある ラウ ンジ な ど 、 開 放 感 あ る あちこち の スペ ー ス 
は 、 ホ テル の ゲス ト と 地元 民 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 生ま れる 場 に 


DJ プー ス が 併設 され た メキ シカ ン レ スト ラン & バ パー「PIO ロビ ー に 隣接 する 「 ス タン プ タ ウ ン ・ 
PIKO] の ラウ ンジ 。 カ ジュ アル な 価格 の フー ド と 酒 で 「 音 コー ヒー・ ロ ー ス ター ズ ] で 購入 し 
楽 を 楽し みな が ら 気 軽 に 一 杯 ] と 、 自 然 と 人 が 集まる 空間 に た ドリ ンク ・ ス ナッ ク 類 は 、 店 内 
け で な く 、 ロ ビー の ソフ ァ や 長 テ 
ブル で も ゆっ た り 楽 し め る 


エエ 初 い 一 マ 係 せ ノ 池 
イ の た 朗 | に 下 レ > 京 
タ ホ 創 さき ケ あ あぁ テア 駅 都 
1 テ 業 ん テ b) る 風 直 駅 
M ル 者 1 ま ま 結 か 
そ で が 補 ン す 富 YR と ら 
し は 仲 草 グー ょ 創 き い 地 
得 ` 間 全 を ょ 楽 ま う 下 
地 ァ の イイ 担 孝 楽 の E ア 鉄 
元 1 た で て 当 え ル ま し 
住 テ め アレ し て エ 1 な も よ 
麗 ィ に ト て </ ッ ジ 7 ス た 
の ス つ ちい れ か ャ も 駅 
軸 ト ( 手 る た 内 ン う の 
が っ 掛 田 し ル れ 島 
時 たけ 四 て の し 丸 
き 最 て 壮 ベス ヽ い 御 


エー ス ホ テ ル に 満ち あふ れる も の と いえ ば 、 音 楽 と アー ト 。 ロ ビー や カフ | 目 
ェ ・ レ スト ラン 、 そ し て 客室 で 出合 う 心 中 る メロ ディ と 美しい 造形 が 、 人 | 
と 人 と の 距離 を 近づけ 、 こ こ で の 時 間 を より 心地 よい も の に し て くれ る 


ロビ ピー の 一 角 に ある ギャ ラリ ー で は 、 エ ー ス ホテ ル 京 都 セ レ TEAC の ター ン テ ー ブ ル を 一 部 客室 に 、Tivoll の ラジ オ を 全 
クト の アー ト 作 品 を 展示 。 撮 影 時 は 滋賀 県 の や まな み 工 房 所 室 に 設置 。 レ コー ド は 懐か し い 邦 楽 や 洋楽 を 含め 数 種類 用 意 
属 ・ 田 村 拓也 氏 に よる 、 鮮 や か な 色彩 に 目 を 奪わ れる 絵 が され 、 誰 も が 気軽 に 音楽 を 楽し め る 。 ギ ター を 備え た 部 屋 も 
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多 民 族 が 共生 する 米国 を 拠点 と する エー ス ホ テ ル だ け に 、 館 内 の カフ ェ や 
レス トラ ン も ワー ルド ワイ ド 。 館 内 に は フェ アト レー ド を いち 早く 手掛け 
た コー ヒー ショ ッ プ や イタ リア ン レ スト ラン 、 メ キシ カン バー も 摘 う 


刺激 的 な サル サ の 「 カ リフ ラ ワ ウェ ス ・ ア ヴィ ラ 氏 に よる LA スタ イル の ポー トラ ンド 発 で サー ドウ ェ ー プ コー ヒー の 代表 格 「 ス タン 
ー の タコ ス ]| と メス カル ベース メキ シカ ン を 供 す 「PIOPIKO」。 バ パー カウ プ タ ウ ン ・ コ ー ヒ ー・ ロ ー ス ター ズ ] も 日 本 初 上 陸 。 窓 に は 
の カク テル 「 テ ラビ ピン 」。 大 葉 ンタ ー に は ドク ロ 形 の テキ ー ラ の ポト ル が 韓国 の ボ ポジ ャ ギ ス タイ ル を 元 に し た アダ ム ・ ポ ー グ 氏 の 作品 


や 梅 な ど 和 食材 も アク セン ト に 並び 、 京 都 に いな が ら メ キシ コ の 風 が 


わ ホ の は ス 《 壮 届 
き テ 街 が は 5 そ を 
出 ル あ な 遅し 
2 お 、 る いれ むせ 
上 包 ラ が 人 
は こ レ 4 : ーー 観 も 
き か ン な 新 て か 光 
つ : 5 ジ ェ し ぶ え 客 コ 
と 多 も 1 いる っ の ng 
、 様 イィ スゴ S 宅 受 チ 
も な べ ホ ミ と 地 け 袖 
う 必 巡 チー は 玩 央 で 
す ル ト ル ニ う の れ 開 
た 村 に テ れ 人 も 業 
だ \ よ と イ し が ま が 
> 1 っ つ を いた だ 了 予 
が モ て っ つ で ( 多 定 


日 本 を 感じ させ る も の が さり げ な く 溶 け 込ん で いる の も 、 エ ー ス ホテ ル 京 
都 の 魅力 。 京 町 家 の 格子 を 思わ せる ルー バー に 街 の 通り へ と つなが る 庭 . 
日 本 の 職人 ・ アー ティス ト に よる 手 仕 事 が 随所 に ちり ば め ら れ て いる 


新風 館 の 共用 スペ ー ス に ある 中 庭 。 伝 統 的 な 京町 家 の 庭 を 、 旧 京 都 中 央 電話 局 の 建物 を 生か し た 保存 棟 の 客室 「 ヒ スト リ 
現代 の 京都 に ふさ わし いし つら え に 進 化 さ せ た ラ ンド スケ ー ッ ク ツ イン ]。 柔らか い 光 を 届け る 和紙 の 照明 に 、 和 染色 家 ・ 
プ が れん が 造り の 保存 棟 と 新築 棟 を ゆる や か に つなぐ 柚木 沙弥 郎 氏 に よる シル クス クリ ー ン の 作品 が 映え る 
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の ファ ブリ ッ ク 


能 作 の 銅 カウ ンタ ー 館内 に 2 室 の み 設け られ た 客室 「 た 
ー ト ]」。226 号 室 で は 稲 目 銅板 を 使っ 
カウ ンタ ー に 、 雲 形 の 照明 な ど ゆ る や か かな 曲 


せ 進 揃 レバ ド 1 へ フ タ の 切 郎 民 よ 中 の 手 サ ン 掲 一 溶 東 
な 的 う スネ べ な ス と ァ アァ 上 べく あり 氏 藝 り で 手 掛 ン 監 げ 選 け 洋 
いで の な を ツ ど ビ ど ト つ が の ス る 紙 に の 温 $ に け ぞ 修 る 
選 快 も と 使 ト も 清 な 置 コ ト は ロ を よ 流 か ` い ない ル は エー 合 と 
駅 じい `" サ わ ボ 和 柔 原 が か た り 氏 ゴ 組 る れ な 西 る を ス 長 | ぢ うぅ 西 
肢 京 エス な ト ら 邊 る れ た | の や み ア を 雰 海 も の の 年 ス 8 フ ド * 
で 都 | テ い ル か 氏 伸 た み が そ モル 合 | 〈 囲 岸 の 意 コ の ホ 伸 年 
あ スス イノ で い に が サス ダグ |1 わ ト せ 気風 が 向 ミ パテ ド が 
る テ ホ ナン は ニ よ や ビィ イィ ン ム せ ウ 上 業 を の 随 で ュ スコ 1 ル 各 出 
5" イ テ ブ プス な っ ち る か ン | で サ つ 1| 色 与 2 所 日 | ト 京 や 内 
を ルル プ 〈 ア ょ 雲 な グ | と ど ィ イ く 用 作 を ラ に 本 ン ナ 都 を ヵ 、 台 
望 な な り 紙 ン ぅ う を 客 か 一 こ ン シン っ だ 家 エ イン 配 の ・ 1 "コタ い 
むら 5 アン パス ー も ち も モ 室 ら は か の た “・ い トク さき 職 デ で 内 ン な 
な で イグ ッ を の ん チ “* 小 ` 懐 ほ は と 柚 柚 > な れ 人 ザ も 装 も 完 

ら は テマ ィ マク 添 シ 老 | ア 上 ロ か か い 木 木 め 空 て ・ イ あ デ ブ 

、 "ムッ の え ぇ え ェ 舗 フ 1 が Il し いう 氏 沙 当 間 い 作 ン る ザ ト 間 
外 先 が トト 水 る | の に テ b ッ い 全 味 が 弥 人 て に る 家 が ロイ に 
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き は すべ て 30mi 以 上 。 の ゆっ た り Sray を 一 一 


旅館 を 思わ せる 冒 敷き 
の 小 上 が り 。 ち ょ うち 
ん 照明 や 和紙 を 貼っ た 
障子 な ど 和 風 の し つら 
え が 印 象 的 。 大 開口 の 
窓 か ら は 気持 ちよ く 光 
が 注ぐ 


ミニ バー カウ ンタ ー の 
天 板 は 、 フ ロン ト と 同 
じ く 能 作 に よる 鋳物 師 
の 手打 ち 技 が 凝ら され 
た も の 。 経年 に よる 色 
の 変化 も 楽し み だ 


カッ プ は 笠間 焼 の 作 
家 ・ 額 賀 章夫 氏 、 皿 は 
益子 焼 の 作家 ・ 伊 藤 丈 
浩 氏 に よる も の 。 茶 簡 
は 東京 の プロ ダク トブ 
ラン ド ・SyuRo 


た た みえ スペース 

た た み ス イー ト 

時 に 布団 で 寝 ら れる 唯 
ー の 客室 で 広々 の 60 
m。 た た み ス ペー ス の 
押入 れ に 布団 を 4 組 収 
納 。 希 望 時 間 を 伝え る 
と 敷い て も ら え る 


リビン グ ス ペ ー ス 


新築 棟 に 位置 する 
「 テ ラス ツイ ン 」。 南 
向き に 設け られ た テ 
ラス で チェ ア に 腰掛 
け 、 ゆ っ た り と し た 


リッ ク の 多く は ミナ 
ベル ホネ ン 製 


さり げ な (サス テイ ナブ ル な モノ た ち 


四 旨 還 還 呈 ご 


プラ スチ ッ ク は 極力 使わ ず 、 自 
然 に か える 素材 を 採用 し た 。 パ 

負 ッ ケ ー ジ は 紙 製 で 、 歯 プラ シ や 
締 棒 の 柄 の 部 分 は 竹 製 


き き 本 バス アイ テム は uka 製 。 
3 
am 
g 
- 


曲 | 


自然 由来 の ヨモギ 葉 エ 

5 キス を 使用 し 、 エ ー ス 

Lo ホテ ル 用 に 性 別 ・ 年 齢 ・ 

四条 を 問わ ず 対応 で き 
に ト る よう 開発 され た 


宿泊 客 に 無料 で 貸し 出す 自転 車 。 
トー キョ ー バ イク と の コラ ボ レ 
ショ ン で 完成 し た 。 フ レー ム 
に 漆 を 塗っ た モデ ル は 京都 が 初 


ロビ ピー 天井 で コミ ュー ン ・ デ ザイ ン の 照明 と 調和 する の は 、 京 都 産 の 杉 を 
使っ た 隈 研吾 氏 に よる 木組み 。 寺 な ど に ある 格天井 を ほう ふつ と させ る 1!? 


さ キ ペー トド の き 古寺 


c= 


1 階 エ レベ ペー タ ー ル の 突き 
当たり に 光る ネオ ン ア ー ト は 、 
HYSTERIC GLAMOUR の デザ 
イナ ー・ 北 村 信 彦氏 が 手掛け た 


「 ス タン プ タ ウ ン ・ コ ー ヒ ー・ ロ ー ス ター ズ 」 の カウ ンタ ー 痛 面 。 工 房 の 片隅 に 乗 て られ て いた 
信楽 焼 の 筒 薬 の テス ト パ ネ ル を 、 コ ミュ ー ン ・ デ ザイ ン が 気に入り お し ゃ れ な 壁 に 変身 させ た 


宴会 場 の ホワ イエ に は 、 伝 統 的 
な 友禅 の 技術 を ホワ イト デニ ム 
に 落と し 込ん だ パネ ルアー ト 。 
古都 の 祭り を 思わ せる 


4 


ロビ ピー に 設置 され た フォ トブ ー ス で は 客室 館内 天井 の あちこち に 吊り 下がる の は 、 京 
の カー ドキ ー と 同じ 柄 を 背景 に 写真 が 撮れ 都 の 金網 つじ に よる シェ ー ド 。 伝統 技法 で 

る 。 旅 の 思い 出 に ぜひ 編 ま れ た 銅製 の 網 が 美しい 影 を 描き 出す 
= ルー ムサイ ン な ど 、 
> 三 館内 の 至る と ころ 
日 本 列島 を 思わ せる 、 で 見 られ る 数 字 や 
柚木 沙弥 郎 氏 の 染め に アル ファ ベッ ト は 、 
よる 暖冬 。 松尾 昔 薦 柚木 沙弥 郎 氏 に よ 
おく の ほそ 道 ] を モ る 文字 を 元 に 制作 
チー フ に 、 旅 や 人 の 集 し た オリ ジ ナ ル の 

い ・ 交 流 な ど を 表現 1 フォ ント 
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(THISIS) SHIZEN 

ギャ ラリ ー の よう な 植物 店 に 
は 太古 か ら の 植物 を 含め 、 産 
地 ・ サ イズ も 多様 な 苔 玉 が 並 
ぶ 。「 自 然 の 循環 を 表し た い ] 
と “微生物 の 発酵 ′ つ な がり 
で 酒 や 団子 な ども 提供 
営業 時 間 : 茶屋 8:00 一 23:00、 
植 屋 10.00 一 19:00 
wwwrthisisshizen.jp 


に yh』 
Si 


(④DIG THE LINE BOTTLE & BAR 
日 本 酒蔵 元 が 手掛け る クラ フ 
トピ ー ル と 日 本 酒 の 店 。 酸 味 
が 特徴 の スウ ェ ー デ ン ・ プ レ 
クリ エッ ト を は じ め 日 本 初 上 
陸 の ピー ル 、 吉 田 パン 工房 の 
パン で つく る ピタ パン が 絶品 
営業 時 間 : 11:00 一 24:00 
https:/sakahachijp/digtheline-kyoto 


ーwreNSWNー4ーYN 半 の 計 き 


"(( 司 9w 忠 ペー マーkl 


③ 本 と 野菜 OyOy 

オー ガニ ッ ク 農 産物 を 扱う 京都 「 坂 ノ 途 中 ] 

と 書店 を 展開 する 東京 「 是 来 堂 ] の コラ ボ 店 。 
| 約 250 軒 の 提携 農家 か ら 届 く 旬 葉 使い の 料理 

を 、 食 か ら 哲 学 まで 幅広 い 本 と と も に ! 

営業 時 間 : 11:00 一 23:00 http:/oyoy.kyoto 


④ ア ッ プ リン ク 京 都 


日 本 の ミニ シア ター 文化 を 率 引 する 映画 館 が 波谷 、 吉 祥 寺 - 6 6 
に 次 ぐ 3 館 目 と し て 関西 に 初 進出 。 4 つの スク リー ン で 多 中 庭 へ 通じ る 姉 小路 通 側 の 入り 口 。 れ ん が 造り に よく 映え る 「 新 風 多 


彩 な 作品 を 上 映す る 。 上 映 中 の 映画 の 小道 具 な ど を 展示 す ロゴ は 、 昔 な が ら の 明 朝 体 の 骨格 に モダ ン な 味 を 加え て デザ イン され た 
る ギャ ラリ ー も 。 ス パイ ス 入 り の 「 伊 良 コー ラ 」 も 名 物 
営業 時 間 : 8:30 一 23:00 https://kyoto.uplink.coJjp 


き 
の 


大 士 トー キミ 


エー ス ボ ホテル 京都 


計 全 浴 


て 宙 


堂 と 甚 上 ミ ミー ロ 
NNu 


全て 港 避 さ て rr 自 言 洪 束 


II に 


https:/shinpuhkanjp 
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京都 の 酒 事情 も 進化 し て いま す ! R 


京都 の 最 移 端 
は 夜 に あり 。 


路地 裏 の 居酒屋 、 オ ー セ モン ティ ッ ク な バー に 、 名 物 料 理 が 楽し め る 小料理 店 
さま ざま な シチュ エー ショ ン で 、 賑わう 京都 の 酒 穫 に も 新しい 風 が 吹い て きた 
絶景 と 美酒 を 楽し むか 、 知 識 欲 を 満た す 酒 か 、 今 育 は どちら で 過ごし た いで すか ? 


法 観 寺 の 八坂 の 塔 を 真横 か ら 


同じ 目線 で 見 る こと が で きる 、 
「K36] の ルー フト ッ プ バー, 
この 景色 だ け で も 万 金 に 値する 


46 一 39) texc Hiroko Yokozawa, Junko Nakao 
5 (P40.46 一 49) photo: Akane Yamakira, Sayuri Ono 030 


ご 点 器 滅 


や 区 最 人 C ペ て NN 


ジャ パニ ー ズ クラ フト ジン の 先 
駆 者 が 手掛け る 、「 季 の 美 京都 
ドラ イジ ン ] の 世界 観 が 堪能 で 
きろ The House of KI NO BI 


ドミ ドコ 
ee ー 
Ri 
ー 


KWINO BI 洋 識 | 


koo DM Gin 


“ジャ パニ ー ズ クラ フト ジン "の 


H に 堪 友 先駆 者 「 季 の 美 」 を 味わう 
類 も 能 の 
の だ て C 羊 
ポ は s 間 き ご 
し 所 る の 
カ き レン 町 世 
1 ョ ブフ 先 夫 
は ス フラ 耐 旬 
中 且 ビ ビ 地 ン 間 が 
こ 心 ズ め リ の 『 
6 だ で 次 美 る を の 先駆 ( て E 
を し 山 檜 ツ ハ ウ の 20 て 2015 
6 た 概 や を ウ ス 語り 尽く せな い ジ ン の 駐 力 を 伝え る 場 を オー プン し た 
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土 壁 や 染 は を の まま 残し た つく 5 


木材 商 の も の だ っ た と いう 歴史 ある 建物 は 、100 年 を 
経過 し た いま も 面 久 性 に 優れ て いる 。 当 時 の 究 囲 気 を 
壊さ な いよ う 、 土 壁 や 梁 は で きる だ け 温 存 し た 


西陣 織 「 細 尾 ] の テキ スタ イル 
西陣 織 で 名 高い 「 細 尾 】 の テキ スタ イル が クッ ショ ン 
や パー カウ ンタ ー 下 に 使わ れ て いる 。 何 気 な い 場所 で 
京都 の 伝統 が 感じ られ る の が 和 多 力 


壁紙 に は KIRA KARACHO の 文様 


江戸 時 代 か ら 続 く 唐 紙 店 を 継ぐ 「KIRA KARACHO ( 雲 
母 唐 長 )]。 そ の 唐 紙 を パッ ク バ パー な ど に 使用 。 板 木 で 
刷 ら れ た も の で 、 繊 細 な 刷り 具合 に も 注目 


と 保 を ロ か と 
が ち る パ す も 
室 : ち フ だ 
ぎ つつ の と あ 
を い タ よ 1 っ 
う 少 ヴ そ た 
た フ な 凛 混 こ 業 
と カ み と は 和 あ さ に や 

も ジ し し し れ F 土 

に ほ ュ た オ た ら て 季 礎 

花 ど ア 閥 | 空 う い の は 
を よ ル 気 モ 間 な る で 
喘 い し き と ン を ど 唐 一 き 
か 距 を ` テ 演 紙 の る 
せ 離 兼 ガ イ 出 モ や ボ 限 

る 感 ね スッ ツ し ダ ` ト 5 

こ を 備 ト ク た ン 銅 ル 生 


W 


・ ポ NN ッ 


普 相 く て 芋 き ミミ ーー 


GS マ て 


+ 張 


王 


ー い きす 一 NVY 着 + 


洛 辱 深 紀 Sr 叶 弄っ ら ー 潜 
mn 


ケヤキ の カウ ンタ ー を 中 心 に 


虫 籠 窓 や 格子 が あし ら わ れ た 
バー スペ ー ス 「 季 の 美 の 間 ]。 
カウ ンタ ー に 立つ マネ ー ジ ャ 
ー の 佐久 間 雅 志 ぶさ ん は 、 ロ ン 
ドン の バー で 10 年 研 氏 を 積 
ん だ 後 、 京 都 薬 濁 所 の 一 員 に 


避 


2 きび 大 


『 


可 


だ 


午 舌 叶 ふ ペ 。 


員 で 等 
准 


油 べ 
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ク っ 
ラ の 
の グ 
N ル 
ジ 1 

ン ン 
こ に 
分 
で 族 
混 て 
和 別 
茜 役 

る 

は 

い 

う 


江 


ジン 好き に は た ま ら な い 


五感 を 使っ た 体験 が 目白 押し 


バー と し て 利用 で きる だ け で な 〈、 展 示 や セミ ナー ルー ム を 備え た 空間 は 
クラ フト ジン の 世界 へ と 誘う 場 と な っ て いる 。 


季 の 美 の ブレ ン デ ィング を 体験 


実 


左 ) 「 季 の 美 ] が ペー ス の ジ 
ッ ク 1000 円 。 右 ) ボス トン シェ イ 
カー を 使っ た オリ ジ ナ ルカ ク テ ル も 


03 で 飲み 比べ 


1 階 「 季 の 美 の 間 ] で は ジン の ほか 、 カ ク テ ル に 加え 、 京 者 
の クラ フト ピー ル や 日本 も 用 意 し て いる 。 味 わい の 違 
い が ダ イレ クト ! られ る チイ ステ ィング モット や 、「 季 
の 美 ] と 割り 材 を 選ん で カス タマ イズ で きる 飲み 方 


2 階 の 臭 に は 、「 混 和 の 間 ] が 


D り よう に 、 ピ ビー カー や 
ィング や プレ ン 
SNS で チェ ッ ク を 


04 で ここ だ け で し か 


テイ ステ ィング セミ ナー で は 「 季 の 美 」 を 形成 する 礎 ・ 凛 ・ 茶 ・ 
相 ・ 辛 ・ 芳 と いっ た 6 つの エレ メン ト の 原酒 の 香り と 味 を 体感 。 
各自 が プレ ンド し た ジン を 味わう こと も で きる 
プ 限 定 商品 
揃え る トド し マテ ィ ー ニ グラ ス や ミ 


キシ ング グラ ス と いっ た オリ ジ ナ ル グ ッ ズ に も 心 惹 か れる 


コピ ー タ グラ ス ( 箱 付 ) 
900 円 
= スコット ラン ド の グラ ス メ ー カ ー「 グ 
レン ケア ン 社 ]」 製 の テイ ステ ィング グ 
。 ラス 。 京都 薬 留 所 の ロゴ 入り 


ジン に つい て 学ぶ 


ょ っ た 空間 「 展 示 の 間 ] が 広がる 
ジン の 歴史 や 種類 、 季 の 美 の 原 
剛 所 の 様子 な ど が 伝 


られ 


の と る テ は で ッ ス ーー 気 
ュ そ ココ 4 ジョ テア ご g 息 ク 
階 ` 展 混 ス ン る 一 の 8 は 
コ 初 示 和 テ に ーー ぉ 18 に 
生来 の の ィ っ ジ 店 階 。 向 ト 
の 店 間 間 ント ン の に で ジ 
美 な ーー グイ パ 間 は き シ 
の らら は を も を レー ズバ ンク 合 
間 訪 い 備 ふえ ス や 18 5 と 
弧 直 笑み 渡 し 9 
ささ 人 る 人 き 買 ミ る 
肩 み な あ の 
ひ た 見 ご と 展 る だ は 場 
じ い ぃ が 示 ?" け か の 
張 行 の 2 が ` 美 [展示 の 間 ] か ら は 、 風 情 あ る 中 庭 を 眼下 に 眺め られ る 。 ま た 、1 
ら わ 問 階 利 シ ハ 階 カ ウン ター を 見 下ろ す 場 所 に は 、 銅 製 の カウ ンタ ー が 設置 され 
ず れ 下 に 用 ョ ウッ て お り 、 こ こ で も ジン を 嗜む こと が で きる 
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季 の 美 ハ ウス ジン 
KI NO BI 
House Gin 
6000 円 


季 の 美 と 同じ 6 つの 
原酒 の プレ ンド に 、 
季 の 美 ハ ウス の 井戸 
水 で 割り 水 を し た 、 
柔らか な 口当たり の 
限定 ジン 


こ で し か 飲む こと が で き な い 「 季 の 美 ] の エディ ショ ン シ リ ー ズ や 
ー も 用 意 。 そ の ほか 京都 蒸溜 所 に ある 蒸溜 器 を 展示 し て いた り 、 町 家 
の 改装 時 に 出 て きた レト ロ な 壁紙 な ど 、 イ ン テ リ ア に も 注目 し た い 空間 


季 の 美 テ イス ティ ング セッ ト 
ら | 利き 季 の 美 1500 円 
好み の ジン を 93 種 選び 、 テ イ 
ステ ィング が で きる 。 右 か ら 
「 季 の 美 ]、「 務 の 美 勢 、「 季 
の 美 ハウ スジ ン ]。15m2x3 


と 


ミン 
# 上 ー 邊 
I@! 中 訓 
串 央 細 京 四 所 ロゴ ・ ア イス ・ 


スタ ンプ 1 万 750 円 


KI NO BI 1838 年 京都 に 創業 し 
HOUSE GIN た 「 清 課 堂 ] に よる ア 
pm イス スタ ンプ 。 手 作 業 

で つく られ て いる 


カヤ の 木 の ベ ンチ や 、 季 の 美 
の 「K] を デザ イン し た ロゴ 
が 目 を 引く お 店 の 間 


と 着 て 酒 正 ー 間 

考 目 ほ だ 解 ク 雅 

え し し な が ラプ 忘 

て た いと な 節 フ さき 

い イ ん 〈 ※* ト ん 

ま べ で だ て 気 感 ジ ! 

す ン すか 修 じ ン 話 

= ら ま だ に だ 到 と す 

な 今 こ る よる 向 

と ど 後 を で っ ボ き S 
House of KI NO BI も は 人 て タ 合 ジ 
1 実生 気 生 も ニ 5 ン 
筆 の 美 ハ ウス 施 産 軽 み 佑 カ に を 
住所 : 京都 市 中 区 河原 町 通 で 者 に た っ ん ル グ よ 
二条 上 ル 清水 町 358 き さ 味 いて が イ バ 
営業 時 間 : 1200 一 21.00 (LO2030) れん わな く 〈 違 ス 知 
定休 日 : 月 曜 www.hoknbJjp ば に つ お る う デ る 
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京都 市 内 を 360 度 の パノラマ ビュ ー で 愉し む 


K36 The Bar & Roofiop 


普段 は 観光 客 で 賑わう 清水 エリ ア に わざ わざ 京都 人 が 足 を 運ぶ 理由 。 
それ は 見 た こと も な い 景 色 の 中 で 、 稀 代 の バー テン ダー の 
一 杯 を 楽し め る か ら 。 彼ら に は 本 物 を 見 分 ける 喚 覚 が ある 。 


ミー は 世界 的 に る 増 
を 競 え ば 見 える 景色 は 


モネ 下さ 二 束 抵 紅 


Q こ GS ふ ロ りつ 紅 で ポ つ 色 是 届 
「K 」nih 一 ホ ー@ 回 田 S0S 
局 虹 @ 曲 旭 作 人 る 齋 人 悦 軸 器 Ra 
「Bar K 」 激 司 り ^[Cave de KBam 
Keller」 Svinewin 尺 te 元 尽 四 宮 蜂 因 
” 半 せ 式 叫 人 る @ 散 中 
ミ S く ー ロ 肛 党 ゃ 理 ら りら 刀 つ 5ing 

[ 党 GS 団員 せ Q 下 表 ー A 7 暑 亜 N 
ローKG く ーー”? 介 D6 全 HiNI 
^ 選 りー 甘党 で や 半 項 つ / 亜 夫 避 沼 S 
仙 代 WON 条 忠 交 一 記 計 づつ Sel 

臣 辿 せき n n ト 宣 @ 鹿 聴 り 問 閑 間 請 人 
回 公 ” 式 垢 OK モミ OS55 有難 移 


QR く ー ト へ A 一 


画 短 


デ デ = 時 間 帯 に よっ て 使い 分 けた い 


開放 的 な ルー フト アバ ー と 
了 還 本 The Bar ラウンジ 


2 わ め 映 頼 の 因 参 WW 上 常に 渦 きる 
告 中 の 貴族 が ぶ ほ 次 の めし 離脱 し て ホテ ル の 太 言 介 証 
ょ 2 硬 SMe 中 調 本 / 衝 ドア 、 計 ちら 


ーー ー Ma 


1 : 


K36 The Bar 


昭和 の 学び 樹 の 意匠 を 生か し た 、 重 厚 
れる クラ シカ ル ん 


に ン レル 
の ヴィ ン テ ー ジ コレ クシ ョ ン を さり げ な く レ 


提供 する の は 温故知新 を テー マ と し 
スタ ンダ ー ド カク テル 


※ 


でき ら 溢 之 な き 
7 コロ 


トコ 


匠 の 技 を 目の当たり に する 喜び を 


バト ラー と し て 指揮 を 執る 西田 さん 。 (写真 右 ) 柔らか な 物腰 と 美しい 
所 作 で 酔 客 を 魅了 する 。 カ ウン ター に 立つ の は 来年 2 月 まで の 予定 と か 


ば EE ぶ 計 


し YY ャ バ 


WVVVVVs 
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馬肉 の タル タル 九条 ネギ と 
も り め ん 山 概 の 京都 スタ イル 
1800 円 

福島 県 産 の 馬刺 し の モモ 肉 を あ 
っ さり と タル タル に 。 ち り め ん 
山 板 や 刀 条 ネギ の ソー ス で 


ミミ 3 


K36 (ケー サー ティ ー シ ッ クス ) 


市 東山 区 清水 2-204-2 
青龍 京都 清水 4F 
Tel : 075-541-3636 


営業 時 間 : 15:00 一 24:00 (L.O.23:30) 、 


Rooftop は 24:00 (LO.23:30) 
定休 日 : 不定 休 
https://stilfoods.com/k36 


ブルー ムー ン 
1500 円 


言葉 は “奇跡 の 予感 " 

レモ ン ピ ビー ル を そっ と 
浮か べ て 、 雲 隠れ する 
月 を イメ ー ジ し た 一 杯 


愉し ん だ 後 
その まま 和 宿泊 も で きる ! 
ザ ・ ホ テル 青龍 京都 清水 
Tel : 075-532-1111 


客室 数 : 48 室 料金 :1 泊 朝食 付 
6 万 9286 円 一 ( 税 ・ サ 込 


K36 マテ ィ ー ニ 


本 多 


添え られ 
み 込 む よ 


1500 円 


た 言葉 は " 知 的 な 愛 "。 や さ し く 
うな 味わい の カク テル の 王さま 


7n い 9r の か 有 清 皿 証 


いき 区 一 ば と ス W 人 記さ NNS 


術 館 を バッ クト 
の ニュ ー モ デル 
MWX1] を 


・ 龍 崎 
昌 け する 


記 。 
朋 
回 
日 
る 
き 
四 
き 
上 
呈 
四 
月 
に 
ああ 
8 
上 
き 
る 
ョ 
き 
明 
上 
ま 
8 
内 
# 
ヨ 
ョ 
き 
名 
門 
四 


ガル ガリ アル 
0 
の 


プロ デュ ー サ ー 


ん が BMW X1 で めで っ た 古都 の 旅 を お 届 
山田 芳 部 


ホテ ル 


ンカ ルチャ ー を 
婦 


生ま れる 場所 


ニッ ボ 
も よし と する 風土 が 共存 する 「 京 


ル 業 界 の 風雪 的 存 在 


テ 


iscoVerJaDan wi BMW 


D 

BMW で 行く 、 
創造 が 

し い カ ルチャ 
結び 付け る ホ 


テル | を コン セブ 


表 崎 閉 子 さん 
を 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 共 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


1・2) エク ステ ザイ 7 ト ィ ン パ クト 。1820m の 全 
4455mm の 全長 、 も 
易 


注 


3 
wー キ エー トロ NMC 


素 選 うら ー+ ポ で さき 


きき ふさ NSNNX 


に 


今回 の X1 xDrive18d は 衝突 を 回 避 し れる プレ ー キ や 車線 移 脱 の 警告 な ど 、 
進 の セー フ テ ィ 機能 を 装備 。 X1 は 「 安 定 感 が あり ます ね ] と 藤崎 さん 


九条 エリ ア 


邊 は 首 S 対 半 慣 泊 


寛 け る 空間 を 提案 
“チル アウ ト す る ”" 


トド テル 


「HOTEL SHE, KYOTO] の 「SH 
E.」 は 、Satisfactory (満足 感 ) 
と Heartfelt (心温まる )、 そ し 
て Emotional (エモ さ )。 そ し 
て 「,」 は 、 旅 の 途中 を 示す 句 
読点 を 表し 、 旅 人 同士 が 交流 で 
きる 場 を 提供 し て いる 


いい に トー ビー ド に 


HOTEL SHE, KYOTO 
住所 : 京都 市 
東条 南島 


ャ 
ラウ ンジ に は 共用 の キッ チン も あり 、 調 理 器具 や カト ラリ ー も 用 意 さ れ て いる 。 自 分 た ち で 料理 を 有人 
し て 大 き な テ ー ブ プル で 食事 を し た り 、 酒 や 会 話 を 楽し みつ つ 旅 の 思い 出 を シェ ア で きる 空間 に ww 


何 回 も 投 記 上 
に チャ レン ジ 
する 龍 崎 さ ん 
色とりどり の 金平 糖 が 並ぶ 、 金 平 糖 専門 店 創業 約 100 年 、 伝 統 を 受け 継ぐ 京 扇子 の 老舗 へ 
創業 1847 年 より 伝統 を 守り 続け 、 就 練 の 職人 が 五感 を 研ぎ 澄まし 、 京都 の 紙 と 滋賀 の 竹 を 使い 、 職 人 の 手 で つく られ る 「 京 扇子 」 を 扱 
豚 精 込め て 手づくり する 製法 は 一 子 相伝 。 シ ョ ー ケ ー ス に は 素材 の う 老 同 。 江戸 時 代 に 考 実 され 庶民 に 愛さ れ た と いう 、 扇 子 を 使っ た 
味 が 生き た 緑 寿 庵 清水 で し か 味わえ な い 金 平 纏 が ずら り と 並ぶ お 座敷 遊び 「 投 扇 興 ] 体験 が で きる の も ここ な ら で は 
FT 移 園 緑 寿 庵 清水 ee 大 西 党 商店 
(5 は 国 ま 息 - う 住 
区 園 店 限定 信二 に 
と 桃花 色 ( 苺 ・ 林 槍 ) 営業 「 香 り の 扇 うつ し 香 」 投 過 異 体 朋 料 金 2000 円 
各 3080 円 4950 円 www Ohnishitune 
きみ 前 チ 議 掲 や 泊 ナ 大 ぢ 民 出 
た な ャ に げ ロ きび た 人 逢 
る 似 し 2 1 と る グ な ヨ ょ ェ 人 
の 合 し し と ン と 5 ー 体 テ 〇 』 信 ん 
は う 査 グ ィ し ゎ わ ソ 験 王 宙 衝 
い の クジ プ て | が プ の ば 者 
か は ン リ vu の ッ < ムル ラー 物 『 
が い ク 展 ス 24 発 ャ き ウゥ 語 す 
だ 偶 開 が ド 都 信 カル る 宇 ン O る る 
ろ 然 ji . 豆 『 に と 京 的 を クウ の 1 ロ 嘉 ホ 
う で 未 合 生 モ ニ 都 で 続 ン テ ぁ 。 四 基 や 
か は 都 し ま ダ ュ 市 あけ タル > を 都 テ 
? な 大 た 1』 れ ン | 京 る る 1 の ル 
い に 錠 な デー や と や 方 ヶ に 中 と 
と 1 わ 新 ル ラ いそ ん 常 ャ 1 組 
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新た な アー ト 空 間 を 通し て 
京都 の 魅力 を 再発 見 ! 


1933 年 に オー プン し た 、 京 都 を 
代表 する 美術 館 が 今年 5 月 に リ 
ニュ ー ア ル 。 創建 時 の 外観 は そ 
の まま に 、 最 新 の 設備 を 備え て 
生ま れ 変わ っ た 。 ミ ュー ジア ム 
ショ ッ プ や カフ ェ が 入場 無料 な 
の が うれ し い ボ ポイ ント 


京都 市 京セラ 美術 館 

住所 : 京 都市 左京 区 岡崎 円 勝 寺町 
124 Tel 334 
10:00 一 18:00) 

開館 時 間 :10:00 一 18:00 (最終 入 
館 17:30) 休館 日 : 月 曜 ( 祝 日 の 
は 開館 )、 年 末年 始 料金 : コ 
ョ 730 円 ( 京 
は 5620 円) 
市 内 在住 、 通 学者 


第 二 次 世界 大 戦 を また いで 8O 年 余り 、 現存 する 


日 本 の 公立 美術 館 の 中 で 最も 古い 美術 館 末 。 本 
明治 か ら 昭 和 に か け て 描か れ た 絵画 を 中 心 に 、 4 予約 優先 制 。 無 
約 3700 点 の 京都 に まつ わる 作品 を 展示 料 エリ ア は 予約 不要 で 入館 可能 
京都 の "いま "が 知れ る カル チャ ー 発 信 拠 点 ロケ 地 と し て も 名 高い パワ ー ス ポッ ト に 立ち 寄り 
店 は 昭和 の 香り が 色濃く 残る 、 出 町 樹 形 商 店 等 の 中 ほど 。 ミ ニシ ア も と も と の 京都 氏族 だ っ た 賀茂 氏 が 祀 ら れ た 、 京 都 と 深い 由縁 で 結 
ター、 セ レク ト 書 店 、 カ フェ それ ぞ れ “併設 " と いう より は 、 ひ と ば れ た 「 下 嶋 神社 ]。 龍 崎 さ ん の 愛読 書 、 森 見 登美 彦 作品 に 登場 す 
つの 空間 に "融合" され て お り 、 さ ま ざ ま な 文化 を 発信 し て いる 。 る 龍馬 と あっ て 、 フ ァ ン に と っ て は 型 地 錠 礼 の 地 で も ある 
出町 座 下鴨 神社 (賀茂 御 祖神 社 ) 
住所 : 京 孝 町 住所 理 泉 川町 59 
出町 商店 衝 内 ) Tel Ta 拝観 時 間 6:30 一 17:00 
営業 時 間 10:00 22:00 www shimogamo-jjarorjp 
定休 日 : な https://demachiza.com 
ニュ ー X1 xDrive18d xLine Edition Joy 寺 今回 乗っ た BMW 


X1 xDrive18d と は ? 


直列 4 気筒 BMW ツイ ン パ ワー・ タ ー ポ ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ ンジ ン 
最高 出力 : 110KW [150ps] /4000rpm 

最大 トル ク : 350Nm (35.7kgm) /1750-2500rpm 価格 :498 万 円 

同 : BMW カス タマ ー・ イ ンタ ラク ショ ン ・ セ ンタ ー Tel : 0120-269-437 


BMW・X シ リー ズ の 最小 モ 
デル が X1。xDrive18d は 、2 
る の 直列 4 気 和 ク リー ン ・ デ 
ィ ー ゼ ル エ ンジ ン を 搭載 。 デ 
ィ ー ゼ ル の 特性 で ある 豊か な 
低速 トキ ルク の お か げ で 町 中 で 
も 乗り や すく 、 高 速 で は ほ と 
ん ど エ ンジ ン 音 が 気 に な ら な 


回 
Co 大 き 過ぎ な い ボ ディ サイ ズ と 、 ド ライ バー の 高い ア い ほ ど 静 か で ガソリン 車 より 
! イボ ポイ ント の お か げ で 、 狭 い 路 地 も スイ スイ 。 京都 も 経済 的 。 は じ め て BMW に 
ドラ イブ に も び ぴったり 乗る と いう 方 に も お すす め 
詳し く は こち ら 全 


BMWx 龍 崎 さ ん の 褒 華 キャ ン ペ ー ン を 実施 中 ! 


きき 人 %Q へ ぶ ^ で 弓 Q FT 
き 王 や ー < 上 8 ュ そ し る 
ら 当 し 人 日 
ら Im~ ク o きく ヨッ 
ゥ っ 性 ア ET1 
= ら 主軸 kn へ 人 K きき 18 
呈 吉 +ー まき も 
こ 三 KK 
= て 昌 ト E さ 
ら ^ 「 中 窟 や っ きぐ 」 やど ネー 
モニ っ テロ HH ミュ 
有 ご 呈 wer 球 きま る トロ で 
嘩 ちら 。 Os て きく テ 中 
所 ど <*@4 尾 っ Re [所 衣 っ を ヽ さ 8Gg 委 
ミ 6 s を ド 叶 出 下 や 
デ らら 上 3 台 < 都民 
= 較 人 日 ミ 靴 つ 錯 
記 因 束 申 だ さき 半生 昌 
私 王 選べ さき し 中 
親和 健 ざ リ ロッ 下 じ 
時 了 KK 慰 に っ 


ポロ 

甘 筐 

雷 

藤間 

壇 

は 呆 裳 3 思 

に で 

る 介 革 宮守 討 弄 ( 

か Q 記 洋 末 "で 中 
に ます で 


四 ( そ 墨 )] SGww と SKU 圭 装 
PeSg くさや っ 中 党 @ 周 層 @ 
敵 R や RWPm せ N ト NAT 
キャ トー・RE 守 足 遇 97 中 

江 く G 始 ら ふ KY ペ ヘー や 


に そこ か そよ 


所 介 せ [Yumi Katsura Paris 
CoururelS ほ や 「TANGO OPEN 
"WHITE COLLECTION"」 っ 
つい 線 悩 Q* 

「 せ つる い 限 下 各 給 で 
局 り きら ぐ や ン で SG 量 量 
留 つ ポ つ お? 控 弄 きき ン つい さっ 
や 人 ら " 呈 性 @ 拉 上 ぐ つら 選 ? 
震 つ っ 公 せ 宮 や 表 党 いき っ や っ 
ン お 人 S り ^ 撫 球 6 で め つ 吾 塵 @ マ 
め 害 電信 つっ 代 全 中 選 S 提 
半球 消 つ め 加 所 限 や on SK で 


か 忠 


SQ つ 


た 
と E 
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大 胆 な アレ ンジ を 加え た 右 。 下 ) 白 生地 は 丹後 の 神 簡 。 上 品 な 透け 感 や 、 


上 ) 今回 つく られ る ドレ ス は 3 種 。 帯 を イメ ー ジ し た 直線 的 な 左 、 
宿る 美 に 注目 し て ほし い 


レ の 


開 グ 幅 


発 ド 
を 


ンー で ロ 癌 が つね 」 っ つ 更 年 由 近 
球 S 出 晶 や に SN 人 ト ーー 弟 
S 溝 講 ロ 斉 mm つね ら 『 


中 謀 ロ じ 胃 橋 団 G 赴 則 和 せつ 11Q 


中 塞 固 明 層 思 パ ユ 「 揚 ( つ 0 還 )] 玉 
販 0 で KO 


K 中 宮 民 ) @ 吉 較 時 光則 
時 っ 電 志 避 際 つ せつ SS し せつ 人 S 
で 選 民 如 

時 り せ 守 天 %m ( 限 ・ 直 男 証 ) GK 
吉 財 9 吉 記 人 岩本 つや 財 求 較 そ 吉 
記 き ヨ 必 較 理 剛 公則 時 で つ 所 吉 和 電 
松 つ "やっ S で 回 け 千 玉 


幸太 内 半 地 到 ポ 臣 田 坦 つ 「 中 宰 志 志 区 壇 


中 宰 玉 虐 ※ 公 貞 填 つ ′ 舞 時 棋 半 公 に 鈴 
思 昭 te 


JP 


時 0Ht@「 驚 寂 梱 軍手 | 剤 固 便 所 
EN IE:NN 


半 ※※ 凡 G 路 護 ロ ぶっ "中 憶 肝 沖 選 
幸 @ 地 幅 習 ロ 携 16SIO 


00info@ranko.or 


IE さい に だ 』| 立志 台 い つじ 揚陸 


融 只 0 


「 中 悪人 や や S で 回 人 尺 還 必 占 間 ロ 陣 居 


雷 N 愉 ヘー 「TANGO OPEN] 


編 


区 


中 宰 や で 福音 いい 


いす ど SNR や っ 
も 


羽田 未来 総合 研究 所 XNTT ア ド 


HARAJU Cross JAPAN MASTERY COLLECTION _est 


ウィ スズ 原 宿 で 出合 う 新しい ニッ ポン の 美 。 


巨大 な 館 


文 = 吉水 光 


碧 駅 前 の 新 複合 施設 「 ウ ィ ズ 
J に 、 日 本 各地 の 美 


地下 3 階 、 地 上 10 階 建て 、14 店 舗 か ら な る 
現代 の 感覚 楽し め る 、 新 し い ス ペー ス が 誕生 し た 


写真 = 林内 和美 tec Kiyoxhi Yoshinag。 phoro: Kazumi Kiuchi 


ヽ 


気軽 に 立ち 寄り た い 
ショ ッ プ & カ フェ 


地下 1 階 の 一 画 に 店 舗 が ある 。 
ショ ッ プ (上 写真 ) と カフ ェ 
( 下 写真 ) は 、 季 節 に よっ て 
商品 内 容 が 変わ り 、 何 度 で も 
訪れ る 楽し み が あ る 。 鍋 の 簿 
押 じ 的 
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cpeowQe テ ざ NN さ Ni 


京都 の 技 と 美 注目 


右 ) 西陣 織 メ イタ リア プラ ンド 「URBAN SUN] の スニ ー カ ー が 10 月 中 旬 発 売 予定 (4 万 2000 円 )。 伝 統 技 を スト リー ト に 。 左 ) 注文 


後 、 調 理 す る いな り (280 円 一 ) は 、 定 番 ・ 季 節 ・ ヴ ィ ー ガ ン の 具 を 用 意 。 う つ わ は 京都 発 の ブラ ンド 「SIONE] 


羽田 空港 で も 日 本 の 力 に 出合 えま す 


mt は さき 呈 つ へき oyrre 


政 正 


ee 


日 本 各地 の 食 を 、 食 べ て 、 知 っ て 、 買 える 、 情 報 発信 型 カ フェ 。 日 本 酒 蔵 別 知 
み 比 べ ( 右 写 真 ・1100 円 ) 等 が 楽し め る ほか 、 物 販 も 充実 の 品 揃え 。 店 内 で は 
定期 的 に 企画 展 も 開催 し て お り 、 各 地 の 最 先端 の シー ン を 知る こと が で きる 


しゃ 


プロ ジェ クト で 標 力 を 発信 中 ! 

日 本 酒 艦 選 し た 酒蔵 の 美酒 を 、 生 産 背景 の 展示 と と も に 販売 中 
オチ ャ ノ キ 静岡 ・ 掛 川 と 共同 企画 。 お 茶 の 木 を アー ト と し て ディ スプ レイ 
makuake 最新 の プロ ダク ト を 展示 販売 し 、 日 本 の も の づく り を 紹介 


和 蔵 場 


住所 : 東京 都 大 田 区 羽田 空港 3-4-2 泌 田 空港 第 2 ター ミナ ル 1F 
Tel: 03-6459-9565 営業 時 間 :11:00 一 19:00 
※ 当 面 は 営業 時 間 の 変更 が あり ます 休業 日 : 不 定休 


※ 価 格 は すべ て 税別 。 写真 の スニ ー カ ー は サン ブル で す 。 色 ・ 柄 は 実物 と 多少 異な り ま す 。 


ショ ッ プ で 購入 可 


\ ゞ 内 
wuS 革 胡 居 rr 「NS NVd 
nn」 そく いき ざさ きこ の 計 


OHTTOO AHHLSV NVdV[ 


本 党 聞 護 THNOIS」 そく ざい 


京 
茹 
の ) 
し 1 
eS 
/。 
仙 
本 
ず 


三宮 玉 散 


公 つ で っ ・ ら や つ 邊 餅 * 


いさ いて 績 は こそ くわ り 


し せ @ 叫 起 史 寺 玉 つ せ HH や で を 指 旧 に へ 控 秩 公 起 " 「 置 三 四 逢 | 
( そ 親 雷 ) \ っ や る 塗 る 方 ロ レ 「 東 便器 嘱 」@ 堺 軸 「 還 交 了 志 他 


( ボ 民 岩 牧 ) っ で や 近 条 人 S” 本 く @ 巫 問 p 隊 っ 


1 ヤセ 求人 き 本 の っ で で が や 失 。 ポ 衝 公 
り で 名 了 経 St@ つ 8 ー 叶 泌 洋 会 
由 軒 つ ね や つ で 会? 

っ いる ゃ ズ も 8% 守 県 ^ 届 際 り 司 w 
で いり っ お 畠 隊 全 Re 設 る 人 ン 紙 % さ 
に AE 

革 倒 球 赴 対 入 O ね り Q で ポ で 斗 選 
思 叶 や 泌 り 区 の 〇 お 人 る ③ つ で い 人 羽 監 会 拓 
に 3 

用 所 人 S 全 折 ベ ES 層 沢 弄 や ヤ " 舞 
崩 」 くつ 昌一 晶 時 時 的 て So 
OSS っ 8 の 6 暴 吉 りつ ね 反っ 
せ べ 設 の we も か" 

聴 玉 問 で yo マロ 8 是 つ で やき っ 
SG や ゃ 会 粒 ロ つい つり で 如 人 る 
りら ので ント っ 括 双 や 仁 つ ちら らぶ 旨 中 
破 4%SS や ゃ ? 

を で 6 販 半 や 他 い ひさ で っ が 時 の 
で へ A KS 事 wxe 括 綴り で 人 る さ で 羽 


り せ 代 っ 発つ の つ 忌 和 抽 で 


「 胃 了 隙 振 人 K 幸 」S 導 速 臣 や っ 7 吉 
つの 四 きっ 圧下 @ 個 さや 史 下 や りつ 全 も 
096 屋 り 

押 土 所 人 衣 っ や ゃ "< 引 二 G 叱 
つや さち で せく G 定 王 接 つり 症 本 GS 
か 唄 天 なさ で つき ン とら っ S や や" 

mtQ で 宮 史 下っ じゃ 臣 つや や "My 
避 全 7 据 転 せり ぐ 代 加 章 玩 で ね S 全 
つの 苦い 人 る めで 6 生 

や や や SQ つや で 村人 SQS 中 
壁 を 。 嘱 2E 忌 表 中 つき っ つ 人 S つ で 
で SS で 反 総 @ 起 や) 人生 信 つく ペーー 
ミ 人 に 全 で ポ つ 3 

人 民 接 つ ね で や もせ 人 Q つ が や で 公 
や 鶴 球 中 丈 何で” 坦 史 部 モ い " 
の 代 拭 綴 < く 皇 吉 モ % つ さ 避 “ 


閣 つ 2 っ 26S い 多め 束 @ 


( 嘱 ※※mW) つ 析 会 ざ SN ペー ジーS 宮 
り 員 所 @ 京 合っ りつ 篤 箱 お で 


害 や お 奈 全 2 で し せ 牙 人 る つ 
っ きら や ゃ "? 由 守 員 下 つ お で” 坦 
や 聞 ね る りく 守 揚 款 や 直也 つね で 


っ の で ント 抵 引 や 政 款 曲 編む ロゼ 7 


油 珈 @ 府 押 祭 敵 い いら m? 
「 栓 囲 臣 時 組 ] や ( 理 介 GS) 
つ 癒 い お 悦 時 全 T 氷 下 尋 め で が や " 
7 「 民 葵 選 悦 や 撤 容 醤 」( 呈 旬 ) 
や 〈 拭 没 @ 近 加 叶 S 季 ) や 
軸 つ お 隊 回 私 放 る で や" 

xn の 洲 十 トド り せ 環 滝 うら 
部 填 葉 じ や 全 。 か で っ ベ 定 ぐい 人 S 表 
に ト : ま ルル ょ こく T ド Y こ すこ 

り GIS「 時 折半 杉 ] や 人 8 活 
@ ( 秒 上 つ 祥 )"「 田 折 寺 明 ] じき 
( 癌 昧 @ 軒 作 お 人 や) つつ 遇 つり" 失 崇 SG 
366 計 購 多 康 周り DK トー や 親 
で で 上 もこ そこ ピリ 還 お 』 く \ く と た こと と と ご 
振 鍛 や 論じ ゃ ” 求 つ い 近 選 つ きろ 
SQ 近 吉 隙 全 上 丘 詩 つや ゃ ? 


くつ 拓 SO お つ リ Q や SS 時 補 守 
李 」 つ ぷ や や る も やや" 加 性 所 つ S 応 
いしゃ 誰 で っ 福 国 り 間 や つ お 競 亜 
7" 湯 補 本 沢 G 摘 王 つ つい の 多紀 
い 8 つ っ りさ っ つ 選手 外泊 吉 
思 や ゃ "* 

低 皿 ロ 申 eee 聞 剛 競 中 貴 %^ 正 避 
工 @ 刀 凌 や 温 編 りか GS や も 人 SG7 
っ が 5 民 措 G 並 宗 つ 他 OP の 遇 介し せ 
人 S で つや で 7 

40Q で 折 つ っ GS” 況 土 細 G 王 
ね ちり っ oe で が や で 記 國 つの 本 人 で 
Q 還 六 昌 還 を 赤 外 押 応 投 心 投球 の 介 
コン | 人 SWS 章 症 全 回 @ で い ワ 7 
EASY に SSKSYRm 
壮 補 や tQ りつ 全 や me Goo ら が 6 穫 お 
全 の つつ で が や で 

っ が SQ で SS 記 司 や の 度 編 めで 
民 り つき ン 。 邊 避暑 細か が や 人 7 
や パン も や 人 る で らい っ の 全 謀 で mm 
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過 ustrradon: Takako Shukuwa 


イラ スト = 宿 輸 貴子 


つ JQ 嗣 や つつ さい? 

つ smS「 骨 加代 記 纏 」" 
@ 〈 攻 っ さら ) 尽 民 GS ( 贅 べ bs) 
性 刻 @ 医 宜 *e 臣 紀和 昌 共 じ ゃ ? 
振 き 喉 SmNA 1 交 S 革 送 る る や 
つね 失っ ポ 代 @ 和 守っ 衝 で つ 回 記 嘱 で 
や っ ko つ 盟 ら が 6 生 " 

宣 史 in 介 了 の っ が SQ 軒 
や つの" や で 人 な 党 錠 信 半生 や Oo7 
時 立 せ 紅 で で 科 赦 つめ 品 唄 や ピン 6 
や 人 "| 

軸 信 モン SG 宗 選 る 東 や どっ お 量 
に の AWK こさ に 5F こ 人) 
つ 辻 癌 り 早 吉 公 哉 記 の So 和 や ゃ ら 

時 宋 公 装 丈 弁 人 る 政 ン や 「 攻 ヨコ 
悦 了 」 と 「 肖 皿 割 で” 豆 三 G 窒 


Tel : 075-525-2473 「 皇 室 の 名 宝 」 は 10 月 10 日 一 


住所 : 京都 府 京都 市 伏見 区 深草 数 之 内 町 68 
事前 予約 制 


Tel : 075-641-7331 


住所 : 京都 府 京都 市 左京 区 岡崎 最 勝 寺町 6-3 


Tel : 075-752-5555 


住所 : 京都 府 京都 市 東山 区 清水 1-294 


1. 清 水 寺 

Tel : 075-551-1234 

2. 伏 見 稲荷 大 社 

3. 京 都 国立 博物 館 

住所 : 京都 府 京都 市 東山 区 茶屋 町 527 
4. 細 見 美術 館 


5. 福 田 美 術 館 


KR ここ TE 
や や る や eS 
り で の 3 8 で ] 球 や セ 公 (mm 


か 記 話 互 江 を 押絵 ふつ っ 下 算 肝 い 
財 和 信長 思 つ いと eS や や ? 
洗 団 慰 昧 細 G や ン せ 弄 田 條 


S 呪 ) つらい 四半 入っ 36G 畠 総 
せつ いっ の べ 0 人 で つう っ つい GS や や? 


きつ 全 計 珂 SG で や で 提 ン 


六 つ 2 っ 2G 全 王 埋 や @ 括 縮 ” WS や 
屋 り 考 ぐ や 到 て きつ ね) っ 人 で 5 
JAM 全 つ つ 玉 や ST 

お - つ 時 り 紀 お 所 挫 岡 半 貫 時 
全 び 吉 球 避 土 洲 く … 流 土 志 く Am あや 
tG- つ つぶ つや 5 

スペ ね で S 競 填 起 の 是 守 わ つ 全 詳 で 
いっ や ゃ で 7 衝 の で 把 私 ロ 忠 掴 @ 量 
状 や ゃ で" ww つ いり G 要 が 給 SQ く 


g 
ぁ 
問 
寺 
還 売 

還 
EN 9 
選 間 コ 証 | 
剛 回 休 厩 。 直 
四 四 更 に 湯 還 - ま う 
回 較 図 左 較 
加 回 円 ヨ 。 半 作 
民意 間 ト 間 還 3 
世 当 。 葉 把 き 尼 名 重 E ら 
二 S 統 き 和夫 回 只 ら 
攻 =aC = だ や 衝 攻 革 で 
世 S8 辿 記 5 間 師 記 らち ヨ を ら 
hh 本 h 本 に h 全 まれ 
oi に 周 kdd 証 | to ES トコ 
証 価 話 才 了 こ K 許 ニ 右記 
相 に  o 相 に ビ に 欄 に G 相 に ビ @ 柏 に 


住所 : 京都 府 京都 市 東山 区 大 和 大 路 通 正面 茶屋 町 530 


Tel: 075-561-3802 


10. 豊 国 神社 


や 居 い 尽 「 較 生 】 伯 っ wwS 
人 開 り 倍角 G 昭 る 史上 本 0 ね お つら RS 
w 二 全 っ 6 っ 窟 Ye「 れ 倒 匠 」 公 地 いや 
っ や" 

区 際 @ 環 や 末 ン マコ 還 人 るい ち 出 地 
S 嗣 還 を えら る て SK ネ トー ロリ だ か 親玉 
で や が や 5 パン の 閉 ン の 。 訟 也 き ン つ ピ 


攻 
に 1 
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せ / 麗 る 染 -SQ 全 つら いい 緒 も や? 
所 


t 叶 人 せ 「 虹 | お お は SO やつ が 0 お 


っ GS 抵 加 せ さる の ぐ お G も や や 0 ビー 

で めじ 冥 か 7 柚 較 年 幸人 S@ く 理 で で ぐ ぐ で QG や も 拭 縮 参 S 揚 店 じ か 
表 足 表 幡 や 各国 迷 還 所 や ゃ ? 畠 ヨ Il 十 人 K 演 つっ で で ポ や 球 " 
る さり 司 く 汗 ね っ [下手 則 折 仙 」 人 9 を せっ m 半 SS お 当 補選 計 S 
「 斑 代 玉 示 」 「 角 導 谷 必 ヨ 製 骸 ] 沢 ミ P 所 …S 長 振 よ 中 や や? 


SS 入 寂 会 人 S で sm のり SQS 但 下 
号 で 宮 倒 音 畠 く 凌 演 品 記 \ い の 
守 弄 昧 臣 く っ だ か 折 め が や GS や も 球 や 
り Q 史 ps や で 5 


「 之 馬 革 」「 長 了 門 」 「 痕 半 遍 」 


記 G 選 玉 珈 りさ eS 人 所 四 @ 陸 上 必 や 


つ ゃ n 全 〇 せり 6 珂 湯 ゃ ポン 6 諸 
羽 地 人生 選 m 選 O ロ ク ポ つ ね 条 。 っ 3 
363340 や わり 

選 給 @ 下 王 到 ご @ 喉 っ 掴 つい っ 
YS"「 較 人 還 作 際 量 所 」 - つ 「 密 
三 」 や ゃ "onenzo 下 @ 統 くせ り 4@ 
宮 全 避 工 公共 皿 衣 尺 無 芝 つ S 公 の 軽 肖 
や か 6 生 " 

械 総量 揚 全 KN HKS HKSSG 表 
つい ^ 武 三 仁 手刀 路 ご 昌 ら いら 7 
還 問 や 起 呈 や トド ネー キハ へ ロマ 拘 つ 
いっ ポ セ ? 

持家 密 つ つい や や 人 る つや っ SS 
虹 析 六 四 る 9 選 @「 到 補 三 」 つ 総和 マ 
ne 三 中 2S 陽 じゃ ? 

畠 入 ^ 固 得 oxnm や っ らら SG や セ 


WHKS TK」S 寺 ンー 


還 ヨ 6S 恨 っ 公 笑 で 人 お 軸 ” 融 札 19 
ーー へ Am 私 ポー AG 回 や 公 泌 や 員 で 
や ンー つい り 千 つが つね 5 

WS ポン せき 0 セン G 振 唱 わ せな で 
さこ だり よ へ だ こい で っ 


5 お 旬 り 舞 避 つ ね つう りや わり ポ 衝 


紅 補 三 wG 皇 昌 王 紀 ン ロ さ [に 生 
分 

革 補 」 ※ 東 ンコ せ 「 ゴ 肪 拒 革 

つく 0G 拉 里 占 押 人 彰 ひ eS っ つ 


か 宮前 民 や や" うり で S 編 守 衣 玖 7 


区 結 winwwinS neo の SGP せ で ポ 


四 所 公 撤 賠 つ ね お つつ 
や ンー 天 で っ 6 


] 挑 つ ね っ つ 幅 いる 


Kー 心 へ 全 宣 下 や Kevin 


挫 半 "時 加 ロ St で mnDw で SS 組 倒 還 
りく P か ピ 
36- つ 


。 つ 各 押 人 る @ 凸 そ 会 回 か 


お 
wS 状 写 会 ふつ や で 更 記 つか ね 6 


り ^ 畠 つ っ 購 虹 所 生れ で や お つら で 
尺 勧 つじ" 


お つっ 387 球 紀 人 


KK 職 ]」 つっ 璧 
KK てい へ や 澤 移 洋 *O D お 洗 膨 曳 公 
「ihyK」 つ 2n い その 人 久 強 克 で 
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ポー ト へ の や が つ お ね? の 慌 暖 し 環 ポ 


で らし" トト ー モ セー3 宮 赤 困 居 や ^ 
培 切 S 攻 四 公 漏 で as" 
Qt@ 2 和志 貼 @ 拓 志 雪 ヨッ ろ 愉 拍 坦 


志 慌 や 旭 無 加 匠 案 囲 坦 や 知 で や っ 
忌 衝 人 / 吉 刻 ③ 記 ご ピ 「 邊 旗 時折] 
つろ いる 余 守 足 幸 四 医 らら ym? 

や mee の 但 環 茹 邊 っ 筑 で つ る 史 ン 守 
で や が つね 反 。 wS 中 。 詞 上 鶴 つぐ 
ne 仙 環 つ きゃ ^ 障 つ ③ を ンー で お さ 
心 避 還 2? 

叶 @ 反 輸 ^ 雷 つ ン や exe 介 四 
怪 さ 応 @ 人 る @ 総 療 "の 
つ ン ぷ 選 つ つじ 臣 人 S^ 畿 ご 弄る 柱 
垣 き 議 恨 ね で っ 地代 で 中 梁 困 織 


つっ 完 


ベリ に 
四半 0 ね の @ や ゃ 人 東 珠 宝 電 
ニニ ド コト ュ ペ TOY く れつ: エリ ドミ 
| 嘘 @ 親 選 つ さぐっ が や " 

ふつ 程 @ 惨 転 や 中 2 っ に 忌 全 や 
お で ^ 足下 や 時 % や 人 由記 や 桂 % 
っ @ 揚 人 S9 8 つく で ちや 下 吉 モ 人 人 る で 
つる S や や 全 っ 0S 守 人 ぐ 人 7 
NE の に を で TKEYTSSSP く SE] 
っ つね 7 vwS 据 や 全 折 栄 S” 遂 か 
展 @ 直 区 お で い 震 全 つ が や 
xtQ で 。 nn 塞ぐ PD つの 。 の う 
で ポポ も や 環 つ ^ 碧 ぶ つの” 軽々 ぶつ 思っ 
過 包 下 の つる で 一 人 S つ ポ や で 


Km 


二 ud 

る @ 

国 国 

] に 4 

皿 皿 

還 き 

3 ミ き 

長 ヒ 世 

弓 に 3 ミ Q 

ド に 6 マ S 

四 時 電 

肖 。 ネス 。 % き 

蘭 写 時 に | 

に 3 1 EE に 

図 較 ド 較 

半生 - 細 軒 下 : 抽 較 - 

0 8 
ES ES ai 
絆 5 貸 紅 0 人 胡 馬 6 革 縮 いら 
枢 に に 舞 作 に 抱 惨 に 眉 民 に 
人 
埋 に 。 : 香 | さ 軸 選 や 要 


住所 : 京都 府 京都 市 東山 区 林 下 町 400 


16. 知 恩 院 


YS で で S 介 下り 球 虹 つり SeS ゼ 7 
慌 信 G 代 季 の で 入っ や で ロ つ 昌 モ やり 
か お ね りつ や やり でき べ 塊 吉 きぐ 
っ 届 枯 理 叶 や つや や” 吾 還 中 深め 
語ら 0 りつ つや や 沈 そつ 選 や か ね 
下 き つつ 宮 全 禄 軍 め onP っ GS 
や や? 

で 守 沈 下 史 証 パ や や 人 で つい 人 か 
96 つう MnT 

る つつ OS せ 「 瞳 媒 百 WMo」 つら で 
皿 四 員 で や ゃ ? 瞳 訪 さ 求 狼 つ お 震 県 
部 土 思 @ ゃ と 県 て や や" 坦 刊 信男 で 如 
で コモ ね 振 澄 SoSS 避 上 や せつ 
で 喘 で や シシ で る 謀 宝 栄 記 図 寺 
や ト ふ へ AA つが 生 " 慰 IRG 但 好 めで 公 


き 。 sg 
ド 半 還 了 : 
中 手 三 
ロ 較 S 昌 
田 3 さ 革 
4 ゴ 綴 。 コ ヒ 
き き は 名 
長押 拭 四 。 加 
5 計 計 。W g5E 
ま 提 上 提 -: 業 す お 
の 所 馬 め る 輸 ふ ヨ 引 若 脱 は 
時 人 5 日 人 5 理 列 5 生還 
に 
に ただ 糧 だ 思想 SS 


21. 賀 茂 別 雷 神社 (上 賀茂 神社 ) 
住所 : 京都 府 京都 市 北 区 上 賀茂 本 山 339 


で へ や 人 ネ " 


端 肖 @ 閉 べ ゃ ^ 


麗人 る 


団 く KS リン Se 


つい | 唐 せ 所 団 天 
っ @F 塞 得 計上 昧 こじ 


笛 や 和合 く ーー ト 
本 地 り 人 S で 全 只 時 
や 侍 ン ” 癌 党 つ っ 杏 


肖 り っ 負 只 めで 


密 査 め モ e 「 に 
宣 析 仙 」P ゃ "NN 


守 天 潤 @ 択 圭 許 
ミ さや つの じき つや 7 


由 つ め 宮 突 つ Q) 


園 %^ 年 や と 会 光 


韻 陸 や 光 で 避け の 全 や か mm" 
っ 6/ 授 組 も 政 肖 つっ 28 旬 超 vo 


に に 65: で の 


拓 め で っ 区 則 


嗣 人 SG 公 く ベー や や " 議 和 と る 人 虹 7 
8 ンー< 党 で we 半 恵 衣 en 


展 崇 <? 
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に] 
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まま 3 

ka 
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5 芯 5 較 g 
9 ss 
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間 た に に な に 
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[ 綾 鷹 ] ※ 京都 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 


本 物 が 紡ぐ 
日 々 の 豊か さ 


いつ の 時 代 あ sa2 と 語 折ら 柄 神 で 、 遇 湊 を つない で きた 才 舗 。 そ の 

担い 手 で ある 「 上 株 春 松本 店 ] の 上 体 劇 敏 さ ん と 「 公 長 斎 小菅 」 の 

小 深 達 之 る 4c 人 に 日 人 の 他 事 や 幅 か さ に つい て 語っ て いた だ きま し た 。 
文 = 証 都 真由 美 写真 = た や まり こ 


tex Mayumi Furuichi phoo: Mariko Taya 
1 


ん 
まれ 。 450 年 続く 上 林 春 
ど し で 温 導 知 新 の 心 を 大 
(や 商品 を 提案 。 貫 」 
、 さま ざま な 分 野 と 


人 生化 に も 尽 カ し て いる 
///// 


1 暫く (| 正人 還 
還 し 


3 っ 、 
WO 語 S の や 活 で や | 
届 下 SQSIemS 所 四 公理 


お りつ や 還 訟 w 
ココ 
eo 


半 2 時 


し 5 


6 ポ 尽 め 人 S 画 

二村 に cd 
っ りつ や 公記 
も や ゃ で " 忌 Q 主 | SR 46 
聞 還 じゃ 控 へ や っ 計 軸 議 G SS 議 百 5 寺 


SR 公 ^ り S 補 可 是 | 也 IPRSs 
心 つら 避 記 か 公 | つね 9 Av 


上 林 秀 敏 さ ん は 自然 光 が 差 し 込む 拝見 場 で 、 


が ら 
で も 
き おぉ 関 
る 心 
と き を 


も で 
確 完 
か 結 
に し 
あ 下 
5) か し 
ま ま 
キ う 
1 結 

回 
し を 
か か 
し た 


数 種類 の 茶葉 の 特徴 を と ら え 組 み 合 わせ て お 茶 の 味 を 決め る 「 合 組 ] を 行う 


責 Y 和 m 証 弄 ③ ヶ 」 
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Ne て 
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古 rtd 
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ご 國 
注 き 
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いい 
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SD 半 い や 
き ー 層 


中 AG 
SS 
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NT 
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け 
る 
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Se 
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よ 
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師 
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し 
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S 


貴 テ 
さて 
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* 改 きせ 


テー いら 6 
sw 本 李 記し WWrm ら 時 


すこ YofsetT7n 4 
豆 


rt 


\ 張 誤 


NN 


急 拓 で いれ た お 茶 を 飲む こと が 上 林 さ ん の 毎朝 
の ルー ティ ン 。 最 後 の 一 滴 まで 注ぎ きる 


に 


Eb 
な くい 公 に お さこ AG 


Ame ら と mw て 部 


いき ke 


こと の 多かっ た 


つい て 共感 する 


寺 
団 
に 3 
に 
皇 
列 
に 
で 
信 
ミエ 


小菅 達 之 さん が ディ レク ショ ン し た モダ ン な 竹 工芸 品 。 色 系 茶 先 3630 円 、 ワ イン クー ラー 1 万 1000 円 、 ヘ ラ 1320 円 


「mxe 旨 忠 つい " 呈 昌 秋 G 弟 羽生 


ト 
S 
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に 上 宮 「 

っ 村 や いっ が や 選 己 日 隊 各 主 つら 
記 和 を 條 主 マ で A。 nhN 生 ミー AX や 
邊 や 唱 時 SG や や 全 / 選 款 じゃ 計 
量 め ぐ ^ つっ 思 さ り さ で っ か 


下 つ っ の 他 で で が や で や つね 5 お 人 S 全 


ら * り 

半角 モ や やつ リン で ポ つ ね 5 で で 

EN ンー で や ぐ や も で 

1 S 直 や 玖 で っ せ こ いり ” を 

交 め S 寺 鯉 公家 弄 や @ や つつ させ 避 
や S 世 王 G 宮 鶴 合っ っ 全 叶 う っ 
に りつ の で 全 で さっ や や 
補 へ や で で と つか る / 衣 害 つつ 
あ SQ で べ 表 や ね ぐつ 胃 っ や 
挫 居合 「 計 1 天球 G 介 中 や 
や せら お つ m 玲 疾 や つね"「 般 骨 」 


RS 」 


GS 足 震 葵 りら っ ぐ で 人 S 購 析 G 介 号 知 革 
人 人 の っ お 補い 選 侍 が つね お で? 
vn ン 弄 凶 つい マ ペー 公会 の 畠 
つら ろり つき つき 2S や Sn つ ら 豆 上 
会 氏 で いせ RS や つや いい ? 

る 舞 諾 きっ yan さい の 人 宜 ぐも ゃ "? 
けり SG 立 や か 宗 求 雪 品 め 記 お SG や ゃ <" 
選 会 褒 避 定 昌 揺り 軸 好 部 WoO DS 
須 弓 合 Pte SS 全 つの 抽選 や 
で ? 氷 府 昌 G パ で い ロロ 下 天 ちせ 人 ン 7 
区 つ 呆 紛 り 記 ゃ 諸 っ 会 源 宮 柏 蛋 天 さ や 
SG 補 細 西 全 Se 定 日 擬 G 交 Ron 
を で 民 en 会 時 可 つ 計 や" 

トコ 


が 生 当 事 党 の つり 杏 つ で や の ぐい Ss07 


が こ さり に で さぶ 


く <ー と ミ や に SG の ] 丈人 る の つて が 
や で SS 性 全 全 全 つの 信二 塞 補 つの 公 7 
1 東 ヤ マト K 還 eeeo 中 民 打 
で 3 KOD 柚 地 が や ? 

そる 舞 振 つ っ 窟 理 G 更 肖 や か SS ツ つ 
mw で 史 加 虫 お 中 や 絡 思 つり ら ン て" ろ 
MG 財 語 窒 % 玉 とら ポ 生 人 ST 


EEESFEHETISESCC を 4:YSP 1 


っ 殿 ぐ る つっ 0 や 押 SeP win 電 eo 
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「 綾 鷹 江 い 緑茶 」 
※ 
「 亀 屋良 永 の 御池 煎餅 」 


1832 (天保 3) 年 創業 の 亀屋 良 永 の 
件 池 意 餅 (22 枚 入 1458 円 ) は 京都 
の 永遠 の スタ ンダ ー ド 。 棟方 志功 の 
木版 ラベ ル の 缶 に も ファ ン が 多い 
う し て いつ も あり ま 
5 ん 。 閉 焼き 煎餅 の 
引か 


葉 久 シン なさ へ ぎ (r[ 駐 勤 」 


住所 : 京都 市 中 京 区 寺町 通 御池 下 ル 下 本 能 寺 前 町 504 
Tel: 075-231-7850 

営業 時 間 : 8:00 一 18:00 

定休 日 : 日 曜 、 第 1・3 水 志 


www.kameyayoshinagaJjp 


きき ltS ふ 草山 革 革 「 の 放さ き 党 秒 庫 中 1 


「 綾 鷹 茶葉 の あま み ] 
X 

「 御 幸 町 関東 屋 の 

白 味 噌 お か き ] 


中 村 さ ん の 料 列 
哨 の 雑 者 」 は 


* せ な い 「 白 味 
幸 町 関東 屋 ] の 


甘み が ある 「 綾 雇 茶葉 の あま み 」 と 


各 540 円 


住所 : 京都 市 中 京 区 御幸 町 通 夷 川 上 ル 松 本 町 582 

Tel: 075-231-1728 

営業 時 間 : 10:00 一 17:00 

定休 日 : 土 ・ 日 曜 、 祝 日 (12 月 は 変更 あり ) 

www.kantoya.coJjp 
ー 子 相伝 な か むら 
中 村 元 計 さ ん 


「 綾 魔 ほう じ 茶 ] 大 学業 後 、 京 都 光山 の 


天龍 寺 で 2 年 間 雲 水 と し 


ペ て 修行 を 積ん で いる 。 料 

「 八 方 焼 本 舗 理 へ の 理解 を 深め よう と 

っ 2013 年 か ら は 京都 大 学 

小松 屋 の や きい も ] 人吉 程 人 化学 も 
ん だ 異色 の 経歴 


シナ モン の 風味 が 
は 、15 時 頃 に は 売り 切れ 
人 気 ぶ り 。 サ ツマ イモ は 使わ れず 、 
卵 の 黄身 が 多め の 黄身 あん ( 
り 焼 いて 外 は カリ ッ と し た 
中 村 
きり 香ばし い 
ょ が ら ほ お 張り た い 。1 個 200 円 


住所 : 京都 市 中 京 区 富 小路 御池 下 ル 
Tel: 075-221-5511 


京 区 寺町 通 御池 下 ル 下 本 能 寺前 町 514 営業 時 間 : 12:00 一 14:00 
: 17:00 一 19:30 ( 入 店 ) 
営業 時 間 : 9:00 一 17:00 定休 日 : 不定 休 
定休 日 : 月 曜 、 第 3 火曜 www.kyoryori-nakamura.com 
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ポ ざ お 普 叶 冠 り 宮 潤 つね 「 | 中 加 軸 
信人 る ね 8 刺 め コ ・ 丈 製 4 
壮 党 で ン と つ (所 協 ) 四 吉 か り 和 eS 
胃 じ 尿 ぐ SQ 失 志 WSo 定 上 mm や Qt 
王 下 旧 起 め GS 幕 団 革 守 世 人 生コン 
り ン 押 蛇 り 彰 いい っ お 据 輸 @ 忘 団 く き 
留 粗 公選 い 2xo? 己 時 型 堀 AN 
AHIO 再 各 肌 二 つね りつ SOP” リ 
で CatvS つの S” tw で SS 呈 マ り 認 
全 引 SS ね G せ hn ロト か で さく 稔 球 否 
書き りつ も" つつ 瑞 いて 皿 全 る の 
Pt いひ USQ SNwin?「 押 要 察 下 せ 
性 全 回 Q き 人 で や inO で を 人 宇 @ 癌 
購 や つね で 守 三 品 胃 私 つね で つ ポ つ 
丸 SS 貞 再 移り 選 Q 全 人 人 お GS や 
や 会 串 三 G⑬ ぐ お る じろう っ 陸 写 人 ね つ 昭 
とら つね 9 モモ や つつ 年 ド v で 守 下 
訪 @ 信孝 り 疫 守 で ね @G 条 く ふ ロー ム ハ 呈 
へ 征 全 「 避 器 」「 暫 曽 じ 時 写 き @ 公 
ころ や や 層 | つ 革 所 人 % ぐ で? (トー 生 
SS 控 全 可 仁和 ハ ー ハ 呈 時 人 る 豆 の 仙 
で お っ つ m8 症 半 王 @ 財 生 当 人 全 
つり en 各 ら の G 史 人 づ で つう ロロ 
mt つか sotvinf [前 胃 」 リポ 聞 釣 
信司 全 舞 2′ 昔 近 員 りつ 光 箇 
選 P 介 挫 つ @ 己 直ぐ eS っ | 
交 " ので が や ら 和 会 基 利 INS AH ト S 
つ お 甘 評 で SG「 畠 宮 由 悪 ※ 生 親 」 
多 咽 款 ど 睦 つね つり の 4 で や の ( 和 
箱 S 普 計 和 所 衣 紀 や っ ? 


「 綾 鷹 


X 
「 一 子 相伝 な か むら の 煮 穴子 錦糸 弁当 ] 


素材 の 味 を 生か す 調 理 法 で 軟らか 者 た 穴子 が 主役 の お 


弁当 。 百貨 店 で は す で ( 


に お 馴染 み の 味 を パー ジョ ン ア ッ 
プ 。 季節 の 到来 を 実感 する キノ コ で 彩 ら れ 、 よ ふわ っ と 焼 


いた 錦糸 玉子 の ほか に 梅酢 ( 


漬け た ショ ウ ガ 、 海 苔 も 添 


えら れ て いる 。 豊か な 旨み の 「 綾 廊 」 と 一 緒 に 楽し みた 
い 。 3300 円 。 受け 取り は 店 舗 の み で 2 日 前 まで に 要 予 約 。 


刑 せ 層 吉 ミュ マメ XS 玉 S③ ぶ 洋 
ーッ ト 
交 日 


。 革 中 池 菜 (玉生 の ③ ご へ サー 
人 


層 書 ら 丁 さ S 


初 を 統 舗 爪 は 道 
E 代 磨 肥 9 の 六 表 


半 き こま 品 み て 溢 品 慰 壮 せ 史 醸 激 
さき 直ら かさ 
SN Ia 


OLOA UE OLNHHO 


の 
け 5 の しい よ り 
寺 の 
ひ 
に 
9 
で 
あ 
る 
SHOP DATA 
ョ ーーーー デ ーー 所: 京都 市 伏見 区 京町 3-187 [ お 持ち 帰り DATA ] 
当 吊 帆 司 | 01-0061 
本 em :30 一 14:00( 入 店 ) 、 受取 可能 時 間 11:00 一 14:00、17:00 一 18:00 
css 9:30 予約 方 法 ” Tel : 075-601-006. 約 の 際 「 デ ィ ス カバ ー・ ジ ャ バン に 掲載 され て 
目 L (店 ・ 日 曜 は 18:00 入 店 ) いた 5000 円 の 折 詰 ] と 伝え て くだ さい 
人 補 定休 日 : 火曜 予約 期日 / 3 日 前 まで 


www.uosaburo.com 


その 他 ./ 折 詰 3000 円 、 折 詰 8000 円 、 折 詰 1 万 円 
地方 発送 不可 京都 市 内 配達 不可 
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松茸 ご 飯 三つ葉 鯛 笹 巻 寿司 


選 活 語 き 責 ※ 
= メー バー で 


生 ふ りか け 


柚子 


大 黒 し めじ 


島松 風 菊花 藻 銀杏 鱗 雲 丹 焼き 串刺し 子 持 鮎 鞍 馬 煮 


合鴨 ロー ス 糧 製 
弥 菜 と し めじ の 海老 旨 者 he 人 
切り 胡麻 和 を 
し _ 銘 夫 焼き 


ES EPS 呂 生 親 ( 撤 ) 
委 巡 の つ G 軸 問 全 思 x 忍 計 介 仁 御 コー に KO 恒例 
中 の きり 起 款 つ ^ 刀 り 寂 
等 懇 | 貴 を 窟 で 
3 モー PE むこ で < る っ 
4 で 答 志和 所 め 主 や りや シ S 
ふ ハ ペー 姓 R@ ゃ " 誠 
全 や 同 さ き 玉 で 選 宮 
応 全 BU 名 さ の 3 
で で させ 壮 ミ 中 鉛 
袋 で 全 東 いま や ーーw で S 世 地 全 選 で で ロー 
刀 入 量 征 富 Qe ho 
So 半 り つね で りや 超々 
3 SG 6 2 
民 マ や 1 装 シ トト ャ へ ハ 地 で で SG に 所 祥 し 
IRSNS さ や " 選 で ね 大 編 つい で つろ つけ nAO” SN 
さ の る SS 人生 彼 や w CS ょ ら ン ヨ ャ SS 


ご 飯 伝 形 


ゆかり 


070 


サー モン 倍 巻 


鴨 ロ ー ス 煙 製 
査 あ ん ぺい の 松葉 刺し 
秋 疾 子 揚 煮 革 茶 あか 銀 ん べ い の 松葉 刺 
カラ スガ レイ 
三 度 豆 南瓜 、 巻 湯葉 味噌 交 け 出し 巻 玉子 


錬 甘 露 者 小 芋 含 め 煮 玉 締 め 栗 廿 露 煮 ほう れん 草 と 


3 碧 舞 茸 の 
(すこ 胡麻 和え 
子持ち 鮎 甘露 者 
粟 封 田 楽 
ーーーーー 鶏 松風 、 焼 消 鍵 


SHOP DATA 


住所 : 京都 市 中 京 区 西木 屋 町 [ お 持ち 帰り DATA ] 

四条 上 紙屋 町 355 

Tel : 050-3503-6990( 予 約 専用 ) 受取 可能 時 間 11:00 一 17:00 

営業 時 間 : 1200 一 13:30( 入 店 ) 、 予約 方 法 / Mail : tankuma1@gojoryoin.grjp 

17:30 一 19:30( 入 店 ) Tel : 075-221-6990 Fax:075-221-6991 

定休 日 : 不定 休 ※※Mail また は Fax で 予約 の 場合 は 確認 の 返信 また は 電話 が 入る 
www.tankumakita.jp/ 予約 期日 2 日 前 まで その 他 / 高 瀬川 弁当 3750 円 、 味 暦 弁 当 5000 円 
kyotohonten 地方 発送 “不可 京都 市 内 配達 ./ 可 (配達 エリ ア 等 は 応 相談 "配達 料 1 組 550 円 ) 


071 


SHOP DATA 


内 容 / 許 亭 玉子 、 鯛 求 肥 巻 、 帆 立松 風 、 粟 室 春 、 銀 杏 、 湯 葉 、 小 芋 餅 粉 揚げ 、 串 刺し 館 胡瓜 


揚げ 粟 転 田舎 者 、 絹 さや 


著 茶 


大 葉 の けん . 


利休 区 と 菊 菜 の 胡麻 和え 
松茸 ご 飯 、 菊 花 


5 市 左京 区 南 祥 寺 草川 町 
35 Tel : 075-771-4116 
営業 時 間 : 本 館 11:30 一 、 17:30 一 
別館 8:00 一 10:00(LO 

12:00 14:30(LO 

定休 日 : 本 館 は 水曜 休 . 
別館 は 木曜 休 

http:/hyoteicojp 


日 


スト ピー フ 、 ト マト 鬼灯 、 山 葵 、 生 義 


司 鯛 車 海老 、 寿 司 生 療 、 じ ゃ こえ の き 、 西 瓜 奈良 漬 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


受取 可能 時 間 11:00 一 17:00 
予約 方 法 / Tel : 075-771-4116 
予約 期日 前 日 17:00 
その 他 / 折 詰 7000 円 、 
地方 発送 不可 
京都 市 内 配達 不可 
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ここ 1 


チー は て き 涼 り 


内 容 ご すっ ぽん 煮 凍り 、 天 子 南 論 漬 、 鯛 南 論 漬 、 花 れん こん 、 著 荷 イク ラ な ます 、 
ふく さ 玉 子 、 車 海老 誤 示 、 銅 求 肥 巻 、 笹 巻 殖 、 甘 くり 、 粟 対 田 楽 、 か ま ぼ こ 、 サ ー 
モン 味噌 机 庵 、 鯛 塩焼 、 合 嶋 ロー ス 、 万 旋 寺 、 菊 か ぶら 、 素 録 、 里 茸 、 南 瓜 、 棒 ゆ 


咽 革 


三 と 訓 


ば 、 花 装 、 三 度 豆 、 人 参 美 魚 
濃 人 
吉 交 
唯 本 | 
の 
店 才 
『 し - た 0 
| 人 
1 ち R 
米 
楼 


SHOP DATA 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


Tel : 075-771-4185 受取 可能 時 間 12:00 一 19:00 予約 方 法 Tel : 075-771-4185 

営業 時 間 : Fax : 075-761-1890 Mail:takeshigerou@minokichi.cojp 

11:30 一 13:30 (LO.) 、 Mail また は Fax で 予約 の 場合 は 確認 の 連絡 が 入る 予約 期日 3 日 前 まで 
17:00 一 19:30 (LO.) その 他 栄 7000 円 、 毒 1 万 円 ほか 、「 竹 茂 楼 の お と り よ せ ] で 案内 

定休 日 : な し www.takeshigero-otoriyose.Com 

wwwr.takeshigero.com | 地方 発送 可 ( 別 途 送 料 ) 京都 市 内 配達 (別途 配達 料 ) 
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SHOP DATA 


内 容 館 南 論 漬 、 千 両 攻 子 揚げ 煮 、 絹 さや 漬 煮 、 小 薫風 呂 吹き 


木の芽 南瓜 含め 煮 、 紅 葉 人 参 含め 者 


薩摩 芋 含め 痢 、 海 老 芋 田 舎 煮 、 銀 杏 松葉 刺し 、 秋 葵 漬 電 、 車 海老 誤 者 、 栗 密 夫 、 酢 取 革 荷 、 銀 鱗 西 京 


焼 、 出 し 巻 玉子 、 赤 攻 子 漬 者 、 酢 取 蓮 根 、 子 持 上 
胡麻 占 地 


住所 : 京都 市 下京 区 西 石垣 通 
四条 下 ル 

Tel : 075-351-1846 

営業 時 間 : 12:00 一 14:30 ( 入 店 ) 、 
17:00 一 20:00 ( 入 店 ) 

定休 日 : 月 曜 

http:/chimotoJjp 


> 呈 。 
旬 出 汗 漬 、 騰 角 藻 、 奈 良 漬 小梅 漬 、 押 し 御飯 京 歌 
プ J ヽ 


ER ば て 梁 吾 決 注 


4 


(で び * い て 貞 


ぷ 発 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


受取 可能 時 間 12:00 一 応 相談 
予約 方 法 / Tel : 075-351-1846 Fax : 075-351-1847 Mail : info@chimotojp 
※Mail また は Fax で 予約 の 際 は 確認 の 連絡 が 入る 

予約 期日 2 日 前 まで 

その 他 / な し 

地方 発送 不可 京都 市 内 配達 可 (別途 配達 料 、 配 達 エ リア 応 】 
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SHOP DATA 


内 容 角 、 出 し 巻き 玉子 、 


さて 


NN で 中 回 


Wa 


和 : 


\ 語 


で 扇 洋 。 


『 


の oe て 


宮 
馬 


華 普 
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住所 : 京都 市 伏見 区 

深草 直後 屋敷 町 8 

Tel : 075-641-6238 

営業 時 間 : 12:00 一 13:30 (店 
18:00 19:00 (店) 

定休 日 : 月 曜 (祝日 は 営業 

翌日 休み ) 


www.seiwasoU.COm 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


受取 可能 時 間 11:00 一 19:00 予約 方 法 Tel : 075-641-6238 
Fax : 075-641-6230 Mail:info@seiwasou.com 

※※Mail また は Fax で 予約 の 場合 は 確認 の 返信 また は 電話 が 入る 
予約 期日 前 日 午前 中 まで 

その 他 / 天 吉 護 と だ し 巻き 弁当 3000 円 、 ワ イン 御膳 3000 円 
地方 発送 可 (別途 送料 ) 京都 市 内 配達 <" 可 (配達 料 応 相談 ) 


党 Sr 半 


SHOP DATA 


内 容 / 上 段 : 出し 巻 玉子 、 菊 葉 と 菊 葉 の : 
し めじ 朱 、 さ や 地 漬け 、 提 げ 銀杏 
栗 甘 赴 素 、 
サー モン 手 答 寿 


車 海老 次 者 、 ァ 
玉子 旨 境 、 酢 取 
松 芽 ご 央 、 奈 良 漬け 、 鯖 寿司 
生姜 


参 旨 吉 


住所 : 京都 市 東山 区 
祇園 町 南側 570-122 
Tel : 075-561-2420 
営業 時 | 
12:00 一 13:30 (LO) 、 
17:00 一 21:00 (店 
定休 日 : 不定 休 
http:/gion-kawakamicojp 


す 、 秋 只 門 揚げ 


位 繕 庵 焼き 、 燕 味噌 田楽 
大 松 葉 、 竣 
漬け 、 紅 葉 回 旨 素 下段 
丸 十 レモン 素 、 枝 豆 、 新 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


受取 可能 時 間 11:00 一 16:00 

お 持ち 帰り の 予約 方 法 Tel : 075-561-2420 ※ 予 約 の 際 は 
バン に 掲載 され て いた 3800 円 の 秋 の 味覚 弁当 ] と 伝え て く 
お 持ち 帰り 予約 期日 2 日 前 まで 

お 持ち 帰り メニ ュー の パリ エー ショ ンプ 銀 弁 当 3800 円 (税込 ) 
地方 発送 不可 京都 市 内 配達 不可 


暖 


「 デ ィ ス カバ ー・ 


さい 


ジャ 
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完 還 G 吉 飼 り ポー ネー ヘマ と 較 G 宗 起 


ES 


る っ ロロ 宏 玉 つっ で っ っ 名 迷 里 
和 朱 で ね 翌 つ 怪 じ る 挟 G 胡 全品 
で? 選 守 3 崇 記 坪 環 つ 生 記 迄 時 
ロ 忠 握 東 天王 つ ^ 折 り 下っ 
で 全 地下 る 給 で 2keP wwS 1 
守り" 式 了 諸 人 る ぐさ つい 肌 豆 貴史 醤 
we 紅 糞 揚 間 で 所 和 や G 癌 
さま EAI いよ strax ド コリ 
思 で っ" 暴 人 る 避 研 球 NS 
揚 己 号 W0 い つ ” 藩 G 剖 特 翌 
に に \ く だり 放 いて くめ で 
ーS 豆 り 避 信明 屋 k 相 國 史 泥 全 
電 で や お つい 守 下 皿 で 昌史 湯 
6Q も や 下 や 直下 や つい っ いい 人 
K 愉 り 屋 Se wwS つ WS 介 思 G 
や 中 を 記 計 員 思 を るり 宝 か 
べく SQ 表 揚 せ 斑 選 列 で 本 や つっ 区 つ ? 
り 胃 介 人 避 ロロ つり 党 つっ 調 届 
圭 問 つい きつ っ せら 抽 全て 87 
忌 媒 SS 束 や 揚 つ リン で で [ポー 
ネー ペ で と 届 @ 率 直っ 本 0 ロク 
ち で 人 8] つ 突 敵 人 ST つの 人 尽 8 

正 


| 表せ 直さ ね っ 所 G 准 " 可 


2) 


可 (別途 配送 料 、 配 達 エ リア 応 相 談 ) 


良 漬け 、 し めじ 
可 (別途 送料 ) 


奈 
前 日 まで 

地方 発送 

京都 市 内 配達 


魚の 餅 粉 揚げ 、 生 湯葉 た いた ん 、 
その 他 折 計 弁当 7000 円 、 折 詰 弁当 1 万 円 


予約 方 法 / Tel : 075-531-0300 


受取 可能 時 間 。 12:00 一 19:00 
予約 期日 


[ お 持ち 帰り DATA ] 


リ 基 荷 、 艇 らし 木の葉 、 


細 巻 玉子 、 黒 豆 枝豆 、 ぐ じ 酒 焼き 、 


昼 
千 
守 
加 
半 


: 京都 市 東山 区 


回 
財 
由 
拓 
男 
時 
財 
で 
寺 
骨 
抱 
3 
劉 
3 
に 
喜 
室 
壮 
持 
拓 


古 門前 通 大 和 大 路 東入 元町 361 
Tel : 075-531-0300 


営業 時 間 : 
11:30 一 13:30 ( 入 店 ) 、 


17:00 一 21:00 ( 入 店 ) 
定休 日 : 不定 休 


庫 。 wwwmatsumurojp 


こ )、 


画 | 住所 


内 容 秋 味噌 時 庵 、 鯖 小袖 寿司 
栗 疲 旨 煮 、 攻 子 揚げ 煮 、 
葉 浸し ( 舞 茸 、 き の 


が / 所 放 服 る っ 編 選 時 G 忘 構 く S 昌 や 
| 『 明記 大 計 る つ ” 志 迷 めで お 足 
Mi 」 志 @ 所 甘 翌 翌 つ ねっ" 


ビ 
起 揚 林 親 JO 


SHOP DATA 


KAMEYA YONRHINAGA 
X 
SOU・SOt 


京 千 菓 子 暦 「 竜 田川 」 


1803 ( 亭 和 3) 、 流 1 箱 800 円 ( 税 抜 ) 
明 間 過 産 の 黒 構 で - 6 羽 ヨ = 和 三 盆 と 餅 米 製 の “ゆか 
ば たま [ 0 め 合 わせ た F 
- 和 【 10 一 11 月 に を 
ビタ ト 店 内 の 「 年 間 デ ィ ス プレ イ | コー 
流れ が で ドム ナー で は 「 京 千 某 子 暦 の 一 年 
2 用 8 3 1 分 の デザ イン を 展示 。 パ ッ ケー ジ 
ん が 伝統 に と ら わ れ な い 和 菓子 を 模索 し て 1 バ は メッ セー ジ カ ー ド と し て も 使え 
きた か ら 。 転機 は 、 い ま か ら 約 10 年 前 に 、 - る よう に な っ て いる 


京都 の テキ スタ イル ブラ ンド SOU・SOU 
と は じ め た お 菓子 づく り 。 当 時 SOU・SO 
U の 茶席 用 に 月 替わり で つ ( く っ て いた 上 生 


亀屋 良 長 が 大 


JAPAN 
メ 


DENSIGN 


SE TRADITIONAL SWEE 


S 


ココ で 買え ます ! 亀屋 良 長 
住所 : 京都 市 下京 区 四条 通 
lm 油小路 西入 柏屋 町 17-19 
Tel : 075-221-2005 文 = 古都 真由 美 写真 = まり こ 
営業 時 間 : 9:00 一 18:00 texc Mayumi Furuichi phoro: Mariko Taya 


定休 日 : 1 月 1 一 2 日 
https:/kameya-yoshinaga.com 
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- 


monet 1400 円 ( 税 抜 ) 紙 箱 入 


スッ と 溶け る よう な 口溶け と 阿波 
純 和 三盆 の 上 品 な 風味 が 喜ば れ 、 
発売 か ら 10 数 年 経っ た いま で は 
すっ か り ス フェ ラ の 顔 に 。 木 箱 入 
り 3000 円 ( 税 抜 ) は お 使い も の 
に も お すす め 。 地 下 1 階 の カフ ェ 
で も お 茶 と 一 緒 に 提供 し て いる 


西陣 の 南北 を 走る 千本 通 一 帯 は 、 
か つて "千本 銀座 " と 呼ば れ 京都 
ー の 賑わい を 見 せ た 町 。 そ を こ に は 
名 店 が 揃い 、 昭 和 13 年 創業 の 千 
本 玉 導 軒 も 名 を 連ね て いる 。 反物 
に 見 立て た 代表 銘菓 「 西 陣 風 味 」 
は 、 着 物 を 包ん だ よう な パッ ケー 
ジ も 印象 深い 。 3 代目 の 元 島 真弥 
さん は 古典 的 な 京 菓子 を 愛す る 一 
方 で 、 新 し い ぉ 菓子 づく り に も ア 
ン テ ナ を 張っ て いる 。 頭 の 中 は ア 
イデ ア で あふ れ 、 そ れ が か た ちと 
な っ た の が 京都 の 紙 文 具 店 「 裏 具 」 
の デザ イナ ー と の 出会い か ら 生 ま 
れ た 「 日 月 菓 ]」」 モ チー フ は 陰陽 
五行 思想 と 京都 の 四方 を 守る 神 。 
短冊 形 の 和 三 委 を 加 然 と 並べ た を 
の 上 に 、 四 神 な ど を 描い た 中 紙 を 
掛け て ひと つの 景色 に し た ビジ ュ 
アル は 、 デ ザイ ナー と の コラ ボ な 
ら で は 。 イ ラス ト を 描い た の も 裏 
具 。 千 本 玉 書 軒 は 近々 、 創 業 以来 
初 と な る 茶房 も オー プン する 。 


ー。 


wa 


いり ココ で 買え ます ! / 


ス フ ェ ラ ・ シ ョ ッ プ 
住所 : 京都 市 東山 区 縄手 通 新 橋 
上 ル 西 側 弁財天 町 17 
ス フ ェ ラ ビル 1F 

Tel : 075-532-1105 
営業 時 間 : 12:( 
定休 日 : 不定 休 
www.ricordi-sfera.com 


00 一 18:00 


9 
URAGU 


し 3 
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SENBON TAMAJUKEN 


2 


日 月 菓 1 箱 800 円 ( 税 抜 ) 


の み を 使用 。 木 型 は 店 に 伝わっ 
だ と いう 。5 色 に 染め 分 けた の は 
陰陽 五行 思想 に ちな ん で 。 中 紙 の イラ スト に 


は 京都 の 四方 を 守る 青龍 な ど が 描か れ て いる 。 


1 箱 800 円 、2 箱 1800 円 、4 箱 3500 円 


入 園 町 の 文化 (し と も に 歩ん で き 
た 鍵 善良 房 。 創 業 は 江戸 中 期 の 亭 
保 年 間 。 名 物 「《 ず きり 」] は ぉ 茶 
屋 遊び に 興じ た 旦那 失 の ご ひい き 
に も な り 、 葬 園 の 甘味 の 筆頭 に 挙 
げ ら れる 。15 代 当主 の 今西 善 也 
さん は 、 当 主 と な っ て すぐ の 頃 に 
ス フ ェ ラ の オリ ジ ナ ル 干 葉子 づく 
5 を 手伝う こと に 。 ス フェ ラ は イ 
ンチ リア や ファ ニチ ャ ー。 テ チー デブ 
ルウ エア な どの 企画 デザ イン を 手 
掛け 、 モ ダン な カフ ェ も 運営 する 
京都 の プラ ンド 。 そ の カフ ェ で も 
提供 する 干 菓 子 の 味 づく り を 今西 
さん に 、 デ ザイ ン を スウ ェ ー デ ン 
の 建築 家 ユ ニッ ト に 依頼 し て いる 。 
外国 人 デザ イナ ー と の コラ ボ は 、 
伝統 的 な 干 菓子 に 新しい 視点 も 
た ら す よう な 出来 栄え 。 ク ロード 
モネ の 「 腫 進 ] を ほう ふつ と させ 、 
水面 に 浮か ぶ 夢 の イメ ー ジ に 合う 
よう 、 鍵 普 良 房 し し て は 初 と な る 
抹茶 味 の 和 三盆 も 調製 し て いる 。 


千本 玉 毒 軒 


住所 : 京都 市 上 京 区 今出川 上 

上 善 寺町 96 Tel: 075-461-0796 
営業 時 間 : 8:30 一 17:00 

定休 日 : 水曜 
htp://sentama.coJjp/index.html 


嵐山 の 山 蘭 で 
古都 の 稚 と 技 を 堪能 する 


京都 証 京都 市 星 7)% つ 京 


こ は 京町 屋 の 犬 矢 素 を イメ ー ジ の 背 も 
堂 」 の 御 散 、「 上 染 司 よ し お か ] 


上 ) 高低 差 の ある 地形 を 利用 し 、 景 色 
も 趣 も 異な る 客室 を 美しい 庭 路地 が つ 
な ぐ 。 下 ) 敷地 の 中 央 に ライ ブラ リー 
ラウ ンジ 、 そ の 向かい に 2 本 の 滝 か 
ちる 水 の 庭 が ある 。 ラ ウン ジ の 書棚 に 
は 京都 に まつ わる 本 も 多数 。 お 茶 菓子 
や 飲み 物 と 共に 、 奥 に 設け られ た 「 空 
中 茶室 」 で も 楽し め る 。 水 の 庭 は 、 約 
100 年 の 歴史 が ある 庭 に 革新 的 な デザ 
イン を 加え 、 新 た な 息吹 が 吹き 込ま れ 
た も の 。 水辺 の 音 が 心地 よい 


屋形 舟 「 舌 層 」。9 一 17 時 の 好き な 時 間 で 30 分 ほど 、 船 
を 貸し 切れ る (1 一 4 名 の 1 組 限定 、3 万 円 、 税 ・ サ 別 ) 
紅葉 の 季節 は 「 朝 の も み じ 舟 」、 十 五 夜 、 十 三 夜 の 前 後 は 
月 見 酒 を 味わい 月 を 愛でる 「 奥 嵐山 の 月 明か り 舟 ] を 開催 


を ラ 設 
鏡 を ウ 購 
の 開 ン さき 
よ 《 ジ れ 
う の 
は 


の ロ 
SN 


す か 
魚 は ら ッ 
晴 nH を が 豊川 借 っ 
れ 引 動 か の 5 っ 
わ きき な 流 た に 
を た ト い 時 れ 一 大 
な が うる げ ば 川間 と 冊 ち 
風 ら だ 空 た に だ 鳥 の へ 
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瓦 と 砂 を 使っ て 砂 紋 に 見 立て 、 大 堀川 の 流れ を 表現 し た 「 奥 の 庭 |。 枯 山水 の 風情 を 残し つつ 、 ゲ スト が 庭 に 入っ て 風景 の 一 部 と な る よ 
うに つく られ て いる 。 歳 月 を 経て 庭園 は 苔むし 、 ぐ っ と 落ち 着い た 表情 に 。 敷 地内 で 最高 齢 の も み じ は 樹齢 400 年 と も 


奥 の 庭 に いく つか 据え られ た 石 は 、 上 面 エン トラ ンス 近く に ある 樹齢 300 年 ほど 開業 時 か ら ず っ と この 庭 を 見 守っ て きた 


ご へい 早 電 


オ 
が 平ら に 磨き 込ま れ 、 あ た か も 水面 の よ の も み じ 。 自 然 に 任せ 、 空 に 向かっ て 枝 庭師 の 井上 さん 。 春 と 秋 に は 、 彼 に 庭園 
うに 周囲 の 風景 を 映す 。 そ こ に は 日 本 人 を 悠々 と 広げ る この 景色 が 、 井 上 さん は の 見 どこ ろ を 教わり な が ら 敷 地内 を めぐ 見 
な ら で は の 美意識 が 宿っ て いる 敷地 の 中 で 一 番 好 きだ と いう る イベ ント も 行っ て いる 所 
= 
7 
し で ま いな ら る ス や a 
伸 い な た ヶ ケ れ 司 よ や 
べ る い ア る (ママ 
て 若 た 音 が 庭 芝 育 ザ い 
い を め ひ あ と 山 も タク 
る | 移 ` と は 光 ラ 
功 植 っ て 上 な 
す ッ と こ 日 # ど 
る ク っ つ そ を 々 山 
す と や て だ の の 幼 苗 (写真 は ヤマ アジ サ 
* 1 み と き 本 イ ) が 気づか れず に 踏ま 
2 て 聞 め が れ な いよ う 、 竹 ひご で カ 
本 MA も い 細 バ バー。 庭 路地 の 端 に 目 を 
大 育 馬 ~ 下 宅 8 2 向け る と 、 こ ん な ほほ 笑 
き て た 殴 か ン まし い 光 景 に 出合 う 
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o= 
6: 


客室 は 全 室 リ バー ビュ ー 


大 き な 窓 を 配 し た 特別 室 、 伝 統 的 な 「 和 」] を 楽し む 部 屋 、 ラ イ テ ィ ング デス ク を 備え テレ ワー ク に 最適 な 部 屋 な ど 5 タ イプ 、 全 25 室 。 す べ て の 部 屋 か ら 大 堀川 や 
対岸 の 小倉 山 を 望む 。 右 は 奥 嵐 山 の パ ノラ マ ピ ュ ー を 満喫 で きる 「 月 橋 メ ゾ ネ ッ ト 」、 左 は キン グ サ イズ の ペッ ド と 窓辺 の ペ ベンチ ソフ ァ を 備え た 「 月 橋 ダブ ル ]」 


客室 で 枕 香 づ くり 体験 


プラ イベ ー ト な 時 間 を 満喫 する た め 無料 サ 
ービス が 多数 用 意 さ れ 、 枕 香 づ くり も その 
ひと つ 。 甘 い 番 り の 「 和 菊花]、 よ い 眠 り を 
誘う 「 睡 眠 の 匂 香 ]、 千 し 草 の 心 地 よい 香 
り が する 「 吉 草 根 」 な ど 、 老 舗 香木 店 「 山 
田 松 香木 店 」 の 番 原 料 を 自由 に プレ ンド 


歓迎 の お 茶 菓子 


チェ ッ ク イ ン の 手続 き は それ 
ぞ れ の 部 屋 で 行っ て いる 。 ウ 
エル カム スイ ー ツ は 、 京 都 の 
「 亀 屋良 長 ] が 1803 年 の 創業 
より つく り 続 け て いる 鳥羽 玉 
に 、 四 季 折 々 の 味 や 情景 を 取 
り 入れ た も の 。 こ の 日 の あん 
は 紫 貢 と スナ ッ プ えん どう 


の 】 | の) 


星 の や 京都 


住所 


京都 市 西京 区 嵐山 元 録 山 町 11-2 


Tel: 0570-073-066 ( 星 の や 総合 予約 ) 客室 数 :25 室 
料金 :1 室 10 万 9000 円 一 ( 税 ・ サ 別 ) カー ド :AMEX、Diners、 
JCB、MASTER、UC、VISA ほ か IN:15:00 OUT:12:00 


夕食 日 本 料理 (食事 処 


朝食 日 本 料理 (部 屋 ) 


アク セス : 車 "名 神 高速 道路 京都 南 IC か ら 約 30 分 
電車 "阪急 嵐山 駅 か ら 補 歩 約 10 分 施設 : 食 事 処 
ライ プラ リー ラウ ンジ https:/hoshinoya.com 


空中 茶室 で 


経 体験 


奥 の 庭 で 


上 体 験 


客室 に は 写経 の 道具 が 一 式 用 意 さ れ て いる 
の で 、 心 を 難 え た いと き に ぜひ 。 ラ イプ ブラ 
リー ラウ ンジ か ら 大 堀川 に せり 出す よう に 
つく られ た 「 空 中 茶室 ]。 絶 景 を 造る も の 
な く 楽 し め る この 場所 で の 写経 は 格別 。 写 
し 終え た ら 納 経 し て も ら う こと も で きる 


敷地 内 の 好き な 場所 で の 野点 体験 も お すす 
め 。 希望 の 時 間 に 、 茶 碗 や 茶 先 、 抹 茶 な ど 
一 人 用 の 茶道 具 が 整え られ た 野点 能 を 用 意 
し て も ら え る 。 野点 能 は 「 う つ わ や あ 花 音 」 
コー ディ ネー ト に よる オリ ジ ナ ル 。 和 希望 が 
あれ ば 購入 も 可能 


五味 自在 の 夕食 は ダイ ニン グ で 


日 本 料理 の 知恵 を 踏 胡 し な が ら 自 在 に 趣向 
を 凝ら す 久 保田 一 郎 料 理 長 の 料理 は 、 季 節 
ご と の 色彩 と 香り が 色 選 い 。 秋 は 、 赤 や 黄 
色 に 染まる 奥 嵐 山 の 情 景 を 一 皿 ひと 皿 に 表 
現し て 。 写真 は 先 附 の 「 渡 り 骨 の 秋 香 仕立 
て 」]、 デ ザー ト の 「 無 花 果 の テリ ー ヌ ] 


朝食 は 客室 で ゆっ くり と 


大 堀川 を 眺め な が ら の 朝食 は 、 季 節 の 野 葉 
や きのこ を た っ ぷり いた だ ける 鍋 が メイ ン 。 
料理 長 特製 の 出汁 が 美味 し く 、 締 め の 雑 炊 
まで きっ ちり お 腹 に 収まっ て し まう 。 隊 財 
豆腐 発祥 の 店 「 森 畜 ] か ら 、 そ の 日 の 朝 届 
けら れる 豆乳 で つく る 薬 し 豆腐 も 絶品 


SS 京都 の 洛中 で 体感 する 


/ | ウェ ルビ ー イ ^ ング ステ ィ 


部 不 グッ ド ネ オイ チャ ーー ホ テ フ 


と と も に 過ごし 、 五 感 を リフ レッ シュ する ステ イィ を 通し て 心地 よく Ru 
| 


健やか な ライ フス タイ ル を 体感 し た い 。 し 


1 
NM 文 = 本 店 牧 写真 = 伊 座 信 
。 ルン 3 Lo 間 。。 poo Makoro io 
の 
/ 
*1 
し 
STAY 1 
喧騒 か ら の 解放 
「NATURE MEDITATION」 で は ほ 。、 
視覚 以 外 の 感覚 や 叶 吸 に 意 護 を 
向け る 歩行 祥 、 神 秘 的 な 鐘 の 枚 
き と と も に 昌 想 する 邊 禅 体験 を 1 1 
月 2 回 開催 。 心身 を チュ ー ニ シン 
グ す る すがすがしい 朝 の 時 間 
を ら ラ 語 の 語 に 
3 最 信 こ イ 詩 語 議 O に 放 8 
ら 有 の フ 生 曽部 民 -| に 者 
中 シ ス 来 aj] O プ 随 
重 レ ド タ あと aczm 
な を 植 テ ボボ ` 有 有 地 り ど ピ し の 
価 物 1 リ トル 球 語 帳 ー た 此 
肉 を カ ツ 価 環 心 己 に 全 コ 天 ーー 
使 カ タク 現 境 回 避 

ズ な 弄 の 9 の 

ラ 

を 

3 

1 
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右 ) 宮崎 県 産 キ ャ 

ビア の アミ ュー ズ 。 

左 ) 甘鯛 の アク ア 
STAY 3 3 
健康 で 美味 し い 時 間 


イン スピ レー ショ ン に 富ん だ 料理 を 、 劇 場 型 
の フル オー プン キッ チン を 前 に 楽し め る レス 
トラ ン 「TAKAYAMA] は 2 階 に 。 全 22 皿 が 
登場 する コー ス 2 万 円 は 圧巻 


NEMOHAMO。 
om 


EER 


STAY 5 
快眠 を 誠 う ペッ ドル ー ム 


独自 に 開発 し た 照明 シス テム を 全 室 に 導入 。 
就寝 前 ・ 起 床 直前 の 照明 環境 を 工夫 する こと 
で 睡眠 の 質 を 上 げ 、 健 や か な ステ イ を か な え 
る 。 絵 師 ・ 福 井 安 紀 氏 が 手掛け た 壁画 も 眼 福 


GOoD NATURE HOTEL 


グッ ド ネ イチ ャ ー ホ テル キョ ウト 


住 都市 下京 区 河原 町 通 四 条 下 ル 2 
稲荷 町 318-6 Tel:075-352-6730 
客室 数 :141 室 

料金 :1 泊 1 室 3 万 円 一 (税別 ・ サ 込 ) 

カー ド : AMEX、Diners、DC、JCB、VISA、 
銀 障 IN:15:00 OUT:11:00 

朝食 : プッ フェ アク セス : 電車 キラ 


ッ ト 、 カ フェ 、 パ ー、 パ ティ スリ ー な ど 
https:/goodnaturestation.com/room 


いて rr 泊 溢 叶 


STAY 2 

グラ ン ピ ン グ 体 験 

中 庭 に 面 し た 客室 「 ガ ー デ ン ピ 
ュー テラ ス ] 限定 の グラ ン ビ ン 
グ 体 験 。 ドー ム 型 テン ト は 「Sno 


w Peak]、 コ ー ヒ ー 豆 は タイ の 
少数 民族 が 生産 する フェ アト レ 


騨 を 遇 ん で の 癒し 


まれ た 中 庭 は 、 夏 で も 
な い 涼し ざ 。 ツ ファ や チェ 


を 頂け る と 、 視線 の 先 に は 将 き 火 が ゆら 


夫 い 安らぎ を も た ら す 


ev uu ツー マロン 


閉 S ミ ささ キオ 8 


心 テ 
そ を 地 イィ ま 
し よ え ス 
電 、 飲 沈 
- 満 ィ 
こ だ ッ ゥ 
の さ ク 五 
上 れ な 感 
な る 多 を 
く 「 自 半 
利 ュ 細 
攻 よる 
の ステ ァ 
高 ヽ 1 


高 


いひ 


茹 


Sv さき くささ ド エ さ 


の S ゃ ご 


選 ー ド ー ロ ひら 添 は 


ヾ SN ロワ ロロ, 革 S テ v\ 


答 
消 


ビー テー まみ NN 


2 


に 


NNNS てき 


り けり 回 ysG 正 


訪 六 困 はい 生 、 ヘ ンー ーー 


に ニー つつ = つ 2BNIR5SW で ぐつ こい 


モネ SNeNS 雪 つ っ る お 人" 
A 


季節 で 趣 を 変え る 


9280 点 の アー ト と と も に 過ごせ ます 
写真 の 「 ジ ャ パニ ー ズ ・ ス イー ト ] に は 、 京都 


だ 四季 の シリ ー ズ より 「 天 尊 寺 の 鯉 」 を 展示 


らし い 情 景 の 写真 を グラ フィ ッ ク に 沙 と し 込ん 


冬 の 「 天 柚 寺 の 鯉 」 と 、 
デザ イン が 変化 。 コ レク 


写真 左 か ら 、 春 の 「 南 禅 寺 の 和 傘 」、 
ショ ン 心 を くす ぐる 心 憎い 趣向 だ 


カー ドキ ー ケ ー ス 
の 鳥居 ]、 
四季 折々 ト 


冬 を イ 
メー ジ し た 「 天 龍 寺 の 鯉 | を 転写 。 外 夏 の 「 貴 船 の 川 ]、 秋 の 「 伏 見 稲荷 


持ち 歩け ば 、 荷 物 が 増え た と き 


の エコ バッ グ に も な り 重 宝 。2750 円 
(1F コ ン シ ェ ル ジ ュ デス ク で 販売) 


し な や か な 手触り の 風呂 敷 は 、 


こち ら も 「 天 
由 緒 ある 


欠か せな い 御 朱印 眉 


も オリ ジ ナ ル て 制作 。 


龍 寺 の 鯉 | の 原画 を 使用 。 幻 想 的 出 時 
な 美 し さ の 一 冊 を 手 ! 
京 の 寺 を 訪ね て みた い 。2530 円 


寺社 めぐ り ト 


所 色 時 る で 選 表 お つの" ト や や 
K 球 二 S 装 下 表 い 「 生 ・ キ 怪 
を rm ヘー 起 団 直り 長 we 
束 晶 G 玉 半 全 転 全 ざお だ く で ュー 
と SH 要 つり GS モ トミ G 疫 NR? 

や っ 得 思 つね 2S 生 mA ト 
ーー“"「YURAGI」-「UTSUROII 
nA や トー つ つね 7 HU 
や 会 地 珈 ) の 開明 
全 引 写 栄 PSwP WS セロ 
人 叶 S モ トミ 医 東 り 准 

NH: そく 8 ドー トリ ナー チ く と つこ よ くも 
誕 剖 だ GS 反 界 全 人 る @ 燈 

ト で ベー や 4 廊 固 せ 
つつ 6 で 誤 家 で 和装 間 で て AK 
ネ ュ ーA へ TAD 和 QN や 7 幅 寺 や 
無 到 や 羽 党 で ね 

拉 昌 械 人 る さき トーーG 上 々 ぬ 。 
や 唱 占 一 尿 で ね っ 7 WS 回 ろり 
坦 teN ロ NNS 公 / 王 押 蘭 電 
S ト ーー ムトー ( 昌 表 了 己 普 公 


。 貫 さ つつ や 疲 所 G 混 守り 
た 光 よ の < ドウ オー ド こ 3 
トー" 黙 弱 8 の xn” 赴 唱 りら 
で し 由記 構音 幼生 re りつ の 
避 揚 や" トー テー トト へ % 丘 つり 
直史 組 つい っ ぃ o" 

nH トーン 上 著 つ ぶせ 赴 量 
@ 部 時 ね や りつ oe の ら " 紅 咽 
S ペ ポー テ ャ ー 避 者 で い ン ペー 
キー ホーK ロ 7 所 綴 G 帳 や 剖 
つね 症 呈 人 須 甘 め で いっ ke? 走 つ 
柱 回 近 つ つ 員 で や / 届 困 党 を 量 
表 豆 宮 つ る で お 下 人 私 ホ ミ ペー マ 


リト つの 8 お 下 弟 や さっ" 墓 選 で 
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山北 背 texc AyaHonjo phoro:Akanc Yamaki 


槍 田 ちひろ 「Dark river 
Katsuragawal 1F Lobby 


黒川 徹 「 曲 率 -Curvature -」 須 
1F Main Entrance ! 


・ 空 間 * 時 間 す べ て が 
五感 を 刺激 する 


現代 の 茶会 が テー マ の 「TEA&BARI]。 
秋季 の 芋 森 南瓜 な ど 、 季 節 の 味覚 が ふ 
ん だ ん な アフ タ ヌ ー ン ティ ー 4724 円 
(2 日 前 まで に 要 予 約 )、 煎茶 な ど ポ ッ 
ト サ ー ビ ス の 日 本 茶 が 人 気 。「THE 
THOUSAND Chocolate Box] 2800 円 
は 、 京 都 らし い 素材 や 茶 フ レー バー を 
モダ ン に アレ ンジ 。 ( 水 ・ 木 曜 営業 9 
月 14 日 現在 ) 


イン クジ ェ ッ ト 紙 に ポー ル ペ ン の み 
で 描か れ 、 繊 細か つ 力強い タッ チ 。 
「Kamogawal と 対 に な る 作品 


. 守 


北 何 学 的 で いて 温もり を 感じ る 造形 
作品 。 あ えて 中 央 に 置か ず 空間 の 間 
を 表現 。 背 景 の 版 壁 と の 調和 も 見 事 


増田 洋一 郎 Eternal flow] 
B1 Elevator Hall 


京都 の 川 に イン スパ イア され 
込ま れ そ うな 深い 青 が 印象 的 。 
ル が 提唱 する 、 引 き 算 の 美学 を 久 徴 


東端 唯 「 流 転 ] 
B1 Elevator Hall 


京都 の 川 の 流れ を 、 有 機 的 な ライ ン 
を 描く 金 符 で 表現 。 ベ ー ス と な る 処 
や か な 漆 の 朱 に も 目 を 奪わ れる 


詳細 お よび 最新 情報 は 、 ホ テル 公 サ イト を チェ ッ ク . 


CCO 〒 理 互 エ 理 の 〇 け SATD マ 〇 〒 〇 


ザ ・ サ ウザ ンド キョ ウト 

所 : 京都 府 京都 市 下京 区 東 塩小路 町 570 Tel:075- 
354-1000 Fax:075-354-1313 室 数 :222 室 料 
1 泊 1 室 6 万 3000 円 一 ( 税 ・ サ 込 、 宿 泊 税別 ) カー| 
AMEX、Diners、DC、JCB、MASTER、VISA な ど IN: 

:12:00 夕食 : イ タリ アン また は 日 本 料理 

和食 アク セス : 車 名 神 高速 道路 京 
都 南 IC か ら 約 20 分 電車 < JR 京都 駅 か ら 徒歩 2 分 
施設 : イ タリ アン レス トラ ン 、 日 本 料理 店 、 カ フェ & パ ー、 
スパ 、 フ ィ ッ ト ネ ス 、 宴 会 場 ネッ ト :Wi-Fi 


テ 華 な 茶 さ 
2 ィ や と の れ 
く 館 1 か の 湯 て 
導 に を と "な ポ の い 
泊 通し も テ 盛 ツ も る 
る る し だ パイ の か ト で て 
た 感 で 森 ダ クラ すず 赤 選 
さ 覚 自 ま 1 アサ 1 し 回 
oe 分 い ト ウゥ ウ の ビ を どの 
の “" ピ ト ア ス 思 し 
心 1 スク フ に わ 忘 意 
と スイ タ 心 せ の 
じ き 山 基 る 
総 支 配 人 っ な ツ | 和 前 で 
大 塚 滋 さん 〈 が の ン セ む 茶 は 


浅井 毅 「 水 影 ] 
2F Central Hall 


ホテ ル の コン セプト で ある 1000 年 
の 都 ・ 悠 久 の イメ ー ジ 。 金属 (ステ 
ン レ ス ) で 自然 の 柔らか さ を 表 現 


新しい 過ごし 方 が 見 つか る 
次 世代 型 ラ イフ スタ イル ホテ ル 


京都 齋 都市 sequence KYOTO GC 


部 尾 の 中 に と ど ま ら ず 寛ぎ を も た ら す サー ビス が 充実 


sequence KYOTO GOJO な ら で は の 過ごし 方 


STEP 1 
STEP 3 顔 認証 で モル フチ ェ ッ クイ ン 
心 を 加え 
と 身体 を 整え る 専用 アプ リ で 顔 を 事前 登録 し て いれ ば スピ ー デ ィ な チェ ッ ク 
リラ ックス 施設 イン ・ ア ウト 、 キ ャ ッシュ レス 決済 が 実現 。 フ ロン ト の 混雑 
大 型 浴槽 や 岩 浴 が 楽し や 対面 接触 を 回 選 で き 、 感 染 症 対策 の 一 助 に も な っ て いる 
め る THE BATH と 、 雨 や 
滴 を 思わ せる 多彩 な シャ 


ワー や スチ ー ム サウ ナ を 
配置 し た THE SAUNA を 
完備 。 仕 事 の 合間 の リフ 
レッ シュ に も 


STEP 4 
7ー14 時 まで いつ で も 食べ られ る 朝食 
朝食 付き プラ ン を 予約 する と 、 地 産 の 食材 を 中 心 と し た 「 キ ュ イ ジー ヌ ・ 


サン ドイ ッ チ 」 な どの メニ ュー が 14 時 まで 何 度 で も オー ダー で きる 。 好 
き な 時 間 に 食事 が で きる の で 、 一 日 の プラ ン も 立て や すい STEP 2 


Face Key 解 錠 、 広 々 デス ク で 快適 な 客室 


入室 は 顔 認証 で 行う た め ル ー ム キー は 不要 。 鍵 の 紛失 トラ ブル と も 無縁 だ 。 客 
室 は 京都 ・ 東 山 文化 の 水墨画 を 想起 する よう な モノ トー ン を 基調 と し た 空間 。 
PC や 書類 も 広げ られ る ゆとり ある デス ク は 、 ビ ジネス パー ソン に も うれ し い 


ク 
イ ま 
の 
り ・ 注 
後 14 目 
も さき 時 す 
人 れ チ ベ 
た エ き 
タン ブラ ー が あれ ば 旨 一 ッ は 
滞在 中 何 本 で も コー ヒー が 飲め る い 日 の の 
つ | オリジナ ル タ ン プ ラー600 円 を 購 者 区 ク 剛 
ba 入 す れ ば 、 レ スト ラン の 営業 時 間 潮 タ ト チ 
に コ 内 で ラウ ンジ で の コー ヒー が いつ 在 ] ト 
ら で も 飲み 放題 に 。 環 境 に 配慮 し た を ト 員 本 

取り 組み の 一 環 と し て 行っ て いる | 


選 一 


エ 
只 の k 
( ュ 但 : る 専 ラ 
に 1 臣 用 ウ 
い 1 タ ジ 念 の 
な マ ヽ る 華 
sequence KYOTO GOJO MRt ル 2 朱 ま 
住所 : 京都 市 下京 区 五条 鳥 丸町 409 bs 1 ど ラ な 度 由 イ ホ 
Tel : 075-353-0031 客室 数 : 208 室 は ム に 1 サ も に ニ い テ 
料金 : 1 泊 朝 食 付 6000 円 (税別 ) な キ ま を | 朝 利 ン ル 
IN : 17:00 OUT : 14:00 アク セス : 電 車 - 京 者 っ 1 ざ 自 購 ビ 食用 グ 選 に 
市 営 地下 鉄 五条 駅 2 番 出口 か ら 徒歩 約 3 分 ほか 9 が ま 由 入 ス の で は と 
www.sequencehotels.com/kyoto-gojo い 不 な す を 注 き チ ど 


保 津 渓谷 の 夕景 を 
トロ ッ コ 列車 で 満喫 
10 月 17 日 一 12 月 6 日 まで 、 鮮 や か な モ 


応え る 
グラ ン ヴ ィ ア フロ ア 専 用 ラウ ンジ 
ホテ ル 最 上 階 の 15 階 に ある グラ ン ヴ ィ 


0 


。 過ごす 滞在 


ミ ジ に 彩 ら れ た * 渓谷 の 絶景 を 楽し め アラ ウン ジ で は 、 ソ フト ドリ ンク や 京都 5 
る 「 骨 央 野 ト の 茶 菓子 を 用 意 。 カ ク テ ル ア ワ ー(17:00 京都 駅 の 上 階 に 位置 し 、 駅 に 到着 し た 直後 か ら 京都 
引換 券 付き プラ ン を 発売 。 沿 線 の 美しく ー 19:00) で は アル コー ル の 提供 も 。 再 は じ め ら れる ホテ ル 。 晶 前 凶 タ ワー を 望 


ライ ト ア ッ プ され た 木々 の トン ネル を 眺 
め な が ら 、 幻 想 的 な ひと と き を 過ごせ る 


属 の コン シェ ル ジ ュ に よる 案内 や 各種 手 


続き な どの サー ビス も 充実 し て いる む * ら 、 京 都 の さま ざま な 表情 を 楽し も う 


= 人 木 美 貢 txe Miki Yagi 


昌 川 川 | 
央 


k 川 


MM て 定 


)「 グ ラン ヴィ アデ ラッ クス ツ 
イン タワ ー ビ ピュ ー」 の 客室 。2) 
「 眺 洛 ス イー ト 」 に は ビュ ー バ パス 
を 装備 。 美 し い 景観 を 望み な が ら 
リラ ックス で きる 。3) 朝 の 京都 
の 街並み を ゆっ た り と 眺め られ る 、 
イン ルー ムダ イニ ング も お すす め 


] 


し は 避 京 
RE が き に 
京 * 表 者 
5 ホテ ルグラン ヴィ ア 京都 者 きき タ 
タ る 京 に に クツ 
ワ 都 よ い 1! 
ホテ ルグラン ヴィ ア 京 者 1 1 っ な ーー 
住所 : 京都 市 下京 区 鳥 丸 通 塩 小路 下 ル JR 京 都 駅 を 街 だ を 
中 央 口 Tel:075-344-8888 客室 数 :538 室 は 並 移ら 目 
料金 : 1 室 3 万 円 て 、 グ ラン ヴィ アフ ロア 1 室 5 万 じ みり 
7000 円 ( 税 ・ サ 別 ) IN:15:00 OUT:12:00 め を ゆ 
カー ド : 各種 対応 朝食: 洋食 セ ッ ト 、 和 定食 、 ル と 眺 バ 
ー ム サー ビス アク セス 電車 JR 京都 駅 直結 す め 景 
施設 : レス トラ ン 、 カ フェ 、 パ ー、 ブ ー ル 、 エ ステ サ る る 色 
ロン な ど www.granvia-kyoto.co.jp 衝 こ や 


090 


091 


部 屋 の 一 例 。 心 穏やか に 、 古 きよ き 日 本 を 体感 で きる し つら え 、 雅 沢 な 空間 を 生か し た 湯船 な ど が 印象 的 な 施設 に ア 
な り そ う 


ロビ ピー の イメ ー ジ 。 食事 処 に は 「 ふ ふ 」| シリ 
ー ズ らし い 庭 園 を 眺め る 個室 も で きる 予定 


在 現 で れ 下 

で 代 は る 質 日 

し き に の ル ん る の 兆 で 本 

むる 合 し の た 庭 り ` ゲ の 

み た 施 わ っ イ 7 世 園 ゾ 文 スー 
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竹村 公太 郎 さん 


1945 年 生ま れ 。 元 国土 交通 省 河川 


こ ダ ム ・ 河 川 事業 を 担当 し 、 近 畿 地 
方 建設 局長 、 河 川 局長 な ど を 歴任 し 、 
2002 年 に 退官 。 著 書 に 「 日 本 史 の 
謎 は 「 地 形 ] で 解け る ] (PHP 研 究 所 ) 、 
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Guide_-1 奈良 くる み の 木 ・ 石 村 由 起 子 さん 


奈良 の た か ら も の 


奈良 の 宝物 探し の 旅 を は じ め て 20 年 。 つ くり 手 の も と へ 足 を 運び な が ら 手 か ら 
手 へ 、 心から 心 へ 届け た いと 思う 宝物 を ひと つ ず つ 集め 、 そ の 徹 力 を 店 や カフ ェ 
通し て 発信 し て いる 石村 由起子 さん 。 そ ん な 石村 さん が 大 切 に し て いる 奈良 の 
宝物 を めぐる 1 泊 2 日 の 旅 へ ご 案内 し ます 


文 = 室田 美々 写真 = 山本 康平 
texe Mimi Muroa phoro: Kohei Yamamoro 


- ご 月 気 章 味 変 計 記 が 和 有 
日 符 山 みわ そり る せ 会 
の 。 も を :』 な 。 ら 名 ナ 散 。 さ 
私 を 了 が ロ え ウ の 歩ん 公 
を 礁 め 。6 景 。 で 1 コ < が 較 
つ * い 。 る ” 鹿 。 色 。 い ル 。-| 出 ゅ 
(バー ザ う の が る 4 る ポス 動 飛 
2 『 前 火 
0 全 せ ん を る よい の 時 > 
= 所 て な な ここ る. ま 早 二 し 
な 仁多 る 
ト っ 2 に 
2 る 際 寺 を は が だ 現 訪 。 は ウー に ト * こ ン 
3 か * 2 こう 3 の * ャ で も ・ 
4 ンー フイ ジー うこ て 
< リ ァ Hg も の ー ペ 


S 密 G 尽 余 折 Q つ じ 
槍 下 っ 心 重層 
8 めし やつ 4 


に ピエ リ 
皿 県 @Q@ ぐ 李 
四 選 屋 で NG 普 画 


っ つ 昭 い PD っ ね お 天 医 "卓史 


癌 っ ね お 問 記 ′ つ て 困 計 唄 6 


攻 人 や つつ お ね" の つや 
公 語 加 @ 財 加 で お宮 
中 つ 個 宮 っ OSN-Oypap 埋 
SS の S せ 飯 い ウム ン @S や ねり 


旧 四 や 党 ウン で や 


四 
骨 
回 
上 
内 
g 
四 
還 
上 
由 
持 
円 
折 
則 
四 
『 
上 
圭 
所 
癌 
四 
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ーー ニー 一 


ーー 一 

ジン ーー る し 。 
と か 
5 『 本 


ざ ざ 用 似 短 潜 
旧 送 殖 呈 型 蛍 
へ 鞍 ゆ G 記 油 剛 


プ す る コー 


と 味わう 、 熊 本 県 産 の 林 
を 使用 し た 栗 


* ぐ 洒 決 


で 記 清 画 本 


て 可 古 下 淵 泊 


の 崇 ct 


括 環 坦 Ko 還 り mReeyosoS「 還 り me っ の STeyG 和 や の 会計 電球 


RhNH っ 喜 了 G 草 「 ン eS] SG 
ポー ホー や 4Q で パロ そ @ 起 ④ り 汽 や 
問 n や 更 で っ 諾 い ンー や 、 や THA や 
ホー ロ 炎 基 S 号 で ン で つの 会 会 で で 
つや で QR 所 理 弄 由 必 で * 申せ 8 
QR 革 沢 G 池 所 つき Q 加 妹 定 室 
や 尼 半 @ や ロー キネ ュー 久 覆 咽 結 沿 
つ お 編 掲 衣 「 時 @ 率 」 nh リー 
K" 軍 臣 半 G 足 GS 製 天 め 午 人生 つ お 旋 
周 や の 人 6” 忠 宮 記章 押入 ンーw 外 
亜 を 中 届 大 人 系 G 財 ポ で 日 拉 呈 人 SmS 
譲 根 各 時 つい 失 弄 り 選 お 架 全 で Q 半 昌 
ざっ ww GS 弟 民 や 癌 四 つ い っ wo 
「 ン eS せわ る お 民 戦 境 贅 王 
も 部 向 っ いつ 7 4S が で 析 世 据 怒 や 
足 ちや 義生 人 SO お で や な 褒 S※ 
基 時 時 つ 合せ Os で ね SS 時 福 " 
モミ を さき K て AT 和 キ 選 ホ ーー や 寺 
詳 つ ね 「 楽 疾 @ 槍 】( 還 堤下 半 玄 ) 
ポ ー ト へ 和 や お G 生 mm 人 で や つね 
躍 款 人 る @ 肖 で GS 介 委 が ポ 上 括 茸 S 挿 
つ っ 胃 と かじか 人 陽 所 わり 錠 世 つね 
っ ろ つ っ ろ 避 盟 ら 公 失 の "人 葛 季 6 斉 皇 
つや 葛 拉 喉 つる させ つの で 仙 折 宮 
る と で ” 許 べ % ぐ S 昌 際 論 庄 
つろ い 財 更 る つ 科 の 邊 OS 人 つつ 
上 普 球 Q や り らい お 娠 会 つ ポ 生 
個 舟 の StoeoS り や っ つ で 皇 和 mn い お る 7 


SS 村 下 0 な ぐり ろ ろ つり Q き で 
AA つ うつ 穫 つ め 和 全品 が つつ ね 
連 に ムツ に 1 に いさ いさ 人 
WS 販 く S 並 各 応 品 採 K 珍 SG ポ ご や 
つる” 軸 弄 吊 型 球 邊 所 甘 全 で そ S 浴 
さつき や シ W 滞 江 会 @ 忌 G 忠 品 ” 時 
公 軒 で So 宗 下 人 友 到 や 明和 を る 侍 
窒 ぐ る つつ ーー? tv で SS 串 三 GS 宗 政 
で 表 や ^ a 挟 めぐ りつ で の 居 間 人 や 
細 っ 泊 だ や ロン SQ 会 万 会 SG 
やろ 家 型 " 土 識 h ロト ふ で ミミ K ロ an 
記 副 下る 〇 べき 上 K 居 全 征 に 肖 
並 宗 思 だ つか Weo 「 衣 や つっ で っ モ て 
や / 型 せ 2yeG"? 足 会 弄り ぐい つの 議 
りつ で きめ り 京 ン 因 " で 人 折 S 冶 
記 人 の 招 で で 避 忠 別人 Q で 。 WS 應 te 
守っ 写 め 和 思 りつ ね つか 旨 話 人 
Pm り っ ね mm で つら ちろ りつ SQ の 
下 MK い や さく で が つね | っ 野 や 東 や yo" 
W で 詩 臣 恒 つ つや りり 暫定 和 めで 倒 半 
硫 昭 (GS りり S 翌 り 尋 ママ SG つ " 
人 を 回 移 か や 信 つ リン お 糧 ) 旬 K 守 
8 個 茸 品 剖 全員 会 で Q て 谷 や つ ピ 
で つき つ 、 倒 選 や て 宗室 "っ や で やほ 
定め ぐ SWS つ せり 時 で @ り つや 人 ※ 世 っ 
っ 避 写 人 移 胡 で 交 で で の つろ つらい 
時 っ SQ 胡 選 先 和 SNK 避 列 ぶっ ンー 
電球 代走 電 " 


「「 嘆 人 】」 さ ^ ー ホ ー@ 搬 医 慰 
計 め で 全 財 折り 壌 忘 や 人 世 
反り Se 記 選 や 還 半 め や ピ ロダ ざ つる 玉 
皿 " Sm 吾 季 で の 各 全 人 つ 固 
で や っ で 論 そ ざい つや 翌 パ ご 型 パロ ン で 
や" 上 所 」S 到 痢 S 財 屋 め ぐせ 貴 
人 で ぐ 肖 @ で いり 介 下 せ の 人 る で で お 羽 や 
や 全 迷 政 G り つや ご 塵 治 作 WP 
で うい CS の に さこ に そこ 
やら 唄っ る で お 許 団 補 つ ポ や ピン で 
" 「 租 征 」S 地 WW で きつ 括 基 全 選 
で QR K 更 会 衛 わ の GS | 晶 泊 つ ン 
都 輝 つっ つっ いい SE" 肖 宮 札 括 
当っ "中 棚 中 い ン で や 時 つ い 橋 茸 や 
衣 O り 2 ぐつ を eS や 久生 5 Av 
りり 半 時 GS 全 人 ※ 基 や 恩 いつ" 補 つ 
じい 尊 り きき さっ 人 の つつ で さっ らち で や の 
曰 つ 翌 を 棋 國 名 里 つい ※ 基 る 給 で ね で" 
営 で いく く 拭 つや 攻 や リン で" 
ぐ で で つの 己 束 ぐ くさ の 宮下 写 型 
りつ ^ 村 G 交 民 や 鍛 つ いっ お 宏 全 で 
叶 ] つ 時 時 災 ね "中 朴 eeoG” 上 
り mRQS 2 っ 2G 宮 人 全 ※ 基 り 坪 独 
トン) ムート o と ンプ こよ バード (r まく そく 
だ で 8 「 畠 つっ 其 弄 や 堂 さ の 判 ポ 
で りり っ keG る 留 つ 和 や? 物 で 臣 か 全 
枯 や で の ロ 7 介 條 思っ め つ っ や < 
つ 宗 基 S 尽 や 相 い 人 S 思 ye 


木々 が 小さ な 田 ん 


ら 移植 し た : 
ぼ を 囲む 、 の どか な 風景 


「 鹿 の 舟 ] の 敷地 内 に ある レ 
スト ラン ・ 喫 茶室 「 過 (さえ 
ずり )] の 中 庭 。 秋 篠 の 森 か 


「 鹿 の 舟 ] で 出合 える 石村 さん の 宝物 


鹿 の 愛 らし い 表 情 に 思わ ず 笑 
み が こ ぼれ て し まう 、 荒 木 義 
人 さん の 奈良 一 刀 彫 。 奈 良 ら 
し さ を 伝え る お 土産 と し て も 


人 気 の 高 い 工芸 品 


登 


える ラン チ A コ ー ス 4400 円 ( 予 


約 優先 制 )。 写 真 は 9 月 
ん に ゃ く の 蕎 麦 ざ スタ 」 


場 し た 「 奈 良 の 郡 と 吉野 田舎 


季節 の 料理 を 月 替わり で 味 わ 


で は 八木 酒造 の 月 ヶ 瀬 梅原 酒 、 
蕎麦 店 「 玄 ] の そば 茶 な ど 奈 
良 各 地 の 生 産 者 が 製造 する 食 


食堂 を グロ ー サ リー の 「 電 
品 や 工芸 品 が 並ぶ 
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人 Ng UPgW@U NO@ (by Vwks6ts@ 0sN6mowrg 


奈良 を 訪れ た ら 体 験 し た い 、 味 わい た い 、 泊 まり た い 、 
石村 さん の “た か ら も の " を めぐ る 1 泊 2 日 の 奈良 の 旅 を ご 紹介 。 


1 泊 2 日 で 
奈良 を ご 案内 ! 


17:30 17:00 15:30 14:00 13:00 12:00 
二 

悠 懐 白 @6 チ 奈 |6 仏 な 奈 |]@ フ 和 萬 春 |@ ー 春 |9 
久石 コ エ 良 像 ら 良 | ルル 東御 日 万 日 
の 料 如 ク 町 | に 仏 国 | 生子 菓 大 業 茶 
歴 理 る イ 奏 想像 立 | ス の 子 社 弟 和 
史 で ン 紀 い 館 博 | を 齋 を を 屋 
を o 寺 を で 物 | 味 護 散 食 で 
体 の の 馳 飛 館 | ゎ : 橿 策 べ 量 
感 家 き 島 ウ 23S 全 る 食 

時 で 

代 

の 


⑨⑬ 白 Tsukumo 

京都 コロン ドン な ど で 腕 を 
磨い た 店 主 ・ 西 原理 人 さん 
が 営む 日 本 料理 店 。 夜 は 9 
品 で 構成 され る 尼 石 料理 
(1 万 3200 円 ) を 提供 


回 奈良 市 三条 町 606-2 
南側 1F 

回 0742-22-9707 

回 12:00 一 13:00、 

17:30 一 19:00 

回 月 曜 、 毎 月 最終 日 
火曜 昼 、 毎 月 1 日 の 昼 
http:/tsukumonara.com 


宗 R 町 宿 紀 圭 の 家 


一 度 は 取り 壊さ れ そ うに な 
っ た 貧 100 年 の 町 家 を 再生 
し た 宿 。 一 標 貨 し スタ イル 
で 暮らす よう に 秦 良 の 文化 
に 和 能 れ る 旅 を 楽し め る 


回 奈良 市 紀 寺 町 779 

回 0742-25-5500 

加治 朝 食 付 2 万 1000 円 

( 科 別 ) 一 ※※1 棟 2 3 名 利 
用 時 の 場合 
http://machiyado.com/ 
jndex2.html 


で 計 委 国立 博物 館 


「 な ら 仏 像 館 ] で は 常時 100 
体 の 仏像 を 展示 。 明 治 の 洋 
風 建築 も 見 どこ ろ 。10 月 
24 日 ( 土 ) 11 月 9 日 (月 ) 
に 「 正 倉 腕 展 ] を 開催 


回 奈良 市 登 大 路 町 50 

回 050-5542-8600 

目 930 一 17:00 

※ 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 
加 有 
www.narahaku.9OJjp 


@ 嘉 光 草子 味 護 杏 舎 


素材 の 味 を 引き 出す 和菓子 
が 評判 。 主 人 ・ 多 さん の 
お 話 を うか が いな が ら つ く 
り た て を 味わえ る 和菓子 コ 
ー ス (予約 制 ) を 提供 


回 奈良 市 中 町 22-3 
男 0742-22-8899 

目 900 一 1800 

田 水 札 
www.kasiyajp/wagasi 
dukuriindex.html 


@ 日 玉 社 


奈良 時 代 の は じ め 頃 、 平 城 
京 の 守護 を 祈願 し て 創建 。 
本 殿 が 国宝 に 指定 。 万葉 集 
ゆか り の 草花 を 氏 賞 で きる 
「 萬 葉 植 物 園 」 を 併設 


回 奈良 市 春日 野 町 160 
0742-22-7788 

目 7:00 一 17:00 (本 尻 ) 
www.kasugataisha.orjp 


昌和 氷 屋 


春日 大 社 の 境内 に ある 茶屋 。 
奈良 県 産 の 白 味噌 で 仕上 げ 
る 月 替り の 万 葉 紗 (1100 
円 ) が 名 物 。10 月 は 「 栗 と 
さつま いも 」 が 登場 


回 奈良 市 春日 野 町 160 

男 0742-27-2718 

目 10:0016:00 

国 不 定休 (ウェ ブサ イト 参照) 
www.kasugatalsha 
orjp/ninaljyaya 


絢 1300 頭 の 鹿 が 芝生 で 戯 


15:00 14:00 12:00 10:30 10:00 8:00 
帰 奈 鹿 |9 舌 ラ 奈 鹿 |@ 鹿 奈 |9 チ 奈 朝 心 奈 
路 良 の 鼓 ン 良 の 良 食 の 良 
2N 土 舟 を チ が 有 舟 町 を 込 町 
産 和 打 T 詰 中 宿 い も 宿 
て ヽ てい (の 2) ま 1 の 紀 だ た 紀 
お 土産 に ! | に た 寺 寺 
奈良 給湯 呑み | 」 す に こ の く の 
ッ ン 家 家 2 日 目 は 「 紀 寺家 の 朝 ご 
で は ん で スタ ー ト 。 自家 製 玄 
米 、 土 負 で 大 る お 味 昌 汗 な 
6 ど 素朴 な 味わい を 括 能 
Ki ぃ 、 
返 ニー 
時 
ゥ 
[字画 明 回 人 所: 
ee 8 0 二 
+ 画 還 っ る jp/shikanofune の 奈良 公 因 


詩 の 廊 


明 光 案内 所 、 食 営 る グロ ー 
サリ ー、 レ スト ラン る 喚 失 
室 の 3 つの 建物 か ら な る 複 
合 施設 。 茶 の 湯 学校 、 特 別 
講座 や 企画 展 な ども 開催 


回 所 在 地 証 電話 番号 回 営業 時 


| 
回 0742-94-5520 


00 16:00 
叫 、 火 曜 (隔週) 


れる 自然 豊か な 公園 。 周辺 
に は 東大 寺 、 異 福 寺 、 春 日 
大 社 、 正 倉 院 な どの 世界 條 
産 が 点 在 


回 和良 市 春日 野 町 ほか 
http:/7nara-park.com 
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料金 回 定 休日 


奈良 くる み の 木 ・ 石 村 由 起 子 メ 映画 監督 ・ 河 瀬 直美 
「 わ た し が 想う 、 奈 良 の た か ら も の 」 


・ 対 ・ 談 ・ 企 ・ 画 


・ 別 


特 


石村 さん と 河瀬 直美 さん の 対談 が 実現 。 カ フェ を 


雑貨 店 オー ナー、 


ロ 閣 @ 吉 林寺 本 ャ ー く ヘー つらい ホ トー ドロ mm で や ピ 
| 画 太 補 本 一 SHw 党 内 生 め AN か Ri MRSA 

講 。 一 症 凸 へ S 沖 末 如 や ホー トロ つつ お SA TK ミ 系 KN 

衝 ) ) う 6TT) ) う 6 46 ニ ま ロー 汗 
に Git0RkAJui0R ル ei に が YS ES ご NNSZaYeO0SrEOYI2LSO 

3 コ 『 括 を さ 

利 忠 ロ 遇 っ 層 や yo に すき NMS2505uii 本 Sg 
ヶ g 涯 避 近 くさ 三 両 て 8 上 語 』 重吉 0 
ー に 水 ミ ご 1 の に まこ の 2 
や 秋 代 計上 室 本 や 6 人 fm エーー 因 に 3 本 あま きま 0 SQ 堆 喜 介 捧 東 つや で つっ 時 
回 | レレ まま 衣 モ 楼 や ご や 了 棚 明 QTN っ ag 人 SD) で せ 窟 下 人 2 会 ADW 本 


っ 吉 や や りつ 合 や お トード“ 橋 茸 せ 
[ 培 を さ 」 ト 提 | 瀧 包 や つく 遇 避 起 環 時 全 の や 
叶 る mW) 生 6 っ っ 生 WS っ G 並 定 く 人 で 所 や いじ 
過 定 や さ 康 罰 0 さ " ね べ ね 人 人 っ QP WS 宮中 SQ 加 
牙 G キ ー ミ ー へ へ や つじ RS っ Kーー ホ ー ロ 思っ 直 和 やり 
要 尾 人 必 惑 つ 4m っ SQ つや ^ 穫 公 つ 史 入 つぐ Se 世 定 全 村 
回 っ ロ 科 半井 0 し | 
っ te っ 愉 穫 日 ス ロ " 相 長押 梓 P 介 人 Q 全 補 代 本 
表 団 は いろ じ 了 D し | 5 抹 加 選ば つい 無休 六 ロ コピ 
っ 品 3 補っ 5 っ 時 窟 全 ご 軽 弘 時 曳き や いで 
っ Op っ た eS で 6S? 拘 項 癌 ロロ お 
つ Sxop で コバ っ ンズ く 、S ( 元 )? 
尽 尾 : 11 忌 天 の っ で も る 華 っ やつ 


映画 監督 と それ ぞ れ 異な る 立場 


に 
に は ECEOCEEcY く 介 ま ご) 

表 ゃ 固 父 表 固 味 ]S へ や で ( 赤 )? 記せ 己 @ 奈 人 る で 計 鶴 促 給 
思 SS ー 倒 K 家 か や か 宮 章 唱 味 @ 宮 品 和 を 詩 
0 つじ っ 坦 量 委 で らい ・ や ふ mG 玩 避 " 恒 り 悪 Q 旦 G 届 帳 ロ 

る 記 り 本寺 め さら 表面 胡 | 邊 や 9 ズ で @ 到 仙 De 
の SNー ャ 人 時 要り っ 「ー 近 全 お 究 族 史 屯 っ ね や” 過 打 枯 り 
ゝ キー く < ヘー] や つね "居り ので 抽 62 電 S8IAKS 佑 RS 人 
まさ | で り G 家 男 只 っ 交 基 半球 員 で 千 つ いろ ee 
ご 上 と がく たこ いま こい WO 1 本 
話し に る と と だ 97 が バ SCEy) AE) 表 回 詩 の 椅 や しら vo 柱 湖 を さり つっ 忠恒 ロ 島 思 村 っ 悟 時 人 
本 計 バ ろ っ ズ 、 ねっ つ 昭 信人 で ーー 時 つ せ し @ 押 玩 還る つ o NOSR お 208 株 WS 人 SS 間 
$ で ゴ 必 必 :「 く <] や "る き g TSy 1 PTW 
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euide_2 清澄 の 里 粟 ・ 三 : 


結 瓜 (し まう り )、 大 和 芋 、 十 津川 きゅう り 、 大 和 丸 な す 、 宇 陀 大 納 言 小豆 な ど 、 三 浦 さ 
ん た ち が 育 て る 大 和 の 伝統 野菜 の 一 部 。 種 採り も 行い 、 自 ら 種 を 未来 へ と つない で いる 


文 = 小久保 よし の 写真 = 都 忠 ユウ タ rexc Yoshino Kokubo phoro: Yura Togo 106 


迫 避 や 中 S 貞 選出 拉 史 包 @ じ か や 征 無 普 衝 で 
に 3 くだ こい バー た 
党 補 人 っ で や ミュ 送 つ つね お やら 諸 求 賞 だ 
つつ 品 信 7 立 っ 占っ 並 守 く の 回 ンー で ね お" 


「 森 の オー ベル ジュ 星 咲き らら 一 ] の ラン チコ ー ス の 一 品 「 甘 鯛 の ウロ コ 焼 き ]。 曽爾 


品 


に 。 ラ ンチ コー ス は 前 葉 か ら デ ザー ト ま で 6 一 7 


色 鮮 や か 6 


村 産 の トマ ト な ど を 添え 、 
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清澄 の 里 粟 


奈良 市 に ある 、 
経営 する レス トラ 
さん た ち が 育 て た 大 和 の 伝 
統 野菜 を 使い 、 素 材 の 味 を 
丁寧 に 引き 出し た コー ス 料 
理 を 食べ る こと が で きる 。 
また 、 テ ラス か ら は 奈良 盆 


地 を 見 下ろ すこ と が で き 総 
景 だ 
文 日 や つま っ を 
化 ま 文 実り を て の 
や ゃ や で 化 は の い 両 
歴 綿 が ` と 中 ま 方 
史 々 は 古い で す を で 
と じ 都 う 江 一 感 時 提 
発 受 ま ・ キ か じ 。 供 ま 
笠 け っ 奈 | び 大 す ヵ 
を 継 た 良 ワ い る は 
め が 土 は | が た レ 風 
" れ 地 い ド っ だ 人 に 
て な ろ た き 6" ト 上 
いん い の た 2 e 
る で ろ が い た 2 人 
大 す な 。 ココ な 8 ! 清 が 
和 “も 則 ー 邊 
の 今 の 遇 な の 
む 
大 
和 
MI 大 和 の 伝統 野菜 っ て な ん で すか ? 時 
・ 戦 前 か ら 奈 良 で 生産 され て いる 
・ 地 域 の 歴史 や 文化 を 


受け 継い た 独特 の 栽培 方 法 
*・ 味 、 香 り 、 か た ち 、 由 来 な ど に 
特徴 が ある 


奈良 県 が 上 記 の 条件 を も と に 認定 し て 


いる 野 葉 を 「 大 和 の 伝統 野菜 ] と いう 
大 和 ま な 、 宇 陀 例 ご ぼう 、 千 筋 みず な 
な ど 、20 種 類 が され 、 

は それ ら を 育て る 県 内 の 生産 

る な どの 活動 も し て いる 


森 の オー ペル ジュ 
星 咲 一 きら ら 一 


profile 
2019 年 7 月 に オー ブン し 

た 、1 日 1 組 限定 宿泊 の オ 人 

ー ベ ル ジ ュ 。 料 理 は フレ ン 1998 年 か ら 奈 良 県 内 の へ ヽ J 
チ が ベー ス で 、 食 事 の み の 在 来 作物 の 調査 研究 と 栽 


利用 も 可 。 完全 予約 制 。 オ 
ー ナ ー の 愛田 秀 人 さん ( 写 
真 左 ) は 、P185 で 紹介 し 
た 「NAFIC] を 卒業 し 、 独 
立 し た 


培 保存 を 開始 。 種 を 未来 
に つなぐ 活動 に 加え 、 近 
年 は 地域 の 宝物 を 見 つめ 
直す 「7 つ の 風 ] の コン 
セプト を 提唱 し て いる 
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由 島 人 給 か い 
し ご 。 率 
〔 Pa 
い 9 
る 大 
を 
れ 
で 3 

F の 

陀 舞 

市 台 


いま の な みじん で 3 


石上 神宮 


国宝 の 「 七 支 刀 (し ち し と う )」 な ど 多 く の 文 化 財 が 保管 され て いる 。 また 、 拝 殿 も 
現存 する 最 古 の も の で 国宝 に 指定 され て いる 。「 奈 良 に 来 て か ら ず っ と 好き な 場所 な 
ん で す 」 と 三浦 さん 。 素 朴 で 優し い 空 気 が 漂い 、 訪 れる と 落ち 着く の だ そう 


美 論 次 


* 必 レー ネ ミ テト 


森野 旧 薬 園 


森野 藤 助 ( 窒 郭 ) に より 創 
日 本 最 古 の 民間 
写真 は 、 薬 園 の 
植物 な ど を 窒 郭 が 描い た 全 
10 巻 の 松山 本 草 」 が 執 
筆 され た 桃 岳 庵 と 呼ば れる 
浦 さん は 「 あ の 本 
が ここ で 描か れ た ん で す 
か ! 」 と 驚い て いた 


な 思 る っ 人 
旅 い 知 “た 柄 
か を 的 お も 
ら 馳 好 料 よ 
・ せ 奇 6 
目 る 心 タク 
指 と 美 大 
す の 味 和 
y さ 腹 し 野 
き も を い 業 
未 し 満 9 
ド た す ふ 
が も も ん 
見 た ま 
えら 歴 絶 ん 
5 昌 頂 に 
《 ん に す 使 


。Xrtmr 半 人 ※ さ て rr 計 S と 


\ ら 8 天 注 田 NG キー 。 革 符 う 亜 rm 


講 吉 注 冊 と ら 廿 ら 装 


「 一 いぶ ww 一 混 ) 


各 遇 . 喜 


に た 


サ 」 


ヽ ヾ ン 
人 Mag Upgw@U NOG@ sy Masaywts6 Omega 王 吟 あ F 一 
三浦 さん が 提案 する 、 奈 良 盆地 か ら 大 和 高 原 を めぐ り 、 奈 良 の 「 は RS 


じ ま り 」 と 歴史 を 感じ られ る 旅 へ 。 距 離 ・ 時 間 的 に 無理 の な い 、 
りや すい コー ス に な っ て いる 。 ス ター ト 地 点 の 「 清 
店 の アイ ドル で ある ヤギ の ペー ター くん も お 出迎え 


10:00 18:00 15:00 12:00 11:00 
co う / 
を 曽 散 曽 タチ 星 森 |O 秋 清 8 |1@ 清 |⑨ 近 
味 耳 策 二 食 3 咲 の の 酒 8| 湯 鉄 
わ 高 し 高 と クオ | 礎 発 "ol の 奈 
う 原 な 原 朝 イ き | 上 | 林 祥 。 8| 里 良 
ビ が を と | 沙 坦 9 生 | 馬 
ル 由 ? ジ 正 |@ 昼 ー 
あ 当 上 に に 食 く 
ら は 
で IGG 


秋 に ぴっ た り 
の 自信 作 1 


倶 留 草山 (くろ そ や ま ) の ふも と O 写真 は 「 星 咲 」 の 季節 ご と に 内 容 が @ 「coto coto] で は 大 和 の 伝統 野菜 を 


に 広がる 飼 開 高原 。 秋 に は スス キ 替わる ラン チコ ー ス の 一 例 。 奈良 県 産 の 使っ た 料理 の ほか 、 か き 水 の メ ニュ ー も 。 
が 一 面 を 覆い 、 美 し い 景色 を 楽し 素材 を 中 心 に 、 日 本 人 の 口 に 奈良 市 は 水 の 食 文化 の 発祥 地 で も ある 。 
め る 。 ク ラフ トピ ー ル も 好評 。「 本 チ を 見 事 に 表現 し て いる 。 ま た 、 coto coto 写真 は 、 糖 度 の っ 高い カボ チャ ・ ロ ロン を 
当 に 美味 し く て coto cotol で 人 さん は 日 本 ソム リエ 協会 の 奈良 支部 長 料理 長 ペー ス に し た ソー ス を か けた 「 か ぼ ち ゃ 
も 提供 し て いま す ] と 三 清 さ ん で 、 ワ イン も 楽し むこ と が で きる 大 田 雄也 さん の キャ ラメ ル か き 水 ] 1012 円 


@ お 旬 の 湯 本 の オー ベル ジュ 星 咲 一 きら ら 一 9 香 提 山 正 盾 寺 @ coto coto 
県 内 で 人 気 の 高い 温泉 施設 。 と ろ と ジュ 高い 済 の 人 の 池 。 計 相 は P120 で 「 杯 」 の 姉妹 店 。 カ ジュ アル な 雰 。 三浦 さん が 運営 する 、 大 和 の 伝統 
み の あ る 泉 質 と 露天 風呂 が 老若 男 リア に あり 、 ガ ラス 張り の 店 内 か 紹介 。 日 本 酒好き の 三浦 さん も こ 較 気 営業 し て いる 。 駅 近 の 繁華 野菜 な ど を 楽し め る レス トラ ン 。 


女 に 好評 で 、 地 元 の 人 も 観光 客 も 
れる 。 土 産 を 買う こと も で きる 


回 奈良 県 中 能 郡 堂 内村 大 字 
太良 路 830 


11:00 21:00 
(最終 克 付 20:00)、12 一 3 月 は 
20.30 (最終 受付 19:30) 

水曜 (祝日 の 場合 は 笠 日 休 ) 
www.son-kogencomVhotspring 


ら 望 む 田畑 や 山 の 景色 は 絶景 。 食 
事 の み の 利用 の 場合 も 予約 を 


回 奈良 県 宇陀 郡 党 隔 村 小 長尾 


こ を 愛す る 一 人 。「 清 浴 の 里 栗 」 
か ら 車 で 約 8 分 の と ころ に ある 


回 奈良 県 奈良 市 菩提 山 町 157 


(食事 の み 。 い ずれ も 最終 入 店 
2 時 間 前 ) 回 水曜 

回 1 泊 2 食 付 2 名 6 万 1600 円 
( 税 ・ サ 込 ) 

www kirara-soni.com 


ー 16:00 (12 一 2 月 ) 
回 50o 円 
http:/shoryakujijp 


に ほど 近く 、 観 光 に 便 


奈良 県 奈良 市 東寺 林 町 38 
( 姜 市 な ら まち セン ター 1F) 
0742-22-6922 

目 11:0 一 17:00 
(LO16:30) 

目 火 宮 
www.kiyosumijp/cotocoto 


野 葉 に つい て は 料理 提供 時 に 丁寧 
な 説明 が ある 。 予約 制 


回 奈良 県 奈良 市 高 桶 町 843 
0742-50-1055 

:45 15:30 (LO)) 
還 火曜 、 不 定休 
wwwrkiyosumijp/ 
kiyosuminosato 


回 所 在 地 電話 番号 目 室 数 回 価格 回 営 業 時 間 還 料 多国 定休 日 
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a 
W N 
ーー 
ぎ 。 
販 剛 高原 温泉 「 お 亀 の 湯 ] は 、 ナ トリ ウム 炭酸 水素 
業 の 館 O 「 楽 上 ] に は 、 薬草 の 資料 や 、 昔 の 製 会 社 の レト ロ な 看板 全 還 村 場 泉 。 湯 に と ろ み が あり 、 且 が し っ と りす る と 時 
楠田 民子 さん つも の 製 華 社 の 創業 者 を 奪 出し て いる の は 、 奈 良 が 誠 れ る こと 銀 光 振興 公社 訟 天風 呂 か ら 望 むこ と が で きる 雄大 な 景色 も 人 気 だ 。 館 
と 三浦 さん 立花 弘 晶 さん 内 に は 、 捧 土 料理 を 楽し め る 食事 処 や 土産 物 店 も ある 
17:00 15:30 13:30 12:00 11:00 
- - 1 
石 |@⑨ 業 宇 |@ 見 森 |9 薬 |I@ お |@⑨ 
中 の 陀 | 学 野 草 亀 
計 神 館 店 | し 旧 料 の 
れ 宮 宮 亡 歴 | た 薬 理 湯 
2 を へ 更 | 後 誠 
参 文 | は を 願 り 
へ 約 250 種 類 の 拝 化 e 寺 の 
草 木 で す 館 て レ 
4 8 ッ 
量 の 
5 食 紀 


〇 「 大 応 寺 」 の 薬草 料理 。 [森野 
旧 業 彫 ] を 営む 「 森 野 吉野 葛 本 
富 」 の 本 葛 を 使っ た ゴマ 豆腐 や 
葛 の 刺身 の ほか 、 薬 草 の 天ぷら 


の 「 こ こ に 育つ 楽章 の 
Aa 全部 が 好き 。 石 と 石 の 
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石上 神宮 間 か ら 顔 を 出す 姿 すら な ど を 味わえ る 。 繊 害 に つく ら 
権 捕 宜 礎 野 旧 薬 園 いい な と 思い ます ] と れ た 品々 に “はじ め て の 食 感 ・ 
道上 昌幸 さん 麻 野 療 子 さん 閑 野 さん は 話す 味 "を 覚え る 人 も 多い だ ろう 


1 金 上 純 米酒 奈良 うる は し 
無 濾過 生 原 酒 2019 
1430 円 (720m) 


② 花 巴 水 も と 純 米 木 樋 仕込 
無 江 過 生 原 酒 2019 
1650 円 (720%) 

3 座長 菩提 も と 純 米酒 
無敵 過 生 原酒 2020. 


登 酒店 
登 和哉 さん 


で ① 奈良 の 地酒 を お 土産 
と し て 買う な ら 、 ぜ ひ 「 登 
酒店 さん へ ] と 三浦 さき 
ん 。 情熱 を も っ て 酒 の 楽 
し み 方 を 広め て いる 登 
(の ぼり ) さん が 、 特 徴 
な ど に つい て 詳し く 教え 


O 生 陀 市 歴史 文化 館 「 薬 の 館 」 


業 業 の 繁栄 を し の ぶ 資 料 館 。 薬 問 
屋 だ っ た 旧 細 川 家 の 建 物 で 細川 
家 は 藤 涯 商店 ( 現 ア ステ ラス 製薬 ) 
を 創業 し た 藤沢 友 吉 の 母方 の 里 


回 奈良 県 宇陀 市 大 宇陀 上 2003 
画 0745-83-3988 


目 月 
(いずれ か が 祝日 の 場合 、 水 曜 休 ) 


1650 円 (720m) て くれ る 回 310 円 
示 co 2 も 
超 藤 、 コ ー ツ 4 
に \ 昌 奈良 県 
也 


陀 市 歴史 文化 館 
「 華 の 館 ] 


森野 旧 業 園 - 9 


の 呈 旧 秒 国 


享 保 年 間 に 開か れ た 、 日 本 最 古 の 
民間 薬草 園 。 保 存 栽培 を 目的 と し 
て 、 約 3000 坪 の 敷地 に 約 250 種 
類 の 秋草 木 が 栽培 され て いる 


回 奈良 県 字 陀 市 大 宇陀 上 新 1880 


3 系 還 料 理 大 大 寺 


50 年 近く 、 薬 草 を 使っ た 滋味 深 
い コ ー ス 料理 を 提供 し て いる 寺 。 
約 2000 業 の 敷地 で は 、 さ ま ざ ま 
な 薬草 が 育っ て いる 


回 奈良 県 宇陀 市 大 宇 能 捨 生 736 
加 ! 0745-83-0325 ( 要 予 約 ) 
回 11:30 14:00 

練 不 定休 

www11.plala.orjp/ 
mrfitfuls/dalgangi.htm 


0 全 洒 店 
地酒 や 全国 の 銘酒 を 提供 する 酒販 
店 。「 奈 良 が 誇れる 酒屋 さん 」 と 


三浦 さん 。「 テ イス ティ ング も 可 
能 で つい 長居 し て し まう ん で す ] 


回 奈良 県 天理 市 田井 庄 町 555 


五 上 守 き 


日 本 最 古 の 神社 の ひと つ 。 拝 典 後 
方 の 禁足 地 か ら 多 く の 重要 文化 財 
が 出土 し 、 神 庫 ( ほ く ら ) に 国宝 
「 二 支 妃 」 な ど が 保管 され て いる 


国電 天 市 町 394 
743-62-0900 

の 出 より 日 没 まで 
(御門 内 の 参拝) 

加 な し (御門 内 の 参拝) 
wwwiisonokamijp 


euide_3 中 川 政 七 商店 ・ 中 川 政 七 さん 


【 


奈良 市 ・ な ら ま ち に ある 「 遊 
中 川 本 店 ] に て 。 中 川 さ ん 
が 手 に し て いる の は 、「 花 鹿 
の 一 輪 挿し 飾り 」 4180 円 。 
秋 の 彩り を 暮らし に 取り 入れ 
る し つら い に お すす め 


溢 い た ゆい 


に 


1) 


ー エ 生き 


カ 
し 


rmt の 


な だ 
必 と 
要 思 
と う 
さ ん 
れ 電 
な す 
4 
な 
っ 


次 Taug 


r 


NN 中 一 ぶ く さ do[Poo 


錦 光 園 


室町 時 代 に は じ ま っ た 奈良 の 伝統 工芸 、 


奈良 時 を つく る 工房 。 生 の 星 を 手 で 所 
っ て つく る 「 に ぎり 墨 」 は 、 手 の 型 や 


指紋 が 付く 世界 に ひと つの オリ ジ ナ ル 。 


年 中 体験 で きる 工房 は ここ だ け 写 
真 は 実際 に 中 川 さ ん が 体験 し た も の 。 
体験 時 間 は 30 一 40 分 。 予 約 制 


政 に へ 
E す 
商 る 奈 
店 ! 2 
ーー 良 
の を 4 ご 
ンー 2 
和牛 
0 欄 も 
E 提 い 
の げ ま 
中 る と 
川 ー 
政 中 
E 川 
eg 入 出 
コ 人 合 
56) 任 う 
8 施 施 
Ra 設 作 
ご で の 
カ は 
も プ じ 
の ま 
よる 
1 シ 9 
香 ? 
芝 シ \N、 ノ 
ed 拉 

攻 ら 
実 も 
は あ 


| 奈良 の 伝統 工芸 っ て 何 が ある の ? 


川 さ ん が P132 で 紹介 し て いる 


profile 
な か が わ ・ ま さ し ち 


奈良 県 生ま れ 。「 中 川 政 モ へ J 
商店 」、「 遊 中 川 」 な ど エ 
芸 を ベー ス に し た 雑貨 プ 

ラン ド を 確立 し 、 全 国 に 
直営 店 を 展開 。 近 年 は 奈 
良 の まち づく り を は じ め 、 
地域 振興 に も 取り 組む 
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オフ ィ ス キャ ンプ 
東吉 野 


2015 年 、 東 吉野 村 に 
生ま れ た クリ エイ ティ 
プ の 交流 拠点 。 村 の 事 
業 と し て 誕生 し 、 運 営 
管理 は 、 村 内 の クリ エ 
イタ ー が 担う 。 左 写真 
は 吉野 杉 や 吉野 栓 を 使 
っ た 「tumiisi| (9900 
円 )。 同 施設 や 中 川 政 
七 商 店 近鉄 百貨 店 奈 
良 店 で も 販売 し て いる 


き 数 プー い 農 コー 払 ど デ 吉 ン て が 

る 多 が つる か F いえ が ィ 4 野 グ い 工 

と くく あく 一 さき 芸 ま ば 所 レー の る 芸 

こつ りり うり 北 を の 全 仕 属 ク は ス "の 

ろ 〈 ま 手 条 深 国 事 タ いい ペ 東 未 

5 る す に 工 め 出 上 で が る | ま 1 吉 来 

対 場 * は 務 る 口 で 盛 で 組 や さろ ス 野 の 

谷 エ パ 店 王 ーー 大 り き 織 デ に Q_ 村 た 

て に 房 エ ー を い 中 と 切 ト る で ザ を そ を オ の め 

作 は は 房 が コ な こし な が ス イイ れ フシ に 

家 合 旋 と 運 ン が て こ っ ぺ 施 ナ を ィ イェ 大 

は 理 社 作 営 選 勧 と が エイ | 設 | 体 ス ア 切 

人 的 の 家 し プー 器 め ー、 イ い ス 利 い 現 キ えよ だ 

気 に 上 の ト 住 史 て ぁ ぇ タタ る で 用 写 し ャ ュー 

に 対 う 2 い に ま ご ( ゐ 1 産 も 料 真 た ン ツ と 

な 応 に タク し い れ は が 地 あ を 施 プ 1 考 

人 て の 伝 た くい に る 支 設 東 キ ぇ 

ス て ラ 前 買 る ん ま 年 $ 性 一 ら 5 ト 奄 ぃ いす うと 

の い イ は う の な す 暮 の は 今 れ に 意 る 方 作 

時 ま フ プ か か 価 “らら の 後 る する 後 の 奈 々 品 

代 す スロ と ど ? 値 どす 後 そ の 、 る 楽 - が 良 の の 

に が タダ う 2 を 観 ん > ろ の エフ つ フー 葉 上 で 出 値 

進 ィ ク かれ や な 人 に 土 芸 〈 堀 ム らい 口 段 

りり 今 ルト が が 考 人 ? い 地 ゃ りら 内 ぉ て 所 いぶ が が 

の 後 の の を プ ぇ え 生 に ぁ る の も ゃ ゎ 考 果 店 く ピ 役 ギ 」] 

に は 時 時 右 品 方 を な い ) 宣 呈 還 割 ャ Y 刻 

全人代 代 # グ を まる る を 材 づ 価 面 を た 多 を 2 ゅ 

Good Job! ペイ ャ * れ ク も みる と こ < 交 下 条 きま 
/ い フ る ト う 信昌 ここ 々 ( 観 - つ の よ た 1 

セン ター 香芝 いい ちこ マ 記 で り だ な ン す た す 

ま ス ちょ 。 ム に て と い 長 よ sg ャ が ヒー し な る 

進 | 工房 を も っ 福祉 施設 で あり 、 すろ タ れ は と 表 い の 呈 ダ で る ん 。 
化 | 地域 に 開か れ た 空間 と し て 2 まあ も 二 三 で 

メ も 機能 。 張 り 子 の 彩色 や 組 地 2 


kN 


み 立 て 作業 は 手 仕 事 で 仕上 
げ る 。 右 は 「 鹿 コロ コロ ] 


ーー き S 
難 


ナ の 中 川 政 商 店 ペー ジョ ン 
更 (写真 右 ) と 同 施設 限定 商 
5 品 (写真 左 ) 各 3300 円 
を 

上 


は 


まこ 


人 Ngg リ YPg@( 人 NO@ by OMWasgsel6 Natsggawg 


中 川 さ ん の 「 工 芸 は 時 代 に 合う よう に 変わ っ て いく べき だ | と いう 
視点 か ら 、 い ま の 時 代 の 工芸 の 変化 を 感じ られ る ス 』 


プロ ダク ト だ け で な く 、 つ くり 手 の 価値 観 を も 楽し め る と 、 旅 は お 
も し ろく な る 。 工芸 と いう 軸 で 見 た 奈良 に 、 


14:30 12:oo 
+ 本 
茶 |@ 遊 |⑩ 
論 
で 川 
ひ 
と 本 
休 
2 な 
買 
い 
物 


@ 茶 論 で オリ ジ ナ 
ル 販 売 し て いる 、 つ 
くり 手 と し て 名 高い 
凌雲 穴 の 西岡 良弘 氏 
の 監 製 に よる 唐津 焼 
の 茶 。 租 薬 の ち ぢ 
れ や 土 の 味 わい な ど 
が 特徴 。「 唐 津 茶碗 」 
4 万 1800 円 


「 に ぎり 量 ] ペ 
ぜひ 体内 を | 
O 茶道 と つながり 
の 深い 進 中 川 らし 
く 茶道 具 の 保護 袋 か 
ら 着 想 。 正 倉 府 の 宝 
物 を モチ ー フ に し た 
錦 光 園 柄 の 「 布 ぬ の 巾着 
七 代目 墨 匠 プロ ッ ク ブ リン ト 
長野 睦 さ ん 鹿 章 木 」 5500 円 


新鮮 な 表情 が ある は ず 


ッ ト を 紹介 。 


ーー で ヤレ 


@ 遊 中 川 に 併設 され た 茶道 プラ ンド 
「 茶 論 」 で 提供 し て いる メニ ュー の ひ 
と つ 薄茶] 1100 円 。 京都 * 字 治 の 「 丸 
小山 園 」 の 抹茶 を 名 和 で いた だ ける 


すす め 


の 傍 中 川 で 販売 し 
て いる お 菓子 向 「 吹 
き 寄 せ ] 1944 円 。 
許 型 の 最 中 皮 や 落 座 、 
コン ペイ トウ な ど 、 
日 本 の 千葉 子 が 詰 ま 
っ て いる 。 土産 に お 


人 0 中 川 政 商 店 の 
ん ペ ベストセラー で ある 、 
mn 奈良 の 工芸 ・ か や 繊 
を 2 枚 重ね で 仕立 て 
た 「 花 ふき ん ]」。 薄 
手 で 目 が 粗く 、 明 水 
性 や 速 昌 性 に 優れ て 
いる 。 各 770 円 


オフ ィ ス キャ ンプ 東吉 野 の Good Job! セン ター 香芝 


東吉 野村 の コワ ー キ ング で あり 、 2016 年 に オー プン し た 福祉 施設 。 
クリ エイ ティ ブ の 交流 拠点 。 移 住 1 階 に は カフ ェ と ギャ ラリ ー、 デ 


希望 者 に と っ て の “入り 機能 ジタル 工作 器機 が 揃う 工房 が あり 、 


も も ち 、 さ ま ざ ま な 活用 法 が ある 2 階 に は ショ ッ プ が ある | 


奈良 県 吉野 郡 東吉 野村 回 奈良 県 香芝 市 下田 西 2-8-1 
小川 610-2 0745-44-8229 

目 1000 一 17:00 

(カフ ェ ・ ス ト ア は 11:00 …) 
回 火 ・ 水 曜 国 日 曜 、 祝 日 
http:/officecampjp ttp:7goodjobcentercom 


@ 呈 回 


明治 時 代 か ら 奈良 墨 を 手づくり す 
る 工房 。 菓 子 森 型 時 や 記念 時 の 製 
造 も 。「 奈 良 里 の 案内 役 ] を 目指 
し 、 情 報 発信 な どの 活動 を 行う 


奈良 県 奈 委 市 三条 町 547 
0742-22-3819 

目 900 一 19:00 

(に ぎり 時 体験 、 事 前 要 予 約 ) 
目 不 定休 
https:/kinkoenjp 


夫 語 (さろ ん ) 奈良 町 店 の 壮 中 川本 店 


道 文化 の 入り 口 を 広げ る "を 日 本 の 染色 技術 を 生か し た 布 小物 
ビジ ョ ン に 誕生 し た 茶道 プテラン ド 。 プラ ンド の 本 店 。 機 織り の 道具 や 


貸 120 年 以上 の 町 屋 を 改修 し た 1925 年 に バリ 万 博 出 品 の ハン カ 
店 内 で 窒 茶 や 茶道 具 を 楽し め る チチ が 展示 され 、 老 舗 の 趣 も 感じ る 
回 奈良 県 奈良 市 元 林 院 町 31-1 回 奈良 県 奈良 市 元 林 院 町 31-1 
加 0742-93-8833 0742-22-1322 
E 17:30 (LO) 18:00 ※ 時 短 営業 中 
※※ 時 短 合 業 中 
rmasashichijp 


https:/salon-tea jp 


在 地 証 較 電 話 番号 還 室 数 回 価格 田 営業 時 間 還 料金 国定 休日 
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Good Job! セン ター 


の Good Job! セン ター 香芝 の 2 階 に は 、 オ リ ジ ナ 


⑥ HJ GALLERY に は 、 作 家 の 作 品 な ど を 展示 する ギャ ラリ ー の ほか 、 カ レー や ドー ナッ 香芝 ル 商品 の みな ら ず 全国 の 福祉 施設 か ら 仕入れ た 雑貨 
ドリ ンク を 提供 する カフ ェ 、「Scye] な どの 衣類 の 販売 を 行う ショ ッ プ も ある 。「 丁 寧 に : 副 セ ンタ ー 長 や 衣類 を 販売 する ショ ッ プ と スト ッ ク ル ー ム が 。 ユ 
ら す ] を コン セプト に 各 数 室 や 展 質 会 、 イ ベン ト も 企画 開催 し て いる 尊 井 亮 英 さ ん ニー ク な 商品 に 柱 祉 の 可能 性 を 感じ る 
16:30 14:30 12:00 SS NN 18:00 16:00 
+ + + 2a aay 
ェ |9 奈 | 堀 |I9 ォ |@ ーーーーーー ホ |J|@ エ 進 セ Ip|9 
財 良 | 内 ラフ テ |w 装 化 ン |S 
5 三 | 果 田 ル | マ 品 を タ |a 
局 条 | 実 ス 奈 | リ に 続 115 
店 | 園 中 良 | オ 出 け 理 |g 
mm 上 ヤ O Good Job! セン ター 香 ツ ト に 
コ で 8 却 で 人 気 の 張 り 子 。3D プ で 合 る 肥 
に 3 軽 ン リン ター に よる 型 、 レ ー ザ 宿 ト う 
3 プ ー カ ッ タ ー で 切っ た パー ツ に 
食 東 な ど で 製 作 「 ア マビ ェ ] 泊 
ビ ョ 2200 円 『「 グ ッ ド ドッ グミ 
に ] ニ 」 1980 円 
野 
へ 
堀内 果実 国 の 
ドリ ンク 「 い ちご 
柄 ミ ルク ] 660 円 。 
証 都 華 や あ すか ル 
ビー と いう イチ ゴ 、 
場内 果実 周 の 本 を 
使用 し て いる 
堀内 果実 園 
取締 役 
堀内 奈穂 子 さ ん 
っ 


の 「 フ ルー ツ を お か ず に | と いう アイ デ 
ア か ら 衣 生 し た 「P サ ンド ] 880 円 。 バ イ 
ナッ プル や ベー コン な ど が 入っ て いて 、 革 
さと し ょ っ ぱ さ が お 腹 を 満た し て くれ る 


2021 年 春 オ ー プ ン ! 


中 川 政 七 商 店 初 の 複合 施設 が な ら 
まち に 開業 。 族 艦 店 「 中 川 政 七 商 
店 奈良 本 店 ] を は じ め 、 関 西 初 
出店 の 飲食 店 や スペ シャ ル テ ィ コ 
ー ヒ ー 店 、 最 上 階 に は 興福 寺 の 五 
重 塔 を 望む わ オ フィス を 展開 予定 。 
来春 の 奈良 旅 で ぜひ 訪れ て ほし い 


回 奈 県 奈良 市 元 林 詩 町 22 


@ 鐘 光 園 の 新 商品 
「 香 り 星 Asukal 各 
3080 円 。 日 本 の 伝 
統 演劇 「 伝 楽 ( ぎ が 
く )」 を 代表 する 遡 
楼 編 、 力 士 、 異 女 と 
いう 縁起 の いい 面 が 、 
星 の か た 


@ HJ GALLERY 


「 北 条 工務 店 ] が 2020 年 6 月 に 
オー プン し た ギャ ラリ ー。 食 べ る ・ 
着る ・ 住 まう こと の 心地 よい 場 を 
提供 し て いる 


回 奈良 県 奈良 市 三 和 2-4-13-2 
0742- 


日 水曜 
www.hi-gjp 


人 垣内 果実 固 奈良 三条 店 


奈良 発 、 国 産 ド ライ フル ー ツ プラ 
ンド の 実 店 舗 。 中 川 さん が 奈良 で 
は じ め て コン サル ティ ング を 担当 。 
東京 と 大 阪 に も 店 舗 が ある 


回 奈良 県 奈良 市 角 振 町 23 


https:/horiuchi-fruitjp 


人 JW マ リオ ッ ト ・ ホ テル 奈良 


2020 年 7 月 に 開業 し た ラ 
アリ ー ホ テル 。 ス パ 、 レ スト ラン 、 
ラウ ンジ バー が あり 、 マ イン ド フ 
ルネ スプ ログ ラム も 注目 され る 


回 奈良 県 奈良 市 三条 大 路 1-1-1 


回 1 泊 4 万 円 -( 税 ・ サ 別 ) 
wwwJjwmarriott-nara.jp 


くま この 拝 典 を 通し て 三輪 山 
を 拝む 。 神 記 り の 原初 の 姿 の 
ひと つ 。。 拝 既 ば 1664 年 だ 再 
和 さ れ た 国 の 重要 文化 財 


っ yry sy キ = 


有 沙 メッ 


全 


euide_4 今西 酒造 


光 か ら 奈 良 の 風土 に 


1660 年 に 創業 し た 「 み むろ 杉 」 醸造 元 「 今 西 酒造 」 の 14 代 当主 ・ 今 西 将 之 さん 。 
日 本 酒造 り の 聖地 で ある 三輪 で 生ま れ 育 っ た 彼 が 、 土 地 の 歴 史 と 紡い で きた 風土 
を 感じ られ る 旅 を 、 酒 を キー ワー ド に 提案 する 。 多 く の 人 が 訪れ る 場所 で あり な 
が ら 、 い まな お 変わ ら な い 景 色 が 残る 三輪 。 そ の 豊か さ の 源泉 に 触れ る 。 


文 = 土橋 健司 写真 = 山北 商 
texe Takeshi Tsuchihashi phoro: Akanc Yamakia 


「 日 本 書 紀 ] に も 記述 が ある 、 酒 造り 発祥 の 地 ・ 大 神 神社 。 そ の お 膝元 に 唯一 残る 今西 酒 
造 は 、360 年 以上 、「 み むろ 杉 」、「 三 諸 杉 ] と いう 銘柄 で 酒造 り を 行っ て いる 
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せら の みい 記 静 記 活 隔 r 選 注い 亜 み 
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輪 
山 
に 
祈 
り 
老 
捧 
げ 
る 
神 > 寺 
祀 0 
り 50Y65Hig 酒 
の 菩提 山 正 麻 寺 の 
百 
原 清 洒 発祥 の 地 と 知ら れ 、 現 在 も 毎年 1 月 に 酵母 の 仕込 原 
み を 行う 。2 匹 の 龍 に 囲ま れ た か の よう な 雄大 な 山 の 点 
| 敷地 内 に は 、 多 く の 紅葉 が 鮮やか に 広がり 「 錦 の 里 ] は 
ー と も 呼ば れる ほど 。 散策 を し や すい よう に 展 > 箇 所 な 奈 
ょ ど を 増築 中 。1916 年 に 再建 され た 本 堂 も 見 事 良 
ご 
西 に 
回 あ 
ん り 


菩提 配っ て な ん で すか ? 


日 本 酒造 り に は 欠か せな い 配 造り の ひ 
と つ 。 大 正 時 代 に は 消滅 し た と 考え ら 
れ た が 、1996 年 に 正 暦 寺 と 奈良 県 工業 
技術 セン ター な ど が 協力 し 、 復 元 に 成 
功 。 現在 は 奈良 県 内 の 8 蔵 で 、 こ の 菩 
提 配 を 用 いた 日 本 酒 を 造っ て いる 


あめ か もし んじゃ 


大 神 神社 
や 大 物 主 大 神 を 三輪 山 に 祀る 、 日 本 最 古 の 神社 。 三 輸 山 を 中 心 と し た 
境内 は 広く 、 杜 氏 を 祀る 活 日 神社 な ど 、 複 数 の 神社 が 存在 する 。 振 
思 化 殿 前 か ら の 参拝 の ほか 、 片 道 2tm の 山頂 まで の 登 拝 も 可能 。 登 振 品 
の は 狭 井 神社 に あり 、 往 復 で 2 3 時 間 ほ ど 。 時 間 が あれ ば ぜひ 


ガイ ド ツ アー は 


事前 予約 を 


今西 酒造 

1660 年 創業 。「 み むろ 杉 」、「 三 
語 杉 」 醸造 元 。 旨 い の ひ と 言 の 
た め に 、 洗 米 も 10kg ず つ 小 分 
け に し て 洗う な ど 、 手 間 暇 か け 
た 酒造 り を 行う 。 利き 酒 体験 や 
酒 の 聖地 巡 歪 ツア ー な ども 開催 。 


profile 
いま に し ・ ま さゆ き 


1983 年 生ま れ の 14 代 蔵 へ 
主 。 日 本 酒造 り の た め に 、 
日 々 食べ 歩く の が 趣味 。 
「 三 輪 を 飲む ] を コン セ 


9 月 に 吉野 杉 の 木 桶 を 導入 し た プ ト に 、 三 輪 の 地 で し か 
菩提 本 専用 の 酒蔵 も 完成 させ 、 表現 で き な い 酒造 り を 行 
より 文化 的 な 酒造 り を 開始 っ て いる 
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を と 育 し 
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る に) 由 侵 は じ こ た 国 も “ じ 色 山 提 て 

で さき あまの 国 が 酒 て を へ 案 は ほ 
奈良 野菜 を 用 いた コー ス の 煮物 出 れ り 5) 土 が あ も ほ 残 の すし 
で 登場 する 定 益 の ひと 皿 。 前 に 迎 る ま だ 地 な つ ` し し 祈る い 
出過ぎ な い 日 本 酒 の 風味 を 引き え こす と が ぜ た も いて り 旅 で 
立た せる た め 、 水 と 酒 、 少 量 の た と が 思 も こ か ち と た とき を ポ 
黒 積 の み で 味つけ 。 日 本 酒 と 合 息 な 2 うつ こら ろ いた 人 欠 日 
わせ る こと で 、 素 材 の 味わい が 吹 くい ん 豊 で 生ん うぅ 暮 か 々 と 
より クリ ア に 浮き 出る 5 う 6 5 が 由 の 8 旨 い 

に か き し 場 5 E う 

本 ら 6 ま "こし た や 持 の 

ロ の だ 少 そ た も 諸 変 で が 

と 価 を ら 5ー が フワ ダ すわ 基 # 

が 値 し で た で hy を る 帳 

谷 観 て は だ き 記 ・ と 酒 己 

き を 雰 な 歩 る GO 〇 な な の る 

る 変 明 い 〈 と 之 企 (次 

と え 気 と だ っ だ 

思 る も 感 け て ま よ 出 
味 の 風 に し むら い は 多 じ で お ぉ 四 、 り 5 合 一 人 E 
県 外 か ら の ファ ン も 多い 割烹 は 、 まき も ら 和 ずい ら は き に 

すま G ん 半 で で れ 難 の め る は を 上 抹 で 
当日 還 陸 ぶ 709 由 と ー き れれ し 原 す な し 旅 革 マ 昇 る " 新 し ん は 
事前 予約 が 必須 の 1 万 1000 円 つま ば か 初 が い 〈 程 を し か ルル. か を し で ` ヽ 
の 2 コー ス の み 。 地 元 産 の 米 や と せ ?" 触 体 ' モ いと た た いら ト 芋 の の (て き 食 
奈良 の 野菜 (小豆 まで ! ) を 中 気 ん これ 験 こ ノ 学 い と ど を 紡 将 し ょ 余生 つた 中 
心 に 、 先 付け か ら 材 、 造 り に 焼 づ が の ら と の や び ぇ える の い 油 ,、 う 韻 ま 如 酒 酒 
き 物 、 デ ザー ト ま で 8 品 ほど で 《 場 れ も 旅 コ な る こ 本 で ーー て な を れ 品 の に と 
構成 。 メ ニュ ー は 月 替り こ 奈 で な い は ト が と 質 き と 宿 モ 消 変 呈 洗 し 


NIPPONIA 田原 本 
マル ト 青 油 


た 蔵 や 原材料 庫 で あっ た 場所 を 
改装 し た 部 屋 な ど 、 ど の 空間 も 
趣 に あふ れ て いる 。 和 皇室 御 用 達 
で も あっ た マル ト 胃 油 も 現在 復 
異 させ 、 醤 油 し ぼり 体験 (P123) 
な ど を 開催 し て いる 


121 


人 則 gPg TPg ツ @U の で @ (5y Massywts6 0Omam6e0 


能 で きる スポ ッ ト は 、 す べ て 車 で 15 分 園内 。 旅程 
気 に な っ た 場所 で ゆっ くり 過ごし て 、 そ 


中 和 エ リア を 載 | 


は あく まで モデ ル な の で 
の 風土 に 触 れ て ほし 
広い 空間 な の で 、 待 ち 時 間 も 少な い 


い 。 土 ・ 日 曜 は 混 す る こと も 多い が 
暁 ご は ん は 要 予 約 だ 


どこ も 


21:00 18:00 15:30 14:00 13:45 2 
+ + ー 1。r day 
|9 2 味 |O 。 で 白 |9 の 大 |9 8 

西 | 軒 の 休 玉 聖 神 
の | 目 風 憩 屋 地 神 
所 は ( ら ー に 社 
固 際 奏 ゅ 旬 
る も 本 人 |9 8 
m ら 店 | 西 3 
っ コ KG へ 酒 ま を で 
コ タ 間 
へ 食 師 

み む もろ 杉 

ろ ま ん シリ ー ズ 

純 米 大 吟醸 山田 錦 


味 の 風 に し むら 
店 主 
西村 宜 久 さん 


の 平成 24 年 か ら ス タ 
ー ト し た 限定 流通 シリ 四 
ー ズ 。 閑 米 大 本 な が 
ら も 香り は 華やか に は 
せ ず 、 食 中 満 と し て 楽 
し め る よう に 配慮 。 キ 
レ と 本 の 絶妙 な バラ ン 
ス が 食事 を 引き 立て る 。 
9 号 酸 還 山田 鐘 


大 和 三 山 X 
天使 の エピ の カル バッ チョ 


抹茶 ( み む ろ 付 ) 600 円 
の さき 控え め の こ し あん に 
小豆 の 科 を ミッ クス させ た 鹿 
の 子 飯 の 最 中 。 つ くり た て で 
は な く 、 あ えて 崩 と 最 中 皮 が 
な じん で か ら 提供 し て いる 。 
賞味 期限 は 1 週間 と 長い の で 


〇 みち むろ 杉 、KIKKA GIN、 梅 pr 土産 に も びっ た り 
妃 宿 の あら ご し りん ご を 主役 に 
し た オリ ジ ナ ルカ ク テ ル の 大 和 
三山 (1370 円 )。 フ ルー ティ な 
ma 味わい で 、 少 し 衣 っ た 海老 の 香 白玉 屋 菓 刺 
リ と 相性 よし (1870 円 ) 専務 
石河 敏和 さん 


@ THE SAILING BAR 


ビル 最上 階 と は 思え な い 大 人 の 隊 
れ 家 バー。 洋 酒 は も ちろ ん 、 ワ イ 
ン や 日 本 酒 な ど セ レク ト は 幅広 く 、 
コー ス 料 理 も 用 意 す る 


回 泰 良 県 桜井 市 吉備 564-3 
SHR ビル 5F 
0744-49-0040 

回 18:00 一 25:00 (LO) 
引 な し 


wwwsailing-barcom 


で 味 の 風 に し むら 


ュ ラ ンー つ 星 も 獲得 する 割 誠 
料亭 は 、 カ ウン ター の みゆ え 事 前 
予約 は 必須 。 滋 味 深い 味わい な が 
ちら 、 ひ と 皿 ご と に 驚き が ある 


回 奈良 県 桜井 市 大 池本 
1023-3 スミ ヨシ ハイ ツ 1F 
0744-42-7773 ( 要 了 予約 ) 
1:30 一 、 

18:00 一 20:30 (LO.) 

目 月 


白玉 屋 深 毒 本 店 

1844 年 創 工 の 和 東 子 店 で 条 宮 も 
併設 。 代 表 銘 東 、 み むろ の つく り 
方 は 創業 以来 不変 、 大 小 2 サ イズ 
を 用 意 。 地元 民 の お 持た せ に 人 気 


回 奈良 上 桜井 市 三輪 660-1 


旦 

( 茶 宮 10:00 一 18:00) 

還 月曜 (祝日 の 場合 は 笠 日 休 ) 
第 3 火曜 (毎月 1 日 は 党 生 ) 
wwwbegin.orjp/-mimuro 


@ 今 本 酒造 


或 が ある 本 店 に 加え 、 大 神 神社 の 
参道 に も 店 舗 を 構え る 。 こ ちら で 
は お 供え セッ ト は も ちろ ん 、 日 本 
酒 を 用 いた アイ ス な ども 販売 


回 奈 邊 県 桜井 市 大 字 三 輪 510 
0744-42-6022 
http:/imanishisyuzou.com 


大社 神社 


大 物 主 大 神 が 頭 現さ れる 姿 の ひと 
つが 蛇 と いう こと も あり 、 境 内 の 
各所 に は 卵 が お 供え され て いる 。 
卵 と 日 本 酒 の セッ ト を 忘れ な く 


http:/oomiwaorjp 


回 所 在 地 電話 番号 四 室 数 回 価格 回 営業 時 間 還 料 多国 定休 日 


記 】 


別棟 で 、 善 油 も 
つく っ て ます 


@ 70 年 ぶり に 奈良 ・ 


は 、 酸 造 所 の 見 学 や 醤 
油 し ぼり 体験 な ど が で 
きる プロ グラ ム を 用 意 。 


NIPPONIA 翌朝 の 朝食 で し ぼり た 
田原 本 マル ト 醤 油 て の 醤油 を 味わえ る 
木村 潜 幸 さん (事前 要 了 予約) 
17:00 15:00 12:00 re 23:00 
+ 2 day + 
つ 奈 立 |@ 三 |@ ーー マ |=|@ 
BR 09 電 電 ト 5 
2 ( 山 山 NNNII// 癌 |o 
s 箇 正 2 SN ンク 油 | 
チ を 暦 食 ーー sA る 箇 o に ど デ 
本 寺 事 ー 誌 <mmz 一 宿 田 
ッ 光 P コ 処 = 学 情 の 葉 寿 司 も | ーー 泊 原 
タ 散 KG ン ar 店 
8 策 昼 7/ | MN 
食 


若 提 | 
住職 


山 正 訂 寺 
大 原 弘 信 さ ん 


に ゅ うめ ん 880 円 
柿 の 葉 寿司 (さば 2 個 ) 440 円 


の の と 越し と 風味 が 抜群 の 「 糸 
依 プ ム 2 年 熟成 」 を 用 い 
た に ゅ うめ ん 。 大 本 (お お ひね ) 
物 で 、 ゆ で 伸び も 遅く 系 表 本来 
の 味 が 楽し め る 。 柿 の 葉 寿司 や 


いな り 、 本 日 の 寿司 と 一 緒 に 
に ) 深 RM 
内 
K602 
Na 奈良 県 
菩提 山 - 正 暦 寺 
昌 @ 、 
介 自 
疾 る 
に 面 』 


NIPPONIA 田原 本 マル ト 青 油 
穫 
大 神 神社 
白玉 屋 毒 本 店 


三輪 山本 
今井 教 注 ん 


半 提 山 正 盾 寺 


国 指定 重要 文化 財 で も ある 福寿 院 
客 邊 は 、 数 寄 屋 風 建 築 で 欄 絵 や 柚 
同 な ど は 狩野 永 納 に よっ て 描か れ 
て いる 。 借 業 産 園 も 見 物 


回 奈良 県 奈良 市 菩提 山 町 157 
0742-62-9569 

00 一 17:00、 一 16:00 
(12 一 2 月 ) 

回 5oo 円 
http:/shoryakuiLjp 


山本 (食事 処 ) 


創 生 300 年 を 超え る そう めん 会 社 。 


専用 の 小 考 か ら つ くる 極細 の 「 白 
商 ] や 「 泉 依 | な ど 、 そ うめ ん の 
概 金 を 変え る 商品 を 生み 出す 


回 奈 員 県 桜井 市 等 中 880 
回 0744-44-2001 
回 売 店 10:00 17:00、 

9 一 3 月 は 16:30、 
食事 処 11:00 15:00 (LO) 
還 9 一 3 月 の 月 曜 に 不定 休 あり 
wwwimiwayamaCojp 


NiPPONIA 田原 本 マル ト 吾 油 


客室 は も ちろ ん 、70 年 の 時 を 経 
て 複 活 させ た 地元 の 原材料 で つく 
っ た 醤油 と 、 地 域 の 食材 と を 合わ 
せ た 料 理 も 看板 


回 和良 県 天城 郡田 原本 町 

伊 与 戸 170 

744-32-2064 

回 2 名 1 室 朝食 付 5 万 1000 円 一 
( 税 ・ サ 込 ) 
https://maruto-shoyuLco.jp 
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「 は じ ま り の 地 」 が 多い 理由 は 
奈良 盆地 に 秘密 が ある ……!? 


天理 市 に ある 龍王 山 か ら 眺 め た 奈良 盆地 。 奈 良 


盆地 は 東西 約 15km、 南 北約 30km の 竣 形 を な す 。 


東 行 を 続け た 神武 天皇 が 奈良 に と どまり 、 北 に 
平城 京 、 南 に 藤原 京 な ど 都 が 生ま れ 、 さ ま ざ ま 
な 文化 の 「 は じ ま り の 地 ] に な っ た 
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意外 と 知ら れ て いな い の が “ 
文化 や も の の 数 々 。 今 回 は 小 記 


ご 紹介 し て いき ます 


企画 協力 = 
斑 集 = 小久保 よし の 写真 = 野口 祐一 (P126) 、 
落合 明 人 (P127, 130) 、 
(P125.128, 132 135)、 


原田 孝 


柏木 ゆり (P129) 、 飯 田 徹 (P131) 
スタ イリ ング (P126 一 127) = 竹中 紋 子 
cooperation: Masayuki Mium 


cdi Yoshino Kokubo 
phoro: Yuichi Noguchi Akito Ochiai 


Kazumasa Hara 
as 

1998 年 か ら 奈良 県 内 の 在 来 作 物 の 

調査 研究 と 坊 培 保存 を 開始 。 種 を 未 

史 k 来 に つなぐ 活動 に 加え 、 近 年 は 地域 

の 宝物 を 見 つめ 直す 「7 つ の 風 ]」 の 

コン セプト を 提唱 し て いる 。 ま た 

P106 一 111 で も 奈良 の 各所 を 紹介 


h. Yuri Kashiwagi 
solingr Hmoko Takemala 


三浦 雅之 さん 


の / 


ビ 


ry92e マ SrreYorr いつ みつ さる 
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大 和 の 食 を 代表 する 
「 三 輪 そう めん 」 

細 さ が 特徴 の 三輪 そう 
めん 。 は じ ま り と し て 
大 神 神社 の 神主 の 孫 が 
つく っ た 言い 伝え は あ 
る が 、 文 献 は 確定 で き 
て いな い 。 尋 福 寺 の 倍 
信 に よっ て 日 々 の 営み 
が つづ られ た 「 多 韻 院 
日 記 』 に ほ 
だ と 妊 か れ て いる 


写真 提供 三 夫 山本 


鬼 な と の 伝説 が 
か た ちと し て 残る 


室町 時 代 、 社 寺 の 町 か 
ら 商 人 の 町 へ と 変わ っ 
た な ら ま ち 。 入 り 口 と 
いう 場所 か ら 下 を 見 る 
と 、 河 川 工事 の 際 に 見 
つか っ た 石仏 が 船形 の 
台座 に 祀 られ る 。 元 異 
寺 の 境内 に も 鬼 の 石像 
が 所 々 伝説 と 
と も に か た ち が 残 る 


写真 = 所 中 ユウ タ 


1300 年 以上 の 歴史 を も つ 
「 奈 良 演 」 


奈良 漬 の 歴史 の は じ ま り は 1300 年 以上 前 

平城 宮 跡 に 近接 する エリ ア か ら 、 1986 一 19 
89 年 に わた る 調査 に よっ て 発掘 され た 長屋 
王家 の 木簡 に 記録 が 残っ て いた 。 そ の 表記 か 
ら 、 ウ リ や ナス の 漬物 だ と 考え られ て いる 


奈良 に つい て の 

イベ ント や 展示 も 開催 中 ! 

小 詩 プ ロ デ ュ ー ス の 下 、 奈良 大 条 の 伝 純 野 は 
市 に ある 公共 施設 の 一 部 を 活 いま や 貴重 な 

用 し た coto coto で は 、 奈 良 地域 資源 に 

の “いま "を 紹介 する 展示 や 奈良 県 で は 1989 年 か 
トー クシ ョ ー を 開催 中 。 詳細 ら 伝 統 野 葉 の 選定 が は 
の の コグ じ ま り 、 大 和 ま な や 大 
coto coto (コト コト ) 和 丸 な す な ど 20 品 目 


が 「 大 和 の 伝統 野 葉 」 
と し て 認定 され た 。 
「 つ くり や すい か ら 」 
「 美 味 し いか ら ]「 好 き 
だ か ら 」] と いっ た 理由 
種 が 継が れ て きた 


住所 : 奈良 市 東寺 林 町 38 
(奈良 市 な ら ま ち セ ンタ ー 1F) 
Tel : 0742-22-6922 
www.cotocoto.narajp 


O1 


No. 


「 栖 告 ] で 要 予 約 品 


団子 に 粗い きな粉 を 混ぜ 合わ せる 
子 福利 偉 (12 個 艇 箱入り )。 と も 


江戸 へ 伝わっ た 候 頭 は 、「 塩瀬 総 
本 家 ] の 志 ほ せ 島 頭 (9 個人 り 12 
96 円 ) と な っ た 


D 


突 到 所 と S「 つ ポ で | 公民 0 やら 


vwS ら つい 例 足 来 中 S 谷村 司 選 に 東 
己 に 、 つ っ 避 無 つつ る ロ 7 品 四 和 S 組 層 


NNP 下 ち 業 公 ご PSWS 軸 羽 ゃ 器 x* 


党員 せ 揚 全 上 芝 で 

年 器 信 ぐ 詳 軍 Go ぐ く 
年 水 ご 拘 上 ロ K お りら 扶 田 つ " 求 

で で で 折っ 胡 入 を 補 中 6 懲 IR ロ 政 


R つ し か お 医 性 党 求 四 さ り 避 門 和 や" 


「 球 中 G 烈 大 せり Se 近い 
で 中 時 じ ゃ "twG 交 " 遇 郊 
全 ポ 弄る で 東寺 0 SoS 全 宮家 
由 つ 牙 当 で 米 案 や 甘 ら お 守 由 公 
半 所 めで っ が Ws つね 
拓 中 さら の で” 約 口 刀 G 
左 巡り い ン 〇 SQ 長 中 S「 提 組 (% 
つや )」 公介 り 叶 8 玲 S 案 ロ 
革 ゃ 長 WD 飼 で" や っ Q や 終 つ り 
回 ご Qmr 正調 弄り つい る や 人 4 ね 
で 完 で せつ ね ST 天下 GS く = ネ 科 
いで も や 怪 m 斑 拉 め い ン 人 
ぶ 要 つり Sm b 守 や 容 守 ve 
選 志 "の GS「 直 組 ] や wp で 一 
ゃ / 己 史 る 女 く ので Qt いつ ね 
つや S や 「 ペ 記 選 」 つっ mn り で 人 
忌 代 並 写 ※※ 察 ” 頑 束 刀 役 問 @ 十 
音更 の つい 記 坦 ン ” 畠 装 王 G 手 結 


き つ 剛 さい K 足 SR 弄っ で お" 
SS 8 き SEANESESN に と 
提 : 拓 人 江府 壮 忌 家 " 王 団 人 さぶ 基 国 公 
る こま SS 性 り 喉 つ 7 家 基 や 画 必 明 や 放 
まま 款 "の で 茸 り 信 や we 悪 属 S 
し 委 - 生 人 せら we? 着 並 @ 型 司る 同 
昌 半 着 拉 員 軍 引い 党 〇 もつ SA る 


まま まさ を 
GS 旦 宰 午 。。/ 公 欄 昌 
る 揚 ネ @S 畔 づい . 
SS 左 呈 窟 縮 員 で きせ 忠 
マ t 尾 交 庄や の 長 選 担 還 で 
じ ボ ポ 年 シン 四 四 コ 昭 首 
府政 村 つ 暫 千 一 。K 給 
槍 可 叶 角 拓 SDSS 付 
馬 臣 橋 き 捧ぐ 福神 ツマ 人 8 吐き 
提案 業 い お 也 や 司 で や 獲 つね る 


SG で お つっ 迷い P ら で SWS 
選 ^ 提 還 SG 由 浴 会 デマ 避 層 東和 
計 老 項 つ 棋界 虫 人 で 中 償 倒 以 
所 くつ っ 問 や / 本当 や 肛 民 や 避 
愉 「 理 散 軸 抽 作 」 くつ 己 っ っ 
ン ” ト mG 拉 選 | ( 挫 型 ) な 陸 
屋 咽 | つの 世 委 で | RS や 8 油 
穫 を 慌 逢 く @ 班 症 ゃ 尋 ン ” 玩 租 箕 
直 S | 敵 じ XSxe 所 正 妹 さや 


虹 に っ 接 民 り 下 に めで 
「 賠 圏 員 士 IXR 旋 図 人 】 ロ " 星 
次 ( 夫 浴 玉 葉 ) G 聖 層 咽 @ 拓 由 
公 想 人 る で いっ o? 密 疹 り せ [尾上 
居 塞 G 虹 K 水 副 二 」S 選 填 " 揚 所 
SK 抽 り 3 挫 所 公 括 ぐさ で 
弄 K 生 半 OP っ te" 避 隊 購 和 7 
6 記 り 豆 属 や 忌 ぐ も や 舞 つ 皇 和 や 政 
ここ ES に で SM 
「 擦 いせ 聞 柚 や ” 大 を さり 抽 Q の 
S や つね "SR 畠 H や の る 引 や 
Qt 会 科 人 やり で 所 り 紅 が 
Sp っ つね "wwG 選 7" 並 S 
過 室 り で や いじ 状 つ ^ 求 で で お 
つの SG の へ ン SpST つ 会 つ 7 
出 人 SQ 研 志 さき 吾 人 還っ 挫 茸 や 87 
古 中 を 直り 諸 で で 回 や りか ね? 
挫 李 せ せつ ぶら 夫人 り じゃ で 7 
WS 羽 ち 品 ら や っ wo 織 諸 や の 4 

*S や や 」 
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yyy 


No-. 


02 


つ 殖 ミー ミ S や 


教え て くれ 
演 崎 貞 弘 さん 


た の は 


香川 大 学 農学 部 を 座 


業 後 、 奈 良 県 に 奉職 。 


現在 は 、 農 業 研究 開 
発 セ ンタ ー 加 工科 長 


と し て 、 柿 な 
産物 の 利 活用 
開発 に 従事 。 


ど 県 農 
技術 の 
著書 に 


「 柿 づく し ] (農山 漁 


村 文 化 協会) 


が ある 


柿 は 、 ミ カン の 2 倍 ほ どの ピタ ミ 
ン C を 含ん で いる 。 柿 の 渋み 成分 
で ある 柿 タ ン ニ ン に は 抗菌 や 消 臭 、 
新型 コロ ナウ イル ス に も 効果 が あ 
る と 研究 結果 も ある 


購入 で きる 場所 
柿 と 梨 の 平井 農園 


住所 : 五條 市 西 吉野 町 平沼 田 659 
Tel : 0747-34-0505 

Fax : 0747-34-0505 
注文 方 法 : 電話 、Fax、 メ ー ル 
http://hirai-farm.com 


と な で 考 
Mo と 甘 え 
ぅ 昔 『 杭 ら 
中 は と れ 
種 『 し て 
を て い 
最 る 
し) 
有 FT! 
名 に し) 
人 が 杭 
れ 村 流 
人 
人 人 浅 


の 


収 現 さよ 
機 在 御 
で らら 6 国 所 
: 抽 る 見 で の 
を 旨 た さ 最 名 近 
の めか れ る 産 年 こ 
歴 に 0 多 ヽ と 再 の 
ょ 史 気 柿 万 4 し 度 る よ 
の の に に 根 C て 浅 2 
で 深 普 比 卓 御 目 に 
あさ 及 べ 生 所 が 各 
る と 1 8 柿 集 地 


No- 


1 の) 


ショ ー ト ケー キ も 、 実 は 日 本 生ま 
れ 。 イ チ ゴ の 甘 さ は 1 一 2 月 が ピ 
ー ク 。 古都 華 の 場合 、 冬 場 は コク 
の ある 甘み が ある 


功 購入 で きる 場所 
萩原 いち ご 農園 

住所 : 奈良 市 横井 6-596 
Tel : 0742-81-8715 
開園 時 間 : 9:00 一 12:00、 
13:80 >17:00 

定休 日 : 不定 休 

※※ 古 都 華 の 収穫 時 期 は 
12 月 中 旬 一 5 月 中 旬 


ー ミ r 醒 
旧 


徐 味 が つ 登 あ イ 術 り 年 す イィ 藤 
々 わ 綴 や 録 る プ 奈 を ン 代 る 時 ま 
に いく の さき さ が 一 良 確 3 ど 代 た 
人 が いあ れい や の 立 F で 国 8 
気 濃 糖 る た 次 コイ し 技 に に ご 編 最 
1 度 赤 イ い ア チ 成 3 hh , 筐 古 
色 チ で スゴ 大 > 長 パ きい さき の 

と ゴ カ に き 『 > れ 記 

守 し が 。 ル は 〈 る る た 人 

コー ビー 起 挟 外さ 

吉 | ア 進 を 見 

業 に な うた 間 間 は 

華 に な 記 1 

一 品 と ウ す 起 バ 

だ 種 が = る に 奈 


け 開 だ 性 衣 の が 科 

0 計 が 

な 時 提 人 え : 店 ママ 取 え て くれ た の は 

と 幅 え イ ッ て て 民 扱 西本 登志 さん ( 右 ) 

思 広 て チ ト の い N わ 萩原 健司 さん ( 左 ) 

いい い ゴ に 章 く > 最 れ 西本 登志 さん は 、 奈 

ま 可 ま を * 重 種 の 初 る 銀 県 農業 研究 開発 セ 

す 能 す 育 た すぎ を は こ ンタ ー の 育種 科 科 長 。 

ーー 性 * 種 ( x 実 ラ と さま ざま な イチ ゴ を 
を 多 し に 3 感 4 も 生み 出し て きた スペ 
見 《 て ん し り 少 シャ リス ト 。 矯 原 健 
出 の い 収 骨 手 な 司 さ ん は 萩原 苺 農園 
し 意 〈 第 し に か ( の 3 代目 。55 ア ー 
て 見 べ 葉 だ 。 ら な ル の 面積 で 古都 華 な 
い を き き に 不 い どの イチ ゴ を 栽培 


し 、 
酒 ] 


に だ で ぷーsE 


南都 (奈良 ) の 酒 は 


生 米 を 浸水 させ 培養 液 


燕 米 と 麹 を 加え て 酒 母 を つく る 。 
の 技術 が 正 暦 寺 で 生み 出さ れ た 

寺院 で つく られ る 酒 は 「 僧 坊 

上 質 で 南都 諸 白 の 名 声 を 情 し た 


と 呼ば れ た 。 
住所 : 天理 市 田井 庄 町 555 


夏 ( 

補 購入 で きる 場所 

登 酒店 

Tel : 0743-62-0218 
営業 時 間 : 9:30 一 20:30 
定休 日 : 日 曜 
www.nobori-sake.com 
得 


あ 


人 


る て し 時 始 


で 


っ きれ か 文 原 が の 古 


た 


* だ 


造 酒 深 の 


確 


の の 識 ひ も 


功 教え て くれ た の は 
山本 長 兵 衛 さ ん 


| 


ポ や で / 四 時 S 守 $⑱ 


術 


部 選 届 さ や m り つや 表 員 

半 選 習 ロ つ お " 統 則 8" 眉 旋 
SQ@ 剖 ち 迷 の 製 ※6 必 民 や 

つ 玉 則っ ※ り や で ン Q りつ 

よこ に さこ 

で 営 で っ SO 

や 訪 巧 や りつ ロ 

嘩 を 回 半 東 G 明 舞 

や 坦 S り つら 錠 

【 介 近 細く ) | 


に を: よこ が 


鶴 い 中 ′ 貴 宮 G 四 握 の 志 全 吾 が ゃ 7 
「 挫 世 忠 押 思 因 tw 拓 団 吾 弄 攻 
羽 」 会 眼 思 ” 円 堅 折 し 及 で で ロ 
っ お 蝶 吾 「 神 理央] SG 回 班 望 で 
羅 ぐ ね Q 計 で お 節電 民 
打 近 る 区 晶 幼 つ 志 毅 掴 癌 球 
つづ” 軸 民 ロ 補 刺 "人 v 中 
S 闘 製 wwPS 
昌一 下 
や 過 っ WS 折 弄 過 や 束 上 ロ 導 
四 全 下 @ で いっ ve” 


1 土谷 
に 1 臣 . 給 
皿 日 更 で じ 
o 古 思 玩 つ 路 
に を っ 間 に た 
EE さ 四 束 
緊 守 戦 に たま 
日 和 asG 眉 
欄 邊 守 召 @ 枕 


り C 


せき 将 首 幸 語 民 i1K 

局 還 や 競 Se 代 村 全 @ マト ーー ミ や 款 わ で 挫 母 電光 AS 

ア : 。 2 2 計 。 晶 せ 末 人 第 ANSp 
全 拉 < 普 定 つつ る は KN で ミ wOO を さ トキ すす 生生 を 

S 失せ を べき 直 半 昌夫 で 共 せ PDm お "tw で か ね 
信 失 きつ で 宮 隊 っ ン " 壮 祖 回 葉 灯 証 唱 い 

富 馬 本 皿 淡 春 ロ ポロ ネ 計 一 
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加 信 で 父 環 く 
や S 加 倒 幸 回 く 

(K 詩 IR) 時 ” 畠 表 了 G 
さ 吾 亜 や 信人 骨 較 殖 例 「 男 王 ら 宮 
や 軸 つ い 終 相 で お 」 つっ mY 細 
記 普 や G 秩 虹 「 ぐ 拓 密 戻 ]」 飯 we 
けり S 誠 移る ぐさ 需 家 公正 っ 


で や せつ が で 員 mRQ けつ 公 P か WT 


補記 / 失 要 S 宗 定 り や や せ つが 
で せ WS で の 光 G ( ペ 
臣 IR) 時 " 京 沿 半量 会 画 公 @ 斑 選 
悪 の お 肖 澤 中 必 悪 遅 了 ( 邊 補 拒 ) 
GS 悪 福 ・ 耐 缶 ポ 刀 り 中 7 選 埋 S 
過誤 玉 胡 層 図 所 理 S 現 っ ねら @ 
信也 忌 つ MEeeO Stos 
(京山 o) 時 8 憶 党 
民 弄 り 終 補 宮 熟 思 @ 吾 年 会 
め 記 / 式 光 曽 の 控 胃 下 で 避 全 毅 
全 で っ ン ” 装 舞 " 湖 下 " 表 士 宮 
ヨゴ S 韻 や り せ ^ 困 埋 G 挫 薩 所 人 
や 折 過 や G 志 現 飼 終生 販 史 菩 
づつ で 詞 憲 倒 倫 っ ” 尽 民 下 写 選 宗 ロ 


つ 終 斑 @ 細 店 葉 い や 福 WP-o7 
遇 民 妃 り 臣 1 り S の SS" 深 駆 人 
KK 所 っ や 串 っ | 要 つ きっ 6 や お" 
で やけ 会 往 共 選 赴 普天 りゃ 
下 | mE 紀 G 喘 羽音 名 折り" り 
璧 つ 玉 革 や 計 交 書生 「 和 を 
作 m] や” 則 団 @ 控 丸 
志 各 人 Sex キー 本 畠 の つき で ね 9 

中 神 本 せ 惑 定 ENJHS 
球 放 人生 ホ ン 密 守 SG 環 明 舞 信吉 
っ ? 骨 形 咽 前 軍人 き の ” 株 
二 衛 O キ ュー キ ューS※ 直 PS 
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全 


毎年 5 月 に 氷室 神社 で 行わ れる 
「 ひ むろ し ら ゆ き 禁 ] で 、 か き 水 を 
神前 に 供え る 様子 。 水 の 聖地 ( 
国 か ら 氷 業界 の 人 が 訪れ る 
定休 日 : 木曜 ※ 完 全 ウ ェ ブ 予 約 制 


https:/airrsvnet/ 
housekibaco-sousuke/calendar 


営業 時 間 : 10:00 一 12:00、 


13:00 一 17:00 


芝 購入 で きる 場所 

ほう せき 箱 

住所 : 奈良 市 餅 飯 典 町 47 
Tel : 0742-93-4260 
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瀬 で は 技術 の 保存 ・ 継 了 源 の た め の 
取り 組み も 続け られ て いる 


奈良 晒 の 紡織 技術 は 1979 年 に 
良 県 指定 無形 文化 時 と な り 、 月 ヶ 


迷 茸 や 計 ポ で ね お宮 っ 局 生 りさ Q 球 操 肖 回 


館 基 塞 ” | 並 @ 遅 棋 る さぶ 誠 愛 G 選 英 肖 で 劉 / で 
選定 くつ 選 太 業 生 お宮 也 る 志 選 中 び ーー 


培 S 来 演 全 東生 つつ で さっ" 


福間 や で や 
完 G 本 時 


「 醤 @ 臣 雪 全 所 紅 人 き で や " 県 較 で で 
WSmg 誤 々 皇 で や っ 球 信 じ 選 パン 
折 り 介 ロ % つ で や 計 きつ て 遼 
者 凌 項 屋 つ い 瑞 環 や きゃ 
忌 所 並 り 下さ お 『 ロ 穴 コ 避 
時 名 | やせ" 半 政 還 全 wm 衣 
で ゆり っ ne" 粗 還っ せ ^ 字 淫 
( 害 肖 ) を ポ 演 め 抱 で や ※ 史 ンー 
いて で ^ nuwG 計 末 時 つ 
す 連 吉 ロ つ ね つ S" tvG 表 宗 吐 
ン ” 汚 知 ど ポ やめ 人 る Ge つら 
で So" 尽 所 並 り 湯 還 玉 尋 多 
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コ 幅 史 揚 つ 土 く や S 倒 


手 績 み 手織 り 麻 が 購入 で きる 場所 


遊 中 川 本 店 (一 P112) 
営業 時 間 :11:00 18:00 
www. nakagawa-masashichijp/ 


住所 : 奈良 市 元 林 院 町 31-1 
定休 日 : な し 


Tel : 0742-22-1322. 


加 群 下 』 Do 舞 人 さじ っ eu? 


軍 教え て くれ た の は 
13 代 中 川 政 モ さ ん 
奈良 県 生ま れ 。「 中 
川 政 七 商店 」、「 遊 中 
川 」 な ど 工芸 を ペー 
ス に し た 雑貨 ブラン 
ド を 確立 し 、 全 国 
直営 店 を 展開 。 近 年 
は 奈良 県 の まち づく 
り を は じ め 、 地 域 振 
異 に も 取り 組む 
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で だ や 区 記 ご ど mS せ 三 眉 所 
選 3/ 股 守 や く ぐ 畑 や 遇 侍 午 / 計 
舞 虹 選 や 鍵 岡 多 王 囲 くつ 失 つ ^ 折 
信人 S@S 肝 状 下 TSRS も Se 
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教え て くれ た の は 
長野 睦 さ ん 

奈良 県 生ま れ 。 明 治 
初期 か ら 続く 「 錦 光 
園 ] の 7 代目 黒 匠 と 
し て 、 伝統 的 な 製法 
を 守る 。 ま た 、 若 い 
世代 や 海外 に も 奈良 
の 伝統 文化 を 広め た 
いと 「 に ぎり 墨 ] 体 
験 を 提供 。 活 躍 の 場 
を 広げ て いる 


時 の 製造 に 使わ れる 腰 
馬 や 水牛 、 羊 な どの 動物 の 骨 や 皮 
な どか ら 抽 出し つく られ る 。 多少 
の 環 臭 が ある た め 香 料 を 混ぜ る 


錦 光 園 (きん こう えん ) 
住所 : 奈良 市 三条 町 547 
Tel: 0742-22-3819 
営業 時 間 : 9:00 一 21:00、 
に ぎり 黒 体内 は 9:00 19:00 


いと いさ rr: 
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寺 洋 
六 人 て 筐 泌 @ 売 堆 


ご ざさ 


奈良 漬 と いえ ば ウリ だ が 、 写 真 の 
小ぶり な 未熟 果 の スイ カ を 
漬け た 、 ユ ニー ク な 商品 も 


塩漬け を は じ め た ば か り の ウリ 。 
青々 と し た ウリ が 数 度 の 漬け 替え 
を 経て べ っ こう 色 に 


軍 購入 で きる 場所 

森 奈 良 演 店 

住所 : 奈良 市 春日 野 町 23 
Tel : 0742-26-2063 
営業 時 間 : 9:00 一 18:00 
定休 日 : な し 
wwwnaraduke.cojp 
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記 


軍 教え て くれ た の は 
森 茂 さん 


奈良 県 生ま れ 。 大 学 
卒業 後 、 積 水 化成 品 
工業 に 入社 。1978 
年 に 家業 で ある 森 奈 
良 漬 店 に 入社 し 、'84 
年 に 4 代目 に 就 
職人 の 経験 と 導 に デ 
ー タ 管理 な ど を 掛け 
合わ せ 、 先 進 的 な 取 
り 旭 み を する 


は 有 翌日 休 ) 


小 妻 欠 は 不 使用 
購入 で きる 場所 


ド 」。 吉 野本 葛 と 大 豆 粉 を プレ ン 
天 極 堂 奈良 本 店 


ー キ 、 そ の 名 も 「 く ず の 子 パウ ン 
土日 曜 ご 19:30 (LO.19:00) 
定休 日 火曜 (祝日 の 場合 


「 天 極 堂 」 が 開発 し た パウ ンド ケ 
www.kudzu.coJjp 


住所 : 奈良 市 押上 町 1-6 
Tel: 0742-27-5011 
営業 時 間 : 

10:00 一 18:00 (LO.17:30) 、 
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所 邊 三 や 更 to 字 軸 ヨ 王 全 援 寄 財 
に に た も 之 き *E こ 3 まく に Y く So 
計り mrne* 

Q 型 本 ペ ー ド 要 人 
CDS お 特 案 械 り S 


切 真 


で 所 つり る で 幸司 めぐ つ 7 団 で 
N 選 下る ちい 翌 壁 的 や 4 い 征 ン 
志 療 Q" 尊 案 "QR や お 
ロ 記 で で KO 理 全社 選 で 科 援 給 
か コ じ に さく に EE コー ゴリ ドコ ニチ 
で SS さり 生ま ャ WAN 
へ 和正 っ お の G 所 案 つ 記 で や 
っ ね 斑 守 会 包 ね 人 で 国電 き 振 窟 
で で 臣 で Q 医 課 G 史 下っ お つの G 
や 他 思 導 拉 の 和 や rwSW 人 る SS 人 
AN Aa の SG 所 箇 丁 の 中 や 
旧 や り っ 2 

「 了 過 導 統 き 7 突 項 公 衣 W け りつ 室 
や mie 吉 間 Em" の で っ 着 案 けり 
芯 つ ぐ や ゃ ぶっ お っ | っ MinSS7 


宮 戦 に りー リル て く 位 E:EIL: | 


判 ] S 三 竹 人 SQG? 

鶴 宮 周 湊 @ 堅 府 つ つい 揚 で で 
いで 提唱 東 ン が で で へ ト 
心 当 へ 陸 補導 聞 S 中 泡 和 を 緊 足 " 
忠 異 つ ぺ い 押 8 計 宮 DS 走 正 人 
補 征 Seo Wu 拓 乱 の 7” 音 蛋 


く ふ を トー キロ 守 we 視 守 る ① 
記 つね 記 緒 舞 乏 型 い お 固 札 mー 
へ ミー っ 過 衣 も や" 雷 つ ら 超 く 
各 宰 人 や りつ や 7 折 箇 攻 失 公 補 
握っ 喜 つ が %Sto tn ロ き 0 ね 


ぐい きつ ら や や] 


せ 時 幸人 め へ 世 聞 補 基層 
で ぐ 8 き ペ 普 畠 財 る 衣 也 
で SR 本 一 選 せ 忘 也 講 
SW 割 G じ 拘 電 苦 . 昌 
セ き 翌 因 人 寂 きっ 
じ で 閉 了 押 補 一 。 加 に 人 
凌 代 詩 二村 HG 半 電 代 ね 
藤 用 林 玉 や じい 裕 
王 ポロ 析 地 二 辻 人 押 
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ーー 


liY 


依 上 本 伝 村 の " 座 する " が テー 
間 マ の 客 字 。 ゆ っ た リス ペー ス 、 
呈 掘り 込み の リビン グ 、 
還 に は 大 温泉 電 天 風呂 な ど 、 
請 記 著 沢 な | ふ ふ ラ グ ジ ュ アリ ー 
プレ ミア ム ス イ ー ト ] 


136 


上 地 を 味 
日 本 リゾ 


奈良 の 新しい 歴史 開く 
焼 屋 一 如 の リゾ ー ト - 


ふ ふ 奈良 

都 主 要 を 訪れ る た びに 米 し 銀 の ご と (渋い オー ラ に 包ま れる 。 名 所 ・ 
介 中 ば 灯 知 才 請 請 探 績 国 請 知 la に 訓 (いにしえ ) の 典 深 さ に 惹か れ て 
い (。 そし て いま 、 療 良 公園 の 一角 得 詳 題 の! 仙 二 Mu 所 2 還 り た 


文 = せき ね きょう こ 角 や まり 5 こ 
ceri Kyoko Sckine phoroi Ma 


せき ね きょう こ 


1994 年 か ら 現職 。 世 界 の ホテ デル 
旅館 の 「 環 境 問 題 、 癒 し 、 も で な し 
を 主題 に 現場 取材 を 買 く 。 ス クー プ 
も 多く 、 雑 誌 、 新 聞 、 ウ ェ ブ を 中 刷 
に 連載 多数 。 ホ テル の コン サル タン 
ト や アド バイ ザー も 兼任 。 著 書 に 「 一 
度 は 行き た い 世界 の ホテ ル & リ ゾー 
」』 ( 椎 出版 社 ) ほか 


ふ ふ 奈良 」 の 表玄関 は 黒い 大 和 張 り 。 黒 は 星 色 の た め 、 強 過ぎ ず 重 過ぎ ず 温 か み が あ る 。 右 の 壁 に は “等 " が 飾ら れ て いる 。「 古 事 
(712 年 奈良 時 代 )」 掃除 道具 と し て な く 禁 訪 用 の 道具 と し て 記さ れ 、 ま た お 清め の 宗教 儀式 に も 用 いら れ た 伝統 が ある 。2) 
庭園 の 中 央 に 復元 され た 家 の 山口 吉郎 茶室 「 藻 庵 (た く あ ん )」。 こ の 茶室 は 庭園 遺構 と し て 奈良 県 が 管理 運営 、 一 般 公開 も 。3) 
客室 棟 の 2 階 の 廊下 に は クラ シカ ル な 時 代物 の 明か り が 。 春 日 大 社 の 灯籠 を イメ ー ジ し て つく られ た も の だ 新 


湊 


な 


竹 革 人 
の ざ 愛 記 吉 可 ② 邊 


汗 量 さて 
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1) 「 ふ ふ ラ グ ジ ュ アリ ー プ レミ アム スイ ー ト ]」 の 天然 温泉 回 天風 呂 。 客 室 に は 内 湯 も 完備 し 、 庭 を 眺め な が ら ゆ っ た り と 浸かる プラ イ 
ペー ト な 寛ぎ に 。1 階 の 部 屋 に は 掘り 込み リビン グ の し つら えも ある 。2) 2 階 る 「 コ ン フ ォ ー ト スイ ー ト 」。 ワ ン ル ー ム タイ プ で 広々 
と 一 体感 の ある つく り で 、 使 い 勝手 が いい 。3) 水 回 りや リビン グ が 広め の 「 プ レミ アム コー ナー スイ ー ト ] は 、 建 物 の 角 に 位置 。 こ ち 
ら は ワン ルー ムタ イプ 、 寝 室 が 別 の セパ レー ト タ イ プ が あり 、 好 み の タ イプ を 選択 可能 


ス あ は 
こ ケ る Fn 
を 1 中 
本 プ 手 庭 
感 3 ア 持 一 
で 1 け と 
き キ た 呼 
る テ チ の ば 
上 ク は れ 
ト 著 る 
の 名 細 

2 

俊 ン 

作 ド 


貞和 S( 


ミー 


さき 


漢方 や 和 ハ ー ブ を 取り 入れ た 夕食 


焼物 。 大 和牛 和 紅 茶 
焼き 。 和 紅茶 を か ら 
め て 焼い た 牛肉 を 当 
帰 の 葉 や 柿 の 葉 で 煙 
し て 香り づけ 。 マ ン 
ゴー、 ハ ス の 実 ソ ー 
ス 、 大 和 味 噌 な ど 薬 


味 を つけ て 食す 逸品 
先 付 。 滋 養 東北 り に は 、 薦 薬 、 大 和 当 帰 (奈良 伝承 
生薬 ) 入り 。 バ パンチェッタ と 甘 海老 びん ろう 握り 、 
健康 茶 で ある 甘茶 を 添え て 


飛鳥 鍋 。 オ マー ル 海 
老 、 京 殴 菜 、 マ コモ 
ダケ な ど を 出汁 ( オ 
マー ル 海 老 の 殻 、 魚 
具 ) や 白 味噌 で 煮 込 
む 。 奈 良 に 伝わる 古 
代 チ ー ズ 「 飛 鳥 の 
生 ]、 シ ョ ウ ガ と 


これ ぞ 日 本 料理 の 醍醐 味 ・ 八 寸 。 小鉢 の 中 は ホタル | 
イカ の 白和え 、 え ん どう 豆 の カス テラ と サワ ラ 山 概 
焼き 、 奈 良 漬 け と フォ アグ ラ の 春 差 き な ど 


食事 。 ヒ ノ ヒ カリ 米 の 釜 炊き ご 飯 は 菊芋 お 造り 。 染 付 の うつ わ に 盛 ら れ た 本 マグ 

と ホタテ が 入っ た 炊き 込み 。 当 帰 葉 香 煎 口 、 鯛 、 赤 貝 。 藤 味 の ほ か 、 オ リ ジ ナ ル お 移 。 香 り 人 豊か な 太 ネ ギ 真 丈 、 黒 アワ ビ 、 海 老 。 太 
番 の 物 は 大 根 の 称 漬 け な の 白 ポ ン 酢 と 油 を 添え て 。 旬 の 魚介 類 ネギ 真 丈 に は 大 和 の 太 ネ ギ を 使用 。 優 し い 甘 み が 出 

ど 。 留 め 移 の 赤 出 汁 と と も に か ら 選 び 、 日 に よっ て 種類 が 変わ る 汁 に 映え て 美味 。 高 級 食 材 の 黒 アワ ビ が アク セン ト 


油 処 ・ 祭 良 の 日 本 酒 も 充実 


アー 
w 
【 ビ ピール 】 
な ら ま ち 醸 造 所 な ら 麦 酒 各種 各 1000 円 っ 
【 日 本 酒 】 ン 
今西 酒造 み むろ 杉 純 米 大 吟醸 山田 錦 火入れ 1 合 2000 円 
② 油 長 酒造 ALPHA 風 の 森 TYPE1 1 合 2300 円 


き 今 西 清 兵衛 商店 春 鹿 純 米 大 吟醸 華厳 1 合 3500 円 

【 ワ ィ ン 】 水 菓子 。 こ の 日 の デザ ー ト は 、 季 節 の 果物 と アイ ス 

ワイ ン ペ アリ ング 7000 円 クリ ー ム を ロゼ スバ パー クリ ング ワイ ン の エス プー マ 
(空気 の よう に 軽い 泡 ) で 仕立 て た 


ョ が ス の よ - 璃 け る デ チ 

ン 融 タ 地 うぅ で ! イィ や 
芝 管 ば 正 も 仕 ダ 臨 
あし り リ 区 MY 本 ド イ カ み 
る た ッ 良 わ 奈 節 げ ニ フ か さ VRE さ 
シ れ 良 の る ン ェ られ 日 適 2 
料 ュ る は 旬 と グ も 地 る 一 本 な 階 
理 な _ 日 p が の オ 元 夕 で 料 空席 
の 一 = 本 奈 う 機 | 客 食 楽 理 問 か 
コネ こ の 良 懐 能 プ ャ ee 生 
ラ 2 の 石 を ン 岩 朝 め 滴 3:“ は 
ポー 全文 f 有 " わ 食 る 以 : 
レ の 信人 理 し ネオ う の“ 池 
| 感 奈 発 て 1 ラ ほ 潮 と カ 
シ 性 良 祥 融 久 い ル ン か 在 鉄 視 
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1+11 


昼食 に は 生 


ミ を 生か し た カレ ー を 


開業 以来 、 す で に 大 好評 と な っ て いる の が 、 生 薬 を 生か し て つく られ 、 和 漢 の 香 
り の する 具 だ くさ ん の カレ ー。 花山 概 を ビリ リ と 利 か せ 、 新 鮮 な 大 和 野 葉 を 中 心 
| と いう 澤 身 の 逸品 


に 「 ぶ ふ ふ の 料理 人 が 日 本 料理 の 技術 と 奈良 を 掛け 合わ 
別 盛り で 大 和 芋 の と ろ ろ 、 奈 良 漬け 、 サ ラダ 、 味 噌 汁 


られ る 


奈良 の 地酒 や 生薬 を 
使っ た カク テル も お も し ろ ぃ 


1) 一 枚 板 の カ ウン ター が ある 「BAR 
蓮 ]。 2) 音楽 が 静か に 流れ る 中 、 ス 
バイス や 生薬 の 香る 自慢 の オリ ジ ナ 
ルカ ク テ ル が 愉し め る 。 地 酒 や ワイ 
ン 、 国 産 ウ イス キー も 揃う 


客室 は 全 30 室 。 ホ テ 
ル で 最も 大 切な 癒し 
の 場所 は 客室 。 写真 
ほ は 「 グ ジ ュ ア 


ー ト 」。 天 
吉 天 風呂 、 美 し い 竹 
林 の 庭 と の 一 体感 
掘り 込み リビン グ 、 
壁 に は 春日 山 を 描い 
た アー ト な ど 静 訟 な 
空間 


ベッ ド は シモ ン 
ズ と の 共同 開発 


に よる 優れ も の 。 


P ご 新 

上 E 
ふ ふ 奈良 く 奈 
住所 : 奈良 市 高畑 町 1184-1 Tel:0742-81-7738 客 還 | を あ 
室 数 :30 室 料金 :1 泊 2 食 付 3 万 5000 円 一 (税別 ・ い 表 
サ 込 ) カー ド :AMEX、Diners、 JCB、 MASTER、 UC、 情 
VISA ほ か IN:15:00 OUT:11:00 夕食 : 日 本 料理 、 を 
鉄板 焼 (レストラン) 朝食 : 日 本 料理 (レストラン) ア 」 


クセ ス : 車 ご 京 奈 和 自 動車 道 木津 IC か ら 約 15 分 電 
車 近鉄 奈良 駅 か ら ダ クシ ー で 約 5 分 、JR 奈 良 駅 か ら 
タク シー で 約 10 分 施 スト ラン 、 バ ー、 ス パ 、 
貸切 風呂 、 シ ョ ッ プ wwwfufunarajp 


支配 人 
西川 保 さん 


大 和 野 菜 た っ ぷり の 優し い 朝 食 


奈良 の 若草 を 用 いた スム ー に 始ま る 朝食 は 、 茶 共 に 納 奈良 産 の 食材 を 
使っ た 数 々 の 小鉢 料理 が 並ぶ 。 中 で も 卿 土 食 の 茶 絞 と 「 ふ ふ 奈良 」 特製 の 納豆 
汁 は 特別 な 存在 感 が 。 大 和 の 食 文化 を 代表 する 「 大 和 茶 皆 ] は 身体 に 優し い 健康 
食 。 ふ っ くら と 美味 な 焼き 魚 、 奈 良 漬け と いっ た 香の物 な ど ボ リュ ー ム 感 も 満点 


「 シ スレ ー」 100% 監 修 
世界 初 の 薬湯 付き コー ス も 


格調 高い フラ ンス の 
スキ ン ケ アプ ラン ド 
「 シ スレ ー」 は 、 植 
物 美容 学 と 先端 の 技 
術 の 融合 か ら 生ま れ 
た 自然 派 。 ふ ふ 奈 


良 で は 薬湯 を 用 いる 
独自 メニ ュー も 提供 。 
「 タ イム オブ プレ 
ジャ ー ズ 」 で は ゲス 
ト の 希望 を カス タマ 
イズ 。 オ ー ル ハン ド 
施術 に 癒さ れる 


心 落ち 着く アメ ニテ ィ & ギ フト 


「 和 江 ht の 香り 湯 」 を 楽 "タオ ル 3 種 。 フ ェ イ ス 、 及 前 に は 薬師 寺 の 散華 
し め る 和漢 植物 入り の 。 ハン ド 、 バ スタ オル と (さん げ ) が モチ ー フ 
袋 。 温 泉 に 入れ て も に ソフ ト な 肌触り の シン ボル マー ク が 


前 


旦 の 香り の オリ ジ ナ ル 
アメ ニテ ィ 「YOKOU] 
( 作 香 ) 


当 帰 、 桂 皮 、 陳 友 、 甘 
草 、 シ ョ ウ ガ の 漢方 か 
ら な る 入浴 剤 。770 円 


ニッ ク ・ ス キン ケア シ 
リー ズ は 保湿 力 抜群 


吉野 艇 の カバ ー の 御 朱 
印 帳 は 神聖 な 印象 。 お 
土産 に 。2800 円 


オリ ジ ナ ル の 雅 な 香り 
の アロ マオ イル 「WOO 
D SMOKE]。2500 円 


奈良 の 陶芸 家 ・ 畑 中 篤 
さん 作 の 香 台 。 ガ ラス 
琉 付き 。 1 万 5000 円 


興福 寺 の た も と に 建つ 
スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル で 
寛ぎ の ステ イ 


右 ) 気品 あふ れる エン トラ ンス 。 左 ) 奈良 の 
情報 誌 や 美術 書 が 並ぶ や テラ イ ブ プラ リー。 上質 な 


ひと と き を 演出 し て くれ る 
ァ x_-』- p タ 
上 彼 大 路 ホ テル 奈良 
p4 う め 素 ど と 
ン 人 を 半 a の の 春日 大 社 や 興福 寺 な ど を 包 蔵 する 
ク を レ テ が 時 ら ほ ど 近 く い 基 準 を クリ ア し た 
給 避 ミ E 代 N 
家 2 まる 錠 共 代 の みろ で 構成 きれ る [Small Luxury Horels of 
ンコ 空 に 
の 聞 秋 ム 構 グ す 5 the World] に も 加盟 する 登 大 路 ネ テル 奈良 
9 成 ダ 愛 な : 
最 2 ま 六 内 2 る 業 は 、 上 質 な 潮 在 を か な えて くれ る 。 
高 = 包 に 電 PP 祭 本 
峰 チ の 全 由 す ル リ 人 る = 大 森 茶 央 写真 = 鈴木 規 人 
プ * 込 の ェ ベリ ] の て tex Nao Ohmori phoro: Norihito Suzuki 
ラ 1 むせ 中 いて テ ホ 中 き 
ン は "の う の ィ ` い を テ 心 た 
ドク 空 ょ 限 要 な 料 体 部 鹿 
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稀少 価値 の 高い ウイ スキ ー が 揃う 「 ザ ・ バ ー]」 


宿泊 寄 と ホテ ル 会 員 の み が 利用 で きる バー。 シ ング ル モ ル トウ イス キー を 中 心 に アル コー ル 各 種 を 揃 
カス クス トレ ング ス ] や 「 キ ング スバ リー 30 周 年 記念 ボトル] と いっ た 貴重 な 逸品 も 。 キ ュー バ や 


テル 奈良 


良 県 奈良 市 登 大 路 町 40-1 
-2591 Fax:0742-26-7874 


:14 室 料金 :1 泊 2 食 付 5 万 1000 
円 (2 名 1 室 利用 時 の 1 名 料金 、 税 ・ サ 込 ) 
カー ド :AMEX、DC、DINERS、JCB、UC、 
VISA IN:15:00 OUT:12:00 
朝食 : 和洋 食 夕食 : フレ ンチ 


る 。「 ラ フロ イグ 30 年 
産 の シガー も 用 意 


スタ イン ウェ イ の ある レス トラ ン で 
趣向 を 凝ら し た 本 格 フレ ンチ に 舌鼓 を 打つ 
・ ポ ワ 」 の ディ ナー コー ス は 月 替わり 
ャ イン マス カッ ト と ポルト 酒 ソー 
ス が 肉 の 旨み を 引き 立て る 「 黒 毛 和 牛 フィ レ 肉 の グリ 
ラン チコ ー ス や アフ タ ヌ ー ン ティ ー も 楽し め る 


の dwA 古 


半 m「 陸 


* ス ぱー 柚 


きら 下 芋 玉 
言 油 道 で 


も 
『%ー コ 


銘 ご 


2008 年 に 会 員 制 ホ テル 
と し て 開業 。 現在 は 一 般 
ム 、 会 議 室 ネッ ト :WiFi ゲス ト も 宿泊 可能 に 。 利 
https:/7noboriojLcom 用 は 12 歳 以上 に 限る 


ーー テマ きき 史 各 骨 


mm 半 ご 


法隆寺 の 訪ね 方 、 正 解 は 
Ne SS 泊 ま つ て 楽し む 


に < NN、 
NN は 県 ・ 親 前 伯 邊 空 法隆寺 


奈良 の 名 利 ・ 法 隆 寺 の 名 前 は も ちろ ん 知っ て いる 。 
で も 、 そ こ に 何 が ある か と 問わ れる と 言葉 に 詰 ま 
に GUPFpMEcdo22 そん な 人 に こそ オス ス メ の 、 泊 ま 
れ ば 法隆寺 を 120% 楽 し め る 宿 が ある 。 


文 = 水野 香 (アリ カ ) 写真 = 内 藤 貞 保 
tex Kaori Nagano (Arika Inc.) phoro: Sadaho Nairo 


南大 門 か ら す ぐ の 参道 沿い 
宿 和 空 法隆寺 の 夜 は 静か 法 
隆 寺 の 築地 堀 を 思わ せる 壁 に ほ の 
か な 明か り が や さ し い 影 を つく る 
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に 
坦 
% 


中 S 諾 や 
w 
が 
ゃ tw* 
ペ 】 
ww ー 


に 


あら た め て ・…… 法隆寺 と は 


607 (推古 天皇 15) 年 、 推 古 天皇 と 聖徳 太子 が 用 明 天 皇 の 遺 
志 を 継ぎ 建立 。 五重塔 、 金 堂 等 の 伽藍 は 飛島 時 代 の 姿 を いま 
に 伝え る 世界 最 古 の 木造 建築 と し て 知ら れ 、 世 界 文化 遺産 日 
本 登録 第 1 号 。 国 室 ・ 重 文 指定 の 建築 ・ 宝 物 は 約 3000 点 


と まあ を 
し き っ 想 
SE い 
YE 人 起 
の い ・ 1 
機 う 3: に 3 
能 ” 清 前 せ 
( 人 

選 〈 


の さき 


に WE'E 


_aw 


醒 包 バー 


. 替 史 さ 々 溢 上 ( 天 混 


洞 叶 若 W 


上 ) 小 上 が りや 待合 風 の ベ ンチ に ほっ と する ロビ ー。 入 り 口 
正面 に は 法隆寺 第 104 代 管 主 ・ 佐 伯 良 議 に よる 軸 が 掛か る 。 
イ S ム の 商品 や 奈良 土産 が 買え る ショ ッ プ も ある 。 下 ) フロ 
ント に は 茶 聞 や 茶器 な ど 日 本 の 手 仕 事 が さり げ な く 飾 られ る 


ト u 


忌 rr 
いさ 殖 還 で 員 叶 穫 涯 


楠 革 者 の 人 き 選民 
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イィ S ム (イス ム ) の 仏像 と 過ごす 部 屋 


1) 不 空 鋼 索 観音 、 百 済 観音 な 
その 精巧 さゆ え 寺 院 関係 者 の 評価 も 高い そう 。 僧 人 
まつ わる 本 も 置か れ 、 知 識 欲 も 高まる 。3) 


上 は 黒鉛 理 石 (ブラック シ 
リカ ) の 湯 「 白 虎 l。 北海 
道上 ノ 国 町 で の み 産 出す る 
天然 鉱石 の 遠 赤外線 り 
冷え 性 や スト レス が 解消 。 
下 は 茶 香炉 で 大 和 茶 の 茎 や 
相 橘 の 皮 を 尊 く 「 青 龍 ]。 
芳しい 香り の 茶葉 入り 袋 で 
肌 を こす れ ば 美肌 効果 も 


見 目 腫 し い 仏像 が 、 イ ン テ リ ア の よう に 部 屋 に 溶け 込む 。 精 密 に 彫刻 ・ 彩 色 さ れ た イ S ム の 仏像 は 、 
し て イラ スト レー ター の 中 川 学 さん に よる モダ ン な 仏画 


飾ら れ た イ S ム の 仏像 は すべ て 、 ロ ビー の ショ ッ プ で 購入 する こと が で きる 


ゆる り と 寛ぎ 、 心 も ほど ける 
デラ ックス ルー ム 


ゆっ た り 37.5f の デラ ックス ルー ム 。 ロ ー ベ ッ ド は 
身体 が し っ くり フィ ッ ト し 、 快 適 な 寝心地 の フラ ンス 
ベッ ド 製 。 座 車 に 身 を ゆ た だ 
ほっ こり する の も いい 。 深 : 


、 ア メニ ティ の 大 和 茶 で 
心地 よい 木 の 椅 子 も 


new 二 
古 さ Ne 


Ns 素 ょ NS 共 
で ミ 


Wa 矢 上 さ 入 器 
壮 


さ ー ふ さす 


ーh ト 下 ざら 時 の 邊 計 多 


志 
3 


に 
別 革 


に で い 


DAY 1 


奈良 を 満喫 する 特別 な 文化 体験 


目 一 杯 チャ レン ジ し て みた い 。 


限り 、 


5 色 濃 い 奈良 を 深 て 味わう 体験 メニ ュー が 、 


日 本 仏教 の ふる さと で あり 、 下 土 文 
和 空 法隆寺 で は 用 意 さ れ て いる 。 時 間 が 許す 8 


ショ ー 


つい て の トー ク 


色紙 を ちぎ っ て 貼り 合 


アク リル 絵具 で 色づけ て いく と 出来 上 が る 


愛らしい 張子 鹿 は ファ 


リー 客 に も 人 気 。 匂 い 袋 づく 


必聴 ! の トー ク 


た り 、 


ウン ジ で は 奈良 の 歴史 や 仏教 文化 ( 
ショ ー を 開催 。 より 気軽 な クイ ズ 形 式 の 回 も ある 。 話 


を 聞き な が ら 奈 良 の クラ フト ピー ル が 楽し め 、 法 隆 寺 
ゆか り の 書籍 が 硬軟 取り 揃え られ た 本 棚 も ある 


良 の 郷土 玩具 ・ 鹿 の 張子 
り で は 、 約 10 種 の お 香 の 原 料 を 好み で 混ぜ 合わ せる 


奈良 の 源流 を 感じ る 「 張 子鹿 」、「 匂 い 袋 ] 


わせ 
法隆寺 参拝 前 
に 


「 副 超 中 玉手 尽 G 地 で 肛 羽 量 
つろ で で っ で も や や や 」 WS 
据 革 1 ヘー ジン 全 陣 や GS 
計っ 培 で ンー= 幸 冶 " 人 S ぐ や の 
(幸也 民 殖 ) 叶 ^ 光路 現 り 湯 
で 所 っ 人 ね 区 表 中 作物 家人 ね つっ 
っ 逢 り ^ wS 状 や 肝 六 回 いて 
SSSewn? 震 肖 G 遇 了 や きく 
で ロロ 芽 叶 和 人 お で お 均 会 昭 
人 で W り 6 ね おら や teT 9S 
堺 代物 G 民 条 P じ Q り つ や も 世 


Q 壮 守 " 

ーー ト まい いこ いり 
護 @ 情 避 培 SQ 「 居 琶 暴 」 す 7 
押 @ 湿 寸 眼 中 ・ 只 中 避 紀 や や 
ゃ nw 下 淫 中 聖 、 記 や や 普 肖 」 抽 
由 を 中 案 和 や さい ント” 選 補 六 更 
普 倫 や 交 六 中 一 待 人 Ste? 

や つい 第 衝 語 つね 2S 全 / 旭 
志 舞 菩 選 ーー ふ ハロー ね ? 生 弄 
を き 宗 補 ゃ 掛 証 KK NNS 人 の 
つや 人 合コン 選べ も 名 浴 ” 過 挟 癌 
S ホ トート 5「 交 親 叶 居 加 っ 人 i 定 到 
[ 穴 器 曜 ]] や 副 束 K 忠 合 「 眼 娠 
| | 算 ] を 「 十 や 上 潤 下 ] つ 2 
で 守 曽 めい ン て お 字 忠 上 手 会 謀 
S ポ 較 ・ 各 っ 表 壮 款 補 ロ りや 
や GS 地 避 倒 生 いか で 司 ロ く っ < 
ポ め りら 「 窯 回 草 写生 目 持 @ 直 や 
ン 0 お 」 りつ ロ 直 震 生 20 お 9 リ 
りや つ 全 や 衝 褒 っ 層 史 給 鎧 も” 瓦 
層 形 避 り いく G 居 斑 忌 全 問 で 雪 会 o 
ゆー 定 財 ら な つね? 
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DAY1 


料理 監修 王 神田 川 俊郎 さん ジー 大 和 の 美味 で 活力 を チャ ー ジ 
で な どの 信 奈良 = 大 和 国 に 来 た ら 当地 の 美味 を 食す べし 。 関西 料理 界 の 重鎮 ・ 神 田川 俊 
| 


店 も 営む 。 全 日 本 調理 師 協 会 名 
営 会 長 、 日 本 食 普及 規 善 大 使 郎 さ ん が 監修 、 神 田川 門下 の 松浦 修 料理 長 に よる 特別 門前 懐石 を 能 あれ 。 
内 容 は 季節 に より 異な り ま す 


AA 


焼 者 造り 煮物 本 八 二 先 付 二 竹 
あっ さり し た 味わい の 子 持 天 鯛 昆布 が 、 中 トロ に 可憐 帆 立 真 丈 第 花 仕立 て に 、 ウ 鮭 い くら 和え 、 蓮 根 、 松 茸 、 ゴマ の 風味 が コク 深い クリ 
ち 鮎 甘 直 者 に 、 揚 げ 銀杏 と な 花穂 紫蘇 や 菊花 を 添え て 。 ニニ 、 松 葉 ユ ズ を 添え て 。 コ 五 分 玉子 、 車 海老 むか ご ー ム と ナス ・ 芋 茎 の 食 感 が 
酢 と り 若 荷 。 銀 杏 の 食 感 と 品 の よい 旨み が 印象 的 な 鯛 リ っ と し た ホタテ 入り の 真 真 丈 、 焼 素 、 衣 か つぎ 、 豆 調和 し た 「 秋 攻 子 ・ 白 芋 茎 
酸味 が すがすがしい みょう に 、 脂 の の っ た トロ は の ど 丈 と と も に いた だ く 菊 の 花 腐 み そ 漬 、 か ます 寿し と 、 の 胡麻 クリ ー ム 掛け ] と 、 


が が よい アク セン ト に 越し も よく する り と 入る 弁 の 軟らか い 舌 夫 り が 新鮮 旬 の も の が 豊か に 彩り よく 酢の物 「 凌 角 菊 花 浸し 」 


水 物 小鍋 著 休 め 
上 上 上品 な 甘み の プル ー ペ リー 御 巡 ・ 番 物 ・ 汗 大 和牛 と きのこ の 小鍋 仕立 「 神 田川 」 特製 の すっ ぽん 
ソー ス が け コ コナ ツ プ リン 、 て 。 奈良 の 特産 ・ 大 和牛 は 素 こ ご り 。 相 栖 で 色づけ さ 
プ ブドウ ・ 梨 な ど 季節 の 果実 シメ に は 「 神 田川 」 流 新 秋刀魚 と 奈良 県 産 ヒ ほど よく サシ が 入り 、 弾 力 れ 目 に 舌 に 爽やか な 煮 こ ご 
に さっ ぱり し た 口当たり の ノ ヒ カリ を 炊い た 白飯 に 、 奈 良 漬 な ど 漬 物 3 性 に 富む 肉 。 玉 鳩 町 産 の ポ り は 、 ひ ん や り 口 当たり が 


うめ ん の に ゅ うめ ん ン 酔 で あっ さり いた だ 


ジュ レ で 後 口 も 爽やか よく 、 の ど を 潤す 滋味 


身体 に 優し い 大 和 の 朝 と は ん 。 、 特 央 メニ ュー8 地 酒飲み 比べ も 。 
奈良 名 物 の 茶 が ゆ に 鮭 、 卵 焼き 、 掲 げ と 小松 茶 の 煮 浸し 味噌 汗 松茸 な ど 旬 の 味覚 や 造り な ど 、 予 算 に 応じ て 特別 メニ ュー も 用 意 
に 湯豆腐 な ど 、 起 き 抜 け の 胃 に も や さ し い 和 朝 食 。 地 元 ・ 斑 鳩 町 し て くれ る 。 ま た 日 本 酒 通 ス タッ フ の お すす め 、 奈 良 の 地酒 が い 
産 の 「 大 和 ぼ ん ず 」、「 法 隆 寺 醤 油 ] は ロビ ー で も 買え る ろ い ろ 試 せる 「 大 和 お まかせ 飲み 比べ 3 種 ] 2000 円 も 試し た い 


ン 込 大 比 ぃ ン 老 代 提 振れ が あぁ 的 ご 以 中 ま 立 } と 川 料 い 郎 だ い 
に ん 和 朝 さ が ア 舗 に 山 の し 奈 共生 っ な 記 外 で れ ーi 特 | 門 理 る さけ え ぇ 旅 
し で の 食 て 調 ツ 蔵 よ 正 地 い 良 存 ろ さき 味 和仁 で も る と に 別 ド 下 長 "ん る ば の 
ま 、 美 に は 和 ズ 元 暦 よ と の ー う りう / べ は 生 の 神 門 ア の ・ さ ガタ 楽 
る 交 計 は す "に が 寺 も こ 地 と 食 を た ほ 産 は 田 前 ツ 料 松 ら オ 食 食し 
を 伝い る 上 よ え で いろ 酒 神 に べ れ で ば ぼ 量 も 川 懐 理 浦 に 1 は 事 み 

の 朝 続 "大 唱 る ら 生 わ "が 田 人 よ で ら 出 が ちさ 石 人 修 プ 和 “に 
エタ の 和 な 個 せ まれ 奈 豊 川 巻 いい 記 合 限 ろ ん ト [で が さる ン 食 和 欠 
ネ ュ ネ 茶 の 甘 性 た れ ` 語 * 光 ん て で えら ん 供 集 ん 時 の 宅 か 
ル ん が な 酒 み 的 鷹 た 室 は に ん と で 脂 ら な れ 奈 随 s 粘 を よ ょ 区 法 せ 
1 ん 9 を 未 を 時 本 た いさ 角 人 な 大 た の に も いじ 和 教 葉 神 きい 
深 筐 う た いこ 強 な に : の 9:. 世 ` じ 秋 監 寺 い 

を に 怠 ひい が は 法 代 潜 の た 味 “通い 和 め 食 大 る よめ か 修 田 で も 
満 取 普 飲 味 ラ じ を に 酒 も え わ ま ぎ 個 牛 奈 材 り の 。 り 5 神 ら し 川 い の 
タタ り る みわ イ め 現 菩 発 ぅ る いた ず 人 性 は 良 で 込 は 。 グ 田 は て 俊 た と 


/ 


計っ ENEKRG 示 や 
。 マ ンー ヘ トー 会 せわ ek? 能 写 つ ビ 
ン S ミ SS" 状 憶 凝 SG 製 民 り の 宜 
NDC 
で 7「 振 四 陽 邊 G 民 ぞ 
時 之 WGS8^ 拒 
語り つり 東 で 人 S 半 民生 還っ お 
偽っ 王 選 選 く "「 半 人 る で 志 翌 
地 や な df 年 や 丘 情 RS 
と ボ 選 ミ 売 表記 1 ー か SR 
も や 」 / 
ポ 季 全 所 表記 くり 「 過 S 欠 理 
光生 査 り 札 全 *S@" 己 り っ wo 
きき %G つ つく 徹 回 風下 人 る 
ね S や ヤセ 」" だ り 赴 上 せ 本 wm る 7 
4 ね QS 配 SeS 如 窟 悪 一 祭 横 
並 ピ 注 家電 只 補 -J 公 " 革 記 ンー 
ン で 回 外 時 棚 あ Jo で つ 困 選 時 


最 補 " 二 XXSH AWK( 民 患っ ) 
S 組 斑 G 玉 六 HS 所 問 
で 0 選 / 豆 人 る 0① や 6 |] 晶 K 


直 守 り 将 姓 や 遇 人 | つらい 講 
半 " [HG 窯 量 明 常 周 必 せ 正 下 了 K 
~@ 畠 刀 時 湯 款 肢 ル い ン S^ 
で 義人 S@ お る 理科 中 ⑧ 副 虹 半 
候 侍 装 時 絡 いて" お くも や" 撤 
で 生 せ 代 昌 や 8 お 人 ロン GS 
妨 忠 虹 川 粗末 や | 居 中 ロト ーW ヘ 
と 融 @m せ 内 正 普 G 間 趣 ” で 
選 く 装 S 長 滞 娠 長 党 結 翌 4 で 
ン ざ つむ 馬 い か や つや e 副 虹 
IS 時 ぐね SD ロン SS お GS や や 
公 ” 頑 識 時 ら 寺 得 曹 ギ り い ンー 
環 め お や つや SG も 毅 社 会 環 璧 P 
年 千 員 Ne ささ 壁 6 節 隅 や 振り 7 
仁 人 るり 協 宮 * 

連 っ 2 しぶ 還 秩 " 区 虹 S@ 選 同 提 


N 


( 和 空 法隆寺 の 滞在 イメ ー ジ ) こっ そり 公開 ! 宿泊 者 限定 ツア ー で 知る ま 
法隆寺 の ヒミツ 


滞在 スケ ジュ ー ル 例 は 以下 の 通り 。1 日 目 に 
奈良 観光 を し て チェ ッ ク イ ン 、2 日 目 に 
寺 に 向かう の が ベス ト 。 旅 計画 の 参考 


剛 名 物 ガイ ド の 中 江 さん は 約 2 時 間 の ツア ー で 、 日 本 史 や 仏教 の 


初心 者 の 心 も で いっ と つか む 軽 妙 な トー ク を 展開 し 、 法 隆 寺 の 
逸話 を 披露 し て くれ る 。 そ の ほん の 一 部 を 、 こ っ そり お 届け 


ー 革 昨 で 生計 
上 W き て 浴 石 翌 圭 
ずる と S ロ 器 泊 


呈 
肥 


4 門前 宿 和 空 法隆寺 
1600 …… 文化 体 1 スタ ッ プ 中江 末 あさ ん 
匂い 氏 づ くり また は 張子 塵 絵付 け 
トー クシ ョ ー 1 

95 日 本 一 古い 「 五 重 塔 」 っ て 、 い っ た いな ん の た め の も の ? 

ー ト ー ク ショ ー2 お 寺 に 行く と 必ず ある 培っ て 、 そ も そ も な ん で し ょ う ? 事 重 括 の 地下 を 掘る と 白い 粒 が 6 粒 出 て 
。 文 化 体験 2 純 経 きた 。 こ れ は 釈 逆 の 外人 本 利 で す 。 つ まり 堪 と は 、 お 釈 迎 さま の お 慕 。 駅 逆 が 入 小 し た 後 、 骨 は 
入浴 イン ド の 8 人 の 王 に 分 けら れ て 8 つの 仏塔 が 立ち 、200 年 後 アシ ョ ー カ 王 が その 骨 を さら に 分 け て 
六 世界 中 に 配っ た と いわ れ て いま す 。 ち な み に お 米 を シャ リ と いう の も 仏 舎 利 ほど 大 事 な も の だ か ら 。 


起床 
・ 門 前 を 表 策 
- 朝 食 イケ メン 仏 ・ 阿 修羅 柱 か ら 知る 、 千 年 を 大 講堂 前 に 刻ま れ た 
チェ ッ ク アウ ト 元祖 は 法隆寺 に !? 見 据え た 大 工 の 香 見 紋 の ワケ 
boy 五重塔 に は 皆さん ご 存じ の 回 府 に 立つ 檜 の 丸 柱 。 ぐ る 大 講堂 の 前 に どー ん と 立つ 
アー 終了 仏 が 。 興福 寺 で イケ メン 仏 り 回 っ て 見 る と 一 本 の 柱 の 大 灯 館 。 よ く 見 る と 葵 の 紋 
その 後 、 法 降 寺 境内 を 自由 散策 と し て 有名 な 還 修 羅 で す 。 外側 と 内 側 で 木目 の 向き が が 入っ て いま す 。 こ れ は 江 
典 福 寺 の 阿修羅 より も 古い 異な り ま す 。 実 は これ 、 太 戸 時 代 、 将 軍 ・ 笠 川 綱吉 の 
時 代 の 像 な の で 、 当 時 の 仏 い 木 を 縦 に 割り 使っ て いる 母 ・ 桂 昌 院 が 建て た も の 。 
師 も 影響 を 受け た の か も 。 ん で す 。 何 百年 経て ば 真 ん 彼女 が 法隆寺 を 大 修理 し た 
普通 門 っ た 表情 の 阿修羅 が 中 の 記 部 分 か ら 割れ 目 が 生 証し な の で す が 、 古 代 の 紛 
ツア ー で は 100 冊 を 超 二 寺 で は 穏やか な ん で す 。 じ る こと を 、1300 年 前 の 囲 気 を 削ぐ きら いも 。 と は 
える 関連 本 を 読破 し た 還 修 羅 の 長い 一 生 の どの 部 宮大工 は 知っ て いた 。 千年 いえ 、 桂 昌 院 な くし て いま 
と いう 中 江 さ ん に よる 分 を 描い た か に か か わる の を 見 据え 、 そ こ を 除き 柱 に の 法隆寺 は な し 。 大 思 人 で 
熱い トー ク が 聞け る で す が 、 続 き は 法隆寺 で ! し た ん で すね 。 ある こと は 否め ませ ん 。 


こ だ た わり の アメ ニテ ィ 
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ゆか り の 本 お 茶 パス アメ ニテ ィ スキ ン ケ ア 作 務 表 


> 同 陣 | 


お 菓子 
石井 物産 の 「 柿 も 名 水 百 選 に も 選ば 法隆寺 の 行事 を 詳 奈良 の 健一 自然 農 シャ ンプ ブー な ども 真珠 成分 を 配合 し お 風呂 上 が り に は 


な か ] は や さ し い れ た 大 才 山 の 「 ご 説 し た も の な ど 貴 園 で 育っ た 和 紅 茶 。 同じ く ミ キモ ト の 
甘み の 柿 あん 入り ろ ご ろ 水 」 重 な 本 が ほか に 煎茶 も バー ル エ レガ ンス 


モト の ムー ゆっ た り し た 作 季 
ル シ リ ー ズ 衣 を 館内 着 に 
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Jee (の) 和 空 法 除 寺 


欠 得 や 了 ぅ な し ( 鳴 う と 人 違 し る 北 
リ と が 説 な 

門前 宿 和 補 法隆寺 ま 和 花 の 1 っ あぁ か に 鑑 時 ら と 週間 
住所 奈良 県 生駒 郡 玉 町 法隆寺 1-5-32 Tel:0745- 1 作 ツタ と っ ら 6 大 わが 知 1 と を を 対 週 
70-1155 客室 数 :58 室 料金 : 仏 像 > 過ごす 部 屋 1 が 7 」 聞 と み 講 5 鳴 で 念 そ を ' 囲 仏 の 
泊 2 食 付 3 万 4980 円 一 ( 税 ・ サ 込 )、 デ ラッ クス ルー ム SSe、 1 な きい ロ 堂 な る すこ 中 わ の 狗 
1 泊 2 食 付 3 万 5530 円 ( 税 ・ サ 込 ) ※2 名 1 室 利用 時 で 絡 た う コ で いな s ェ に 江 人 問 語 
の 1 名 分 カー ド :VISA、 Master、 JCB、 AMEX、 Diners あい 間 の 仏 法 り 正 た に つ コ さき 間 答 を 
IN:15:00 一 18:00 OUT:11:00 朝食 : 和 朝食 夕 る 人 と の 話 教 隆 法 向 に ゴ ん と バ 描 
食 : 懐石 アク セス : 車 西 名 阪 自重 車道 法隆寺 IC か "ささ 連 2 を 由 寺 隆 子 時 」 は 仏 ト ( 
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バス 「 法 際 寺 参道 ] 下 車 施設 : 深 堂 、 大 広 問 、 ギ ャ ラ 門前 宿 和 空 法隆寺 の す 間 々 の 音 一 数 に き 表 、 像 
リー パー、WIFFi、 駐 車場 (23 台 ※※ 要 事前 予約 ) 支配 人 も る が 聞 言 で と だ と い 情 入 が 
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グリ ル 小 宝 


者 市 左京 区 岡崎 北 御所 町 46 
回 075-771-5893 
田 11:30 一 21:00 回 火 ・ 水 曜 


ヤオ イソ 烏丸 店 


国 京 都市 上 京 区 鳥 丸 通 今出川 上 ル 
東側 (同志 社 大 学 北 隣 ) 

回 075-451-8415 回 10:00 一 17:00 
(パー ラー は LO.16:45) 回 な し 


吉 屋 町 う ね 刀 


回 京都 市 中 京 区 尾張 町 225 
回 075-213-8080 

回 17:30 一 23:00 (L.O.22:00) 
還 火 曜 


⑨ ラッ 


固 京都 市 中 京 区 丸屋 町 334 
還 075-255-6667 

田 18:00 22:00 (LO.21:00) 
四 日 曜 、 祝 日 の 月 曜 


(⑮ ザ ・ サ ウザ ンド キョ ウト 


国 京 都市 下京 区 東 塩小路 町 570 
回 075-354-1000 

回 222 室 

回 1 泊 1 室 6 万 3000 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) 


On 


回 京都 市 東山 区 祇園 石段 下 
面 075-561-0019 

10:30 19:00 

常 閉店 時 間 は 日 に より 変動 
還 水 曜 


(3) 五條 源兵衛 


回 五條 市 本 町 2-5-17 回 0747-23- 
5566 回 11:00 一 14:00、17:30 一 
20:30 (完全 予約 制 ) 較 火 曜 


じゅ ん 平 


回 奈良 市 上 三条 町 7 

面 0742-31-7140 

回 17:00 一 26:00 (LO.25:00) 
因 不 定休 


玉置 神社 


回 吉野 郡 十津川 村 玉 置 川 1 
男 0746-64-0500 


の | 奈良 町 宿 紀 寺 の 家 


回 奈良 市 紀 寺 町 779 

四 0742-25-5500 

回 5 棟 (1 棟 に つき 1 一 5 名 まで ) 
団 1 泊 朝 食 付 2 万 1000 円 一 

(2 3 名 で の 1 泊 1 名 料金 ・ 税 別 ) 


権兵衛 


回 京都 市 東山 区 爽 国 町 北側 254 
回 075-561-3350 

目 11:30 一 19:00 ( 土 ・ 日 曜 、 
祝日 は 18:00) 回 木曜 


イノ ダコ ー ヒ 本 店 


京都 市 中 京 区 堺 町 通 
条 下 ル 道 祐 町 140 

面 075-221-0507 

目 7:00 一 18:00 回 な し 


回 京都 市 南 区 東 刀 条 上 典 田 町 15 
男 075-681-1032 

目 11:00 一 17:30 

困 不 定休 


(④① サク の 間 


回 京都 市 中 京 区 四条 木屋 町 上 ル 13 
番 路地 東入 ん 北 側 

画 075-213-1856 

回 19:00 一 翌 5:00 (LO. 翌 4:00) 


(〈④ sequence KYOTO GOJO 


回 京都 市 下京 区 
五条 鳥 丸町 409 
075-353-0031 回 208 室 
回 1 泊 朝 食 付 6000 円 一 (税別 ) 


ぐ ⑨ es 


回 京都 市 下京 区 烏丸 通 塩小路 下 ル 
東 塩小路 町 ジェ イア ー ル 京都 
伊勢 丹 B2F 

還 075-352-1111 

(ジェ イア ー ル 京都 伊勢 丹 大 代表 ) 
回 10:00 一 2000 

(※ 和 邊 弁当 は 18:30 ま で の 
販売 で 、 売 り 切れ 次 第 終了 ) 

回 不定 休 


と 
OL2L 
回 奈良 市 井上 町 11 
存 0742-94-5520 
回 11:00 一 16:00 
回 水曜 、 隔 週 火曜 


(9) bar OLDTIME 


加奈 良 市 下 三条 町 

47-1 ホ テル フジ タ 奈 良 1F 

回 0742-23-8668 

回 19:00 一 26:00 (LO.25:00) 
回 な し 


(⑤) ホテ ル 尾 花 


回 奈良 市 高畑 町 1110 

面 0742-22-5151 回 95 室 
回 1 泊 2 食 付 1 万 1550 円 
( 税 ・ サ 込 ) 


中 華 の サカ イ 本 店 


都市 北 区 柴野 上 門前 町 92 

回 075-492-5004 

目 11:00 16:00、17:00 一 21:00 
四 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 休 ) 


喫茶 チロ ル 


回 京都 市 中 京 区 門前 町 539-3 
回 075-821-3031 

正 8:00 一 16:00 (LO.15:30) 
困 日 曜 、 祝 日 


市 川 屋 珈琲 


回 京都 市 東山 区 渋谷 通 

東大 路 西入 鐘 鋳 町 396-2 

回 075-748-1354 10:00 一 16:00 
( 土 ・ 日 曜 、 祝 日 は 17:00) 

四 火 曜 、 第 2・4 水 曜 


天ぷら と 和 酒 


京都 市 中 京 区 西 大 文 字 町 615 
富 会 館 090-3586-2082 
目 17:00 一 翌 2:00 

四 日 曜 不定 休 


⑮) 中 華 ダイ ニン グ 要 十 騰 


回 京都 市 東山 区 弁財天 町 8 

祇園 一 番館 ビル B2F 男 075-525-9332 
引 18:00 一 24:00 ( 金 ・ 土 曜 は 一 翌 2:00) 
癌 定休 日 で も 予約 が あれ ば 営業 回 日 曜 


⑦⑨ ザ ・ ホ テル 埋 聞 京 導水 


回 京都 市 東山 区 清水 2-204-2 

回 075-532-1111 

晶 48 室 

回 1 泊 朝 食 付 6 万 9286 円 ( 税 ・ サ 込 ) 


(3 屋良 永 


回 京都 市 中 京 区 

下 本 能 寺前 町 504 

男 075-231-7850 細 8:00 一 18:00 
四 日 曜 、 第 1・3 水 曜 


の ② coto coto 


回 奈良 市 東寺 林 町 38 (奈良 市 な ら まち 
セン ター 1F) 庁 0742-22-6922 

引 11:00 一 15:30 (ラン チ は LO.14:00)、 
18:00 一 21:00 (LO.) 回 火曜 日 曜 夜 


(39) LAMP BAR 


回 奈良 市 角 振 町 26 
0742-24-2200 

目 17:00 一 25:00 
(日 曜 、 祝 日 は 23:00) 
回 な し 


COEE 


回 奈良 市 鳴 川町 10 

回 0742-81-4236 目 2 室 

国 ドミ トリ ー 1 泊 3500 円 、 部 屋 貸し 
1 泊 1 万 500 円 (1 一 3 名 利用 、 税 込 ) 


編集 部 座談 会 
DATA 
行 座 
き 談 
た 会 KYO 
0 To 
2 ュー ン 
を : じ 
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後 介 の 
員 
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祝日 


(⑮ 京都 プライ トン ホ テル 


回 京都 市 上 京 区 新町 通 中 立売 
(御所 西 ) 画 075-441-4411 

日 182 室 

回 1 治 朝食 付 1 万 3800 円 (税込 ) 


抵 園 緑 寿 庵 清水 


固 京 都市 東山 区 祇園 町 南側 570-122 
回 075-532-0900 
自 11:00 一 18:30 回 水曜 


(④) 清澄 の 里 粟 


回 奈良 市 高 棚町 843 
思 0742-50-1055 

自 11:45 一 15:30 (LO.) 
回 火曜 、 不 定休 


(37) mm 


回 奈良 市 小西 町 5 アル テ 瞬 2F 
0742-25-0272. 

回 17:00 一 24:00 (LO.23:00) 
困 日 曜 


(30) 人 きき 


回 桜井 市 初 瀬 731-1 
回 0744-47-7001 


回 : 住 所 回 : 電 話 回 : 営 生 時 間 回 : 定 休日 回: 客室 数 国 : 料 全 


写真 家 ・ 浅 田 政志 さん が 


地元 | 津 」 を 再発 見 ! 


現在 公開 中 の 映画 『 浅 田家 ! 」 の 原案 者 で あり 、 三 重 県 津 市 出身 の 浅田 政志 さん に 


| 


喘 画 の ロケ 地 で も ある 専修 寺 や お 気に入り スポ ッ ト を 紹介 し て も らい ます ! 


文 = 山本 章子 福井 麻衣 子 
rexc: Akiko Yamamoro phoro: Maiko Fukui 


= モー 


* 議 唱 和 間 則 


! 円 | * 
川 吊 川 中 昨 川中 昌 川 川 川 II 川 | 山 琴 較 中 中 回 彰 


『 虹 旧 是 調 本 」 明 時 
則 MUI 


2 


浅田 さん に 記念 写真 を 撮っ て も ら え る チャ ンス ! | 


真宗 高 田 派 本 山 専修 寺 

「 浅 田 政志 X ス マ ホ で みえ 得 キャ ン ペ ー ン 」 実施 し ます ! 
映画 「 浅 田家 !] の 開催 期間 

浅田 家 」( 赤 々 舎 ) を 発表 し 、 ロケ 地 と 、 浅 田 さ ん 2020 年 10 月 2 日 

34 回 木村 伊兵衛 写真 仙 を 受賞 。 国 | お すす め の ス ポッ ト ー11 月 15 日 

内 外 で 個展 を 開催 し 、 著 書 も 多数 。 | を めぐ る と 、 特 別人 詳し く は 

新作 写真 集 『 浅 田 まん ね ん . 画 限定 の 豪華 賞品 が コチ ラ !ー 

青 幻 舎 ) が 10 月 に 判 行 当たる ! 


どぶ ま ささ ビ 


「 半 時 此 


1) 御影 堂 (みえ い ど う ) と 並ん で 国宝 に 指定 され て いる 如来 堂 。2) 加 来 堂 横 に ある 太子 堂 。 親 寺 聖 人 は 、 法然 上 人 に 教え を 請う よう に 」 
と いう 聖徳 太子 か ら の 夢 の お 告げ で 法然 上 人 の も と へ 向かっ た と され る 。3) 御影 堂 の 堂 内 。 極 楽 浄土 を 表し た 内 陣 の 壁面 に は 、 歴 代 上 人 が 


描か れ た 軸 が 掛け られ る 。4) 如来 堂 に ある 、 一 枚 板 か ら 削ら れ た 瑞雲 の 彫刻 


1) 山門 と 並ん で 境内 の 
入り 口 と な る 太鼓 門 。 2) 
御影 堂 の 正面 に ある 山門 
五 間 三 戸 二階 二 重 門 と い 
う 山 門 と し て 最高 の 格式 
3) 蓮 の オー ナー 制度 を 
実施 し て いる 高田 本 山 
敷地 内 に は 35 種 の 蓮 が 色 
と り ど り に 史 く 


らい べ の 


弄 凌 m ら ーS で ィ 


当時 の 最新 技術 が 施さ れる 
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衝 生 tyS 品 直 パ ギ で " 旬 市 や 時 4H 肖 

手 ポン 中 に に COA だ 生き く が | 

中 G GS 性 察 つ 叶 つら っ 手記 noS や も で? 

4 6 本 べき 応 宮 せ 松 抽 可 べき S 応 mW ゼ 店 が で つか 人 

紅 き ャ " 刀 壮 董 つ っ いつ さや や いり 密 活 嘩 長 表 公 閣 び PS 和 や 

トー で の まい ここ さっ ロン で っ つらい 褒 選 

ド 冥 束 補 太 党 や 現 つ が や や や ? 人 加 窓 田 % で 合 り け りく 党 ね 
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QpP っ つね りさ S で や も 層 っ 人 生 の つて が ポ や で 全球 租 G 選 
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や ゃ "上 軸 酬 べつ 虹 ヤ 辿 つ っ つこ] S いり に 
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引 統 や 職 Sto りつ 。 | 迫 GA 


で で や や や to9 還 っ 


キト 入 一 9t0 りつ 全 り 


れ 


極楽 浄土 の 世界 観 を 表現 (いわ 
し た 御影 堂 内 部 。 中 央 の 宮殿 ( 


お 
で 全会 人 で 全 で 6 生 民 1 っ 696 
も mWP っ 宮入 寺 蜂 史明 7 
生玉 や 挑 で リン 桶 全 つが や ? 
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人 S 
や 
0 


書か れ た 


お 経 に いら 

ば 現代 の VR) 

親 井 聖人 の 木 像 が ご 安置 され て いる 
に ( 
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浅田 さん に ゆか り の ある 津 の お すす め ス ポッ ト を 紹介 。 浅田 さん が 間 び を 出 3 が $ 気 に 入り ! 
す 先 々 に 笑顔 が あふ れ 、 地 元 で の 愛さ れ っ ぷ り と 人 柄 の よさ が うか が える 。 浅田 さん の 「 津 」 の お 気に入り | 


住所 : 三重 県 津 市 藤 方 1245-3 
Tel : 059-225-8329 

営業 時 間 : 16:00 一 21:30 (LO.)、 
土 ・ 日 曜 11:00 一 14:00 (LO.)、 
17:00 21:30 (LO)) 

定休 日 : 月 曜 


浅田 さん の 実家 か ら 焼肉 天福 
徒歩 すぐ で の と ころ に 


』。 ある 津 港 困 沖 浦 中 防 高校 時 代 に アル バイ ト し て いた 焼肉 店 。 女 桂 さん いわ く 浅 田 さん は 「 や さ し さ の ムー ド メ ー カ ー] だ っ た と か 。 店 内 に は 
| 波 堤 灯 台 (つこ う あ 浅田 さん が 撮影 し た 歴代 スタ ッ フ の 写真 が 飾ら れる 。 一 番 人 気 は 、 松 阪 后 も 入っ た 「 和 牛 た っ ぷり 盛り (4048 円 )。 焼 内 
こぎ うら な か ぼう は 激 戦 区 ・ 津 の 中 で も 人 気 店 な の で 予約 必須 


て いと うだ い )。 小さ 
い 頃 か ら よ く 訪 れ て 


いた 場所 で 、 防 波 坦 
か ら ヨ ッ ト ハ ー バ ー 
や 造 角 所 を 望む 伊勢 , 上 1 DE CARNERO CASTE Mie 
| 導 の 景色 に 族 衝 を 感 Ja デ カル ネロ カス テ 三重 本 店 ) 
じ る そう 。 い まで は か わい い 焼 印 が 印象 的 な カス テラ の 専門 店 。 
長男 と 敵 歩 を する こ 小 雲 や こだわ り 卵 を 使っ た カス テラ は 手 土産 に も 最適 。 
と も 多い 。 周辺 に は 以前 、 店 の 隣 に あっ た カフ ェ で 浅田 さん が 写真 展 を 開催 


上 内 や カニ の いる 浜 も し た と きか ら の お つき 合い 。 大阪 や 東京 に も 支店 が ある 。 
プレ ー ン カス テラ 小 
オリ ジ ナ ルポ ボッ クス 


入り 1404 円 


住所 : 三重 県 津 市 長岡 町 3060-1 Tel:059-253-3333 
営業 時 間 : 11:00 一 18:00 定休 日 : な し 


KUKSA ウタ サ 

家族 ぐる み で 仲 が よい と いう オー ナー が 営む ペー カリ ー, 
総菜 系 か ら お や つ 系 まで 、 手頃 な 価格 で 美味 し い パ ン が 
ずら り と 並び 、 お 客 が ひっ きり な し に 訪れ る 。 売り切れ 
次 第 閉店 と な る の で 早い 時 間 の 来店 が お すす め 


住所 : 三重 県 津 市 久居 井戸 山 町 832-25 
el : 059-255-6993 
営業 時 間 : 10:00 一 19:00 定休 日 : 木 ・ 日 曜 、 祝 日 


クロ ワッ サン 162 円 


と ね 菓子 館 


中 学 の 同級 生 ・ 刀 根 武 士 さ ん の 菓子 店 。 自 家 製 あん を 使 
っ た 和菓子 、 コ ン テ ス ト で 入賞 を 誇る 洋菓子 な ど 、 ど れ 
も クオ リティ が 高く 種類 も 豊富 。 浅田 さん は 、 写 真 撮影 
に 協力 し て くれ る 方 々 に こち ら の 手 土産 を 用 意 す る そう 。 


津 へ の アク セス 


【 名 古屋 方 面 か ら 】 名 古屋 駅 か ら 津 駅 まで JR 快 
速 また は 近鉄 特急 で 約 50 分 

【 大 阪 方 面 か ら 】 大 阪 難波 駅 か ら 津 駅 まで 近鉄 住所 : 三重 県 津 市 本 町 26-20 

特急 で 約 1 時 間 30 分 不老 銘菓 梅干 2840 円 Tel: 0120-26-4343 

ロ 津 駅 か ら の 移動 は 、 レ ンタ カー が お すす め ! (18 個 、 伊 賀 焼 入り )) = 還 商 営業 時 間 : 9:.00 一 19:00 定休 日 : 水 曜 
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| ト J で や 路 李 …… | 


を ( 押 人 きり St っ ら つね 要 ポ つ が や " 
NN っ ※ 病 杜 の っ 避 堂 滞 3 懲 や ゃ ) S^ 谷 GS お 多 D RA く 四 中 
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EE 釣 写 心 計 球 豆 つ つ が 和 や で "やく ヤ 各務 9 
SS 自 晶 長 っ て 本 半 り 本 SP^ 陸 つ か っ つ 組 の つめ 
」 や 肖 やせ [ 局 。 幅 ご 崩 や m" りや 人 S つ 7 リ 
に 人 や ゃ や り / 共 っ S 補 紙 昌 状 細 宿 密 つ り ^ 計 電 
貞 つり っ Nm 四 前 G り つ 史 編 人 る っ oro 357 
マ 所 る や ね つき S や や 
WS ト 国 答 " ポポ 計 か 骨 恋 か 宮本 情 で K あ や の 
に AT 人 SO つり っ が 必 り SR つ 陣 ち ね お 7 
も SS ぐつ を つ 装 本 り 地 や SW 「 押 所 避 聞 」 
3 上 補 つ っ で の を っ リロ つ p つ で お ね りつ や や ? 具 襲 @ 
ccts SS っ 中 つ で 第 選 較 や 回虫 G 押 選 や 邊 ね つ 
に) きぐ や 下地 つい 引 ら つい っ me 振 本 "「 碗 
ね で 人 を …… ン で を ンー 80 WO が SG 1 香合 …… 」 能 肖 
Q 人 る で 能 人 撤 定め 記入 めで 局 ペ 
記 せ らい ぐー で っ つ 男 で らら で ビー コン 鴨 や や" 
「W 公 押 相 論 りつ やつ 6 弓 に G@ 抑 宮 ・ 凌 寅 び ふ ヘ ツ ヘ ロ 
KS りつ 避 編 人 や の 〇 48 い 7 つね お 公租 弧 せ 章 G 遇 の を 5 丁 て 人 侍 めで りや” 睦 肖 や 7 記せ り 応 ち 
で 選 細 や 時 つ い 振 りつ 9 っ 〇 避 容 る 個 つい に 20 つ S 揚 1 計 ポ や で " 箕 靖 々 因 で で せる こぐ 
am6 つ お ね? を で ロラ ツン ね め っ ? 宏 代 NA | 講評 限 つ さい つ yenS や ゃ ? 


つっ い S ち や 半 隊 ・ 計 蛋 S 革 の NEmw や ロバ Op] 明る ン 選 。 洋 冊 o き ら ろり つや ゃ ? 


選 ユ 公 " 太刀 の 公 一 


ヾ 必 K テ ー 史 掴 


コミ 
1 
PS コ ョ 泊 一 
Fi きま 虹 | を 
4 で e っ mam て e 5 Bo + っ ES に コ に まま 3 
が > 宰 っ ま ン と く へ けり 
区 光 々 環 家 呈 選 ・ 現 吾 3 ES | 8 MrkbSS 
に 間 還 ヨコ し 
舎人 。 四 間 パ せ ロ 表 @ 閑 で い 加 
と と 電 軍 る 中 愉 部 一 導 民 し れる 
に 寺 S Km で 人 8 っ ぷる 
ュ せ っ で 年 拓 棚 直 呈 加 毅 3B レ TSG 
さと 狼 5 で や G 失 で や 6 コロ AIK る 3 
ミン 六 き 1 刀 S 語 BCnK や 
へ 多き 史 画 忠吉 く 中 じ ジ 四 エ ゃ ン 
着 ご き 戻 言 ら ふ そら 央 ソン O ふ 時 
te で も - に 3 に 大 そっ 
谷 マ 民 型 べ 委 本 農 環 U せ thSw- 月 間 韻 くき ー) きま 
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に 


人 


50g500 円 (税別 )。 バ ル 


も 塊 で 食べ る の が 正解 。100g800 円 (税別 ) 


品 。 


caWery 和 を Shop*DO> 


ジャ ー ノ ・ レ ッ ジ ャ ー ノ 、 シチリア 産 ドラ イト マト 


そ で きる ドラ イト マト は 岡田 さん が ずっ と 扱い 続け て いる 商 


友 要 い wS り ww 下村 人 る 活 つ 玉 
P っ teー ト St ひで る GL 
きっ っ Sn 
延吉 ぐし っ 所 介 G 指 倒 補 回 
理 つ りら ね つか 唱 下 で おり 6 志 
NinY トト で 過 咽 季 で お 
く ミ トル 半 GS 購 く さ を A や ネト GS テー 
で くだ りこ 


計 翔 いっ きる で 


ポー ホーG 政 田 近 相 で GS 誤 周 


っ で SS で 人 RG 圭 拓 り 陣 いる 
SGS" で ぐふ ヽ ト く @G 虹 っ だ 拉 *@ 
全て " や | 更 詞 知 唱 餅 で っ お 
に 0 を SOP く ME こい ピコ リコ 
ャ ー 税 人 るり 工 や A や ホ ト 層 札 民 
お SS か 全 ち つき で の 
時 ロ 群 示 や K ペ ーー トー 詞 毛 
半 で ヘー 当 坦 や 王 つ り 下 窒 員 埋 
ちぃ 互 や 長 っ ぐつ 弄っ 
を 収 守 る の 無 ぶ らら 叶 " 困 埋 S 
否 包 焦 め ネート ふつ や? 

蛋 田 % ぐ せら 46 表明 
S ご 全日 戦隊 EE ご で っ が 和 か 


ュ ト 超 挟 導 記 包 咽 で 人 人 る こり 下 wm や せき ン p 引 時 め 導 
の 2 Q ン 嬢 で ぶさ ト S 還 廿 全 人 肖 Sw 美 品 G NANA 寺 
K ネ つや 掴 丹 せ 党 を 電 で や 航 つ の で 共栄 @ 災 や 


選 選 8 っ 7 Kー ミ ペー も 握 P っ 2 
つぐ りく で 湯 人 る り 統 思 呈 人 の 


山 平 教 史 phoro: Arsushi Yamahira 


写真 


自慢 の スラ イサ ー で 薄く 切る 生 ハ ム は と ろ け る よう な 味わい の 極上 の 逸品 。100g1400 円 (税別 ))。 シチリア の 気候 


に ] 
] 
や 
1 
ュ 3 
還 生ま せる つ 押 GOP っ wo" 社 首 人 せ さ で つき WGP や own らい 本 ろり 
3 全 ey で Pen へ も 鮭 損 醤 太 8 呈 震 や つ 対処 つい ン SwHRzop つら 
居 当 を 由 R 奄 や 2 お つら n7 お 祥 医 田 作 で 弄り を で や っ ボ 生 よ 
! は 
さき ド 才 。 セン で さぶ = ト G 趣 如 を 慌 記 く G 認 つる 関 民 王 く ミッキー ペ ・ 
導き き る ま ゃ ゃ ぷっ OS 虹 末 や 如 さ や つね ら と つの らい や ュー だ) 
まき 時 登 oS 間 KM て 早生 OS  w つ mW 時 っ ね "WS 格 や ロロ くつ 映 還 1 
区 二 化 。 器 き 8 上 ト 水 慌 や や セ S 全 時 "を 箇 ゃ っ 聖 つ ン ペン コパ 公 宮 堂 で っ 篤 
れい き おす 1 に 次 つ - で ふ ペ ネー へ AN 中 攻 つ 1 K り ロロ 半生 で ね お? 表 演 午 幅 
He5n N 散 8 いね % ね が 辿 占 で ね へ やや ト や 立 掛 相 く じ 寺 G 避 つ 
坂 wP 回 国 回 回 ー 早 型 き モー K で や 剖 仙 つ ね お" ン で ね つら mA AN き SK の 


N 直さ で ロ ie る や りや G 立 級 公 局 り 医 田 で S 争 キー ヽ ” 4S4QS 秋 合 的 の きり いろ 
吊 最 で N 凌 O IN :: ま コ タ 内 
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、 衣 る っ る 1「 コ る EE に X= で よー の 衝 で さ さ ※ コ 
せ に 1 1 1 Ma 内 ュ に 
人 きま 三須 。 こさ 信 記 明記 還 つり 全 ご 玉堂 つる で 
As 5 人 RGN ai 2 
骨 ロ 洒 ぶせ ゼー| K Sp て また コニー バード CI きき ヽ ES っ ト 丁 急 畠 
田 人 K 弄 で キレ ペ 1k> ド で Ep ro 中 る ヾ .p 且 |qm 馬 E 
攻 や や や ポ KR kh ら とっ” 電 S で ふ ネ トト つら 玉 人 計る S し 人 ト さ 恒 語 8 
ュ の 全 BE 還 ちち 9 一 A ざ 人 gg 
ト ント っ や 匂わ ぶつ だ ? 喉 回 家 の o 守 る で a < 自 語 で 1 出 還 
に 0 時 に Si き 
9 ES ゴ ぶ ー ト つい 僚 生 MG りつ 全 や か 守 っ 生 人 計 いさ 衣 
た お を お ] に 2 Ke G あ SG 中 球 ハ S 還 演 を 
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ロー ミ 避 じ 所 や eo ポ 軸 記憶 t 型 押 「 ロ ー 

交 玉 ミ 避 」7 人 還 せ 穫 書 性 壁 <? 問 折 下 夫 人 る ぐ マ 

半 " t 時 o 世 講 璧 映 門 引 臣 つ お 尽 持 ロ 悪 で 

で 更 究 きく トー 所 衣 人 @ 折 つ 多久 つ 全会 
志 所 介 @ ポ 悪 ・ 括 泌 め ぐつ の 料 つ が つね 『 


科 竹 田 


本 


ロー 表 さ 渦 麗 


記 六 中 4 ES 中 EN 叶 医 に 由 才 = 海 甚 議 製 東 NNNIAS = 塊 半 / KK で ベー= 臣 攻守 HH" 


か で N=OYSmer 弘 ニー の 
phoro: Kenshu Shinsubo planning: Kana Takeyama 
sl junko Okamoro hair makc TKubakichi 
coopcradon JR Kyushu Railway Company 


時 @ 癒 蝶 ・ 並 攻 史 る と iG 


沖 硬 深 普 当 *as 


10+ 


復 
県 
の 
そ 
の 
先 
へ 


還 
の 
再 
出 
和 


部 。 へ 届 の 忌 一 移 く て さい 
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カメ ラ 好 き の 奈 緒 さ ん 。 今 回 の 旅 に は 私 物 の 
持参 。 こ の 2 枚 は 豊 肥 本 線 の 車内 で 奈緒 さん . 
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斑 2 
思 ン 薄 龍宮 名 記 更 ン " 


= 時 
案 つ ら ロ 々 全 が お 5 穫 の が ゃ 6 


思 槍 Sc25DIYc 


緒 @ 下 りり 心 避 屋 抵 ぐ ヨ ャ “ 
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自 熱 
然 い 
思 


oD 


Src い いぶ の の 
。 尿 屋 避 選 演 ,m 


に 


な お 
1995 年 生ま れ 、 柱 岡 県 出身 。NHK 連 続 テレ ビ 小説 「 半 分 、 青 い 。」 で 注目 を 集め 、 ド ラマ 「 あ 
な た の 番 で す ] で は テレ ビ 誌 が 選ぶ 助演 女優 賞 を 獲得 。 公 開 中 の 映画 は 「 事 故 物件 恐い 間 
取り 」 (監督 : 中 田 秀夫 )、「 み を つ 有理 帖 』 (監督 : 角 川 春樹 ) 「 僕 の 好き な 女の子 ] (監督 : 
玉田 真也 ) 等 。10 月 期 KTV 連 続 ド ラマ 「 姉 ちゃ ん の 恋人 』 に 出演 中 


。 7 9 て 


よ も す し っ て 州 ほ 元 よ な で る 
か 方 な て い の 私 か の っ くす の 熊 
っ 言 2 いま 皆 は の 人 と て ね は 本 
た に 今 離 きす さ い 地 た 境 9 (人 E 
で 戻 回 れ た ?。 ん ま 域 ち い 九 今 3 母 
す っ の て も い ぃ い 感 の 東 か が と 州 年 年 の 
。 て 旅 い な 講 明 京 6 楽 こ の は 前 改 
し 大 の て て 九 と も る に も し ろ 景 旅 に 郊 
ま 好 中 も 勇 州 思 あ さき 住人 ん の 色 が 母 な 
つき で 頑 気 の つる に ん が で フ を で と ん 
て で ん 九 〈 ` 張 づ 皆 て し す で 来 い ぃ ク 見 き 訪 で 
、 で 州 れ 地 ろ けさ い “ご いる る ッ る る れ す 
す つ す の た 元 う らん たま ぐま 活 た 3 っ 
ご ら よ 人 の の と れ が す 支 す ろ ` 5 を と 思 と 熊 
《 れ ね た も 方 思 て 頑 * え が う 自 飲 5 も っ き 本 
心 て " ち ` い 々 えい 居 疎 ら いし 然 み 諦 以 に 
地 私 人 つ す が まま っ 急 れ 九 "と 地 を に めい 来 来 


カシ ュ ク ー ル ワン ピー ス 4 万 円 デメ ゾン ド ソイ ル ( 問 : メゾ ンド ソイ ル 恵比寿 店 "Tel : 03-5773-5536)、 タ ー ト ルネ ッ ク ニ ッ 
ト 1 万 9000 円 ・ パ ン ツ 3 万 8000 円 プ エ ン フォ ルド ( 間 : バロック ジャ パン リミテッ ド - Tel : 03-6730-9191) 靴 1 万 4800 円 ご コ 
ンジ ェ ベイ エ アデ ュー トリ ステ ス ( 問 : コン ジェ ペイ エ アデ ュー トリ ステ スン Tel : 03-6861-7658) ※ す べ て 税別 
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奈緒 さん の 足取り を た どろ う 


豊 取 本 線 の 沿線 に は 、 熊 本 の ロー カル な 魅力 
名 所 が ある 。 途中 下車 し な が ら 、 旅 を 楽し も う 


まっ た さま ざま な 


O 熊本 

立野 駅 で は 、 急 
坂 を 上 る た め の 
スイ ッ チ バッ ク 
運転 が 体感 で き 
る 。 ジグザグ 走 
行 が 楽し い ! 


後天: 
肥後 大 津 手づくり の 素朴 
な 味わい 。8 個 


入り 400 円 


立野 ーーー 
駅 の ホー ム か ら 
雄大 な 外輪 山 が 
望め る 絶景 スポ 
ッ ト 。 P168 一 1 
69 も ここ 、 赤水 
駅 で 撮影 し た 


赤水 


内 牧 


承 頑 駅 の ホー ム 
に ある 、 キ ャ ラ 
クタ ー 犬 ・ く ろ 
ちゃ ん の 駅 舎 
奈 繕 さん も 記念 
に 1 枚 


同 菊 


宮地 一 一 一 


了 革 神 社 の 門前 
町 (上 写真 ) は ト 
街 歩き が 楽し い R = 
同音 の 自然 を 育 

も 水景 も 点 在 す 風格 ある 駅 谷 は 須 災 に も 耐え た 。 隣接 する 道 の 駅 で は 、 お 土 
る (写真) 産 に 最適 な 地元 食材 が 満載 。 名 物 の ソフ トク リー ム も 美味 


O 豊後 竹田 


O 大 分 


4 年 ぶり に 「 特 急 あそぼ ー い !] が 熊本 一 阿 鱗 問 に 復活 《 ろ ちゃ ん 弁当 


特急 
あそぼ ー い ! 豊 肥 本 線 全線 開通 プロ ジェ クト 


5 


阿 区 の 大 景観 を 存 分 に 楽し め る 、 全 面 展望 の パノラマ シー ト を 備え た 観光 列車 「 特 急 
あそぼ ー い ! | の 運行 も 再開 ! さら に 、 九 州 の 美味 等 が 当たる ビン ゴ や 記念 商品 の 販 
売 を 行う プロ ジェ クト も 開催 中 。 詳 細 は QR コー ド か ら ぜ ひ チ ェ ッ ク を 


写真 新津 保 徒 秀 プラ ン ニ ング 竹山 香奈 

東京 藝術 大 学 大 学院 美術 研究 科 修了 。 最 近 の 仕事 に 、 黒 広告 会 社 を 経て 2015 年 に PARK 365 を 設立 。 企 画 と デザ 
沢 清 監督 「 ス パイ の 妻 』( 第 77 回 ヴェ ネ チ ア 国際 映画 祭 イン を 中 心 に ブ プラン ディ ング ディ レク ショ ン を 手掛け る 
銀 獅 子 賞 ) ポス ター、「 限 研吾 大 地 と つなが る アー ト 「 毎 日 を ちょ っ と で も 幸せ に 」 を コン セプト に 、 い ろ い 
空間 の 誕生 一 石 と 木 の 超 建築 ] 展 の た め の 映 像 作品 等 ろ な も の ・ こ と の 見 え 方 ・ 在 り 方 を 楽し くし よう と 活動 


阿 称 産 米 や 野 葉 
な ど 地 元 食材 た 
っ ぷり の 駅 弁 。 
特急 あそぼ ー 
い ! の 車内 販 
売 限定 。980 円 


N サン キュ ー! / 


黒い 787 36 ぶら す 3 | を 誌上 で 先行 試乗! 


10 月 16 日 、JR 九 
に 39 (サン キュ 


島 、 九 州 に 3 を 


『 10 月 、JR 九 州 か ら 新しい 観光 列車 が 運行 開始 ! 
wwwJjrkyushu-36plus3.jp 


テコ の. 語 計 沈 計 


ば 基 W 注 . 活 隔 C 革 の きぐ 


きぐ 
に | 


沖ノ島 (宗像 大 社 沖 津 宮 ) を 発見 ! 


H 請 Ne 


宗像 大 社 沖 津 宮 造 拝 所 
AA 


の 控 C に 守ら れる 3 沖ノ島 を 家 拓 
所 ゞ 晴れ た 日 に は 沖ノ島 を 望め る 


勾 寺 鈴 : Nozomi Kagc phoro: 1 Osuka 
ふ 


Tel: 0940- 


連 た 
> 誠 【 の / 
es 3 ィ . 和 : だ 
回 ip る 
へ 易 と 目 ん 周 : ま 治 の 
の 都 : の 神 . 神 は :1 す 9 室 旅 
信 。 市 - 交 : が - 動 荒 SE トド 人 
仰 と 電 : 海 9 答 観 は 計 軸 
し が 路 こい 光 素 爾 人. 計 
広 * て 盛 の 列 。 う 3 結 に 
凍 日 過 

間 . る 


> 己 半 いで 混 
Ah 


ャ ー 


細 5 引 mc 下 下 閲 


に Ta に よ 
レッ 
oe 


178 る < 8 タ SK 


古代 祭祀 の 姿 を いま 


/ 島 と 並ぶ 最も 神聖 な 


新原 ・ 奴 山 古 墳 姓 


沖ノ島 の 禁 祀 や 大 陸 と の 

の 墳墓 群 。 当 時 は 

群 が 見 渡せ た 。 し 
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取材 協力 : 博多 織 工 業 組合 
住所 : 所 岡上 福岡 市 博多 区 奈良 屋 町 5-10 
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取材 協力 : 大 分 県 漁業 協同 組合 佐賀 関 支 店 
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住所 : 大 分 県 中 津 市 枝 町 1692 体験 する 


Tel : 0979-22-3441 
https://chikushiteicom 


梅酒 蔵 お お や ま 
住所 : 大 分 県 日 田 市 大 山 町 西 大 山 4587 
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最 す 物 揃 の 方 きい ` い め り ぅ りら り い イィ 日 の は は で 仕 に 販 悟 し 退 ' 届 りき 
初 "の ぇ 当 の た か うぅ う の つ の る ンー 展 ` と 愛 事 は 売り た さ ぉ き 手 合 
に と た た 自 急 木 つ も 木 け 木 さ マ を 覧 か て 用 と 一 用 ま “" れ 身 ま ` い 
探 き 槻 り 由 に の ババ の の る の ま イ 主 会 つも すし 年 に す る 体 仁 の 
し の は に な 谷村 ラ " 取 " 鉢 を ヤ 宰 で て 長 る て と が た 城 あ 
求 取 い し 発し が ン こ りり を に 紹 | さ の 西 い うぅ の い 優 ゃ 義 る 
木 の か 。 ま に 杭 じ きつ 赤 め 
を 優 み 使 し 感 は て 上 や 木 た 
反し の えた じ ` い げ 無 明 の 
喘い あ ば “て ど た た し 登 は 
し 感 る 使 愛 こ 頃 深 の き 
た 触手 う 着 か “の も ん 味 
心 に 触 ほ を 洗 を 杭 の の 噌 
地 ` り と 覚 いう は で '\ 汗 
よ 深 や ` え ざし へ ハ へ レト 用 
い の 手 M ら た | た 地 の 
ヲ が 昌 紅 日 し 中 ド "に 浴 
つつ し 々 の で ル ピ 和 の 
わ わ つ た 大 木 見 が カ 渡 材 
だ は け と 切 綿 つ 高 ピ を 
と 素 た き に の け い カ 施 を 
感 材 と の 使 よ だ と に れ 
じ の き 温 い うぅ 漆 感 磨 た は 
の の り 5 汐 
な 木 ~ を 
い の 上 内 う 
日 移 と 2 
々 が と お 
の 定 も 代 
料 番 に わ 
理 と 食 り が 
に な べ と 四 
そ を 5 る す 味噌 汁 の 層 (120 x H70mm) は 手 に や さ し い 温か ( 

っ さ が 伝 わる 。 麺 の 丼 ( ゐ 150 X H85mm) は 麺類 、 飯 交 

内 類 の 井 物 に 。 取 り 鉢 ( ゅ 123XH55mm) は 重宝 する え 

寄 た と 出 ど サイ ズ 。 素 浸し を 盛っ た 鉢 ( ゐ 188 X H85mm) は 煮物 、 て 

ちり 5 伝 内 汁 と 和え 物 、 サ ラダ に 使う お 日 

添 気 城 蔵 を “* に 正 っ 常 

っ 取 さ を 鍵 を は 月 て の 

て 5 りん 取 節 うぅ 切 に 朱 食 鉢 じ 
歳 を すい まり め % て い 材 特 区 上 木 の 表記 
内 うめ 届 韻 滞 別 た げ 地 う ご っ れ 
重 れ い 姿 の し た な る を つ 自 た る 
ね な ま 勢 も た うぅ う ご に ま 挽 わ 身 の うぅ 
て が まだ に の “や つ と 窓 き ビ 補 没 つ 
いら で 感 を つ わ を に を と つ す お わ ち 

還 き ` も 謝 修 〈《 の 表 が す 強 な ぉ 《 "だ 

高橋 みどり た に ずい の 理 る 存 と 現 つ ら り 5 < べ 度 っ る か 

スタ イリ スト 。1957 年 、 群 馬上 才 雪 義和 の 下 で 北 避 に 

生ま れ 、 東京 育 ち 。 友子 美術 大 和志 eo E 軸 ポ 2 上 交 まず や の 

学 短期 大 学部 で 陶芸 を 学ぶ 。 そ わ 用 こ で と め が 地 うぅ う で は い 雪 人 の ろ ら を 疾 

の 後 テ キス タイ ル を 学び 、 大 橋 と 9 提 ト 提 スス 褒 1 提 O 衝 | 

池 事 拉 所 ケー タリ ング 活動 を で し れい は て よ つ は 日 た 知行 漆 明 ぁ 的 

経て フリ ー に 。 数 多く の 料理 本 Ei か っ 続 も を さ わな 常 樹 し い に を さき ミ に 

に 携わる 。 新 刊 の 「 お いし い 時 "と ら 5 ば ぽ ばけ こ を に 〈 く の 木 た 。 卒 ヶ > て を 

間 」 (アノ ニ マ ・ ス タ ジ オ ) が も も いる い に 感 し 道 を 上 よそ)5 は ココ う 

発売 中 に 手 で と あ じ に 素 具 使 で もち 仕 祭 木 収 
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を 第 73 夜 @ 
し る と 人 は 本 斉 を 苦み 。 
wr る さ 


丸の内 発 ⑤ 


ン C。 


ro (marunouchi) HOUSE AM 2:00 


じゃ あ 、 パ リ に 来れ ば 。 


今月 の ゲス ト は 、 フ ァ ッ ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー の 
大 塚 博美 さん 。 日 本 プラ ンド の パリ で の 
ファ ショ ン シ ョ ー、 エ キシ ピション を は じ め 、 
海外 に 進出 する クリ エイ ター に と っ て 心強い 存在 。 
博美 流 の お し ゃ れ な 生き 方 を 、 た っ ぷり どう ぞ 。 


ファ ッ シ ョ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー 
大 塚 博 美 お お つ か ・ ひ ろ み 


東京 ・ 下 北沢 で 幼少 期 を 過ごす 。 そ の 後 、 佐 賀 県 に 移り 住む 。 
医療 系 の 大 学 へ 進む が 、 フ ァ ッ ショ ン へ の 夢 を 忘れ る こと は 
で きず 、 熊 本 の セレ クト ショ ッ プ 立ち 上 げに 参加 。BEAMS 
熊本 レデ ィ ス 店 の 店 長 を 務め た 後 、28 歳 で パリ へ 。 31 歳 の 
頃 か ら 日 本 の プラ ンド の ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー や 展示 会 の コー 
ディ ネー ト や アテ ンド を 行い 、UNDERCOVER な どの パリ コ 
レデ ビュ ー を サポ ー ト 。「 バ リ 母 」 と 呼ば れる 存在 に 


(CHost ) 
丸の内 ハウ ス 三菱 地 所 時 代 は 、 大 手 町 ピル 1 階 の 大 
統括 マネ ー ジ ャ ー 手 町 カフ ェ を 担当 。 そ の 後 、 丸 の 内 ハ 
玉田 泉 ウス 統括 マネ ー ジ ャ ー に 就任 。 現 在 は 
た まだ ・ い ずみ 同 職 を 丸の内 ハウ ス 事 務 局 で 、 執 行 中 
テー ブル ビート か つて は ツバ キハ ウス や GOLD を ブ 
代表 取締 役 ロロ デュー ス 。 現在 は 丸の内 ハウ ス で 燕 
し 料理 レス トラ ン 「MUS MUS」 の ほ 
佐 草 備 博 か 「 来 夢 来 人 ]、「 現 バー」 を 経営 する 


佐 ル ん し た な 大 て な 佐 れ っ か て 瀬 け 大 は 玉 で る 定 て 大 て 今 て 出 玉 っ つ ょ デ 大 う ゃ 玉 
藤 た 子 塚 い み 藤 た た 歌 ぃ 塚 ど 田 服 ` 塚 日 ィ 塚 ま れ 田 
M だ 写 " 手 た ん は ス 〈 で 
3 私 バ 『 ん こ 着 す 博 
レス は | ES ` れ こよ 美 
ッ 父 で す ね さ 
で が バ ョ メ ん 
も 連 イ 月 3 ッ 『 
キ れ ト か 々 ん 3 今 
て し ら な で し 日 
デ ( て 俳 の の 
ラ る ま が す 優 で を 服 
ッ 華 し 経 よ さ す "ん も 
ク や た ^ し 。 な お 
g か し ち と ゃ に し 


へ 大 玉 け 佐 お 玉 よ ん 機 高 3 
進 塚田 と 人 賀 の 細 ::4 共 田 ボ 
み ね に さ 連 す に ね 
だ 東 了 移 ま て し 皿 う コ 3 
京 れ ) を て 区 さ 

で に か 住 * ゃ 行 僕 ん : 

行 む お れ つっ 下 と 

セ き こ 母 で て 生食 い 育 

レ た つっ, と S さて 北 地 事 * っ 
ク い と に ま 遊 れ 沢 の を 先 た 

ト と 九 な の び た に - 話 一 日 こ 

シ は 州 る あ に 緒 "と 

ヨ 思 で ん 学 な 本 も 

ッ わす で いす た っ すり よ 
プ な か す た る 生 た る で か 


の 
8 


。 四 湖 一 ーー コーロ レ き S の いき で て 溢 へ て ざ ざ 忌 蝶 表 章 弟 


AOWr 光 溢 <( 浴 


VINIHS 


当 澤 
S 世 


すう 


IH IIHSOA 


芝 


After Talk 


Host 
玉田 泉 


中 洋 さっ いき ご 


人 衝 NE こい で くい 江 っ | 


(記さ ツキ 8 


ぶさ ww 
層 必 ペー> 


に al 


の wa※※W 


いつ まで も 若い っ て 、 気 持ち の 
問題 で す よね 。 博美 さん と お 話 
する と 、 年齢 て し まい ま 
す 。 今 日 は 下北 沢 に 住ん で いた 


幼少 期 の 話 が 聞け て 、 び ぴっ くり 。 


28 歳 で 安定 し た 暮らし を 捨て 
て 、 憧 れ の パリ 万 円 だ け 持 
っ て 行く チャ レン ジ 精 神 。 世 界 
で 生き る 女性 の 美 し ょ 、 た くま 
し さ 、 大 ら か さ 、 見 習わ な きゃ 


と ざき 沙 


.gS 


当惑 計 計 


ふみ ペー シス ・ 


か 
が 
1 
8 
# 


1 さき エニ ペーN で っ 


いい いこ 1 


写真 = 木内 和美 ex Kiyoshi Yoshinaga phoro: Kazumi Kiuchi 


パーマ さき ー マ ー 代 べく 革 


ヵ 

r 
で 生井 の 計 計 深 
ー ひ ひど ひら 加 


に | 
きめ 
+ と いき 


トド 
S さ ーー 


の 
て 5 だ は 


中 
3 あ 
E り 
まま 白 ま 
で に し 
仕 は 次 た 
大 き ュ コ て 
塚 つ | ま 
か デ す 
あけ ィ 7 ね 
る は ネ 
日 な 1 と 
ん タタ こ 
ク だ | ろ 
則 の : 電 
エ た し フ 
イィ ん て アァ 
テ で 仕 ッ 
ィ す 事 シ 
プ か す ョ 
デ * る シ 


いて 計 


過 ペ 


よい すこ 1 


er 叶 員 邊 避 上 
( 泌 ) ご 半 源 征 東 


ぶさ ぶ ご 避 記 時 m っ 柴 


"させ さい さす どの 記 8 一 回 
ヾ さ ーーSC で 移 着 藻 英 汗 


と 8 
層 境 


) と 如 渡さ 


( 洪 


IN) 


田 還 


中 忌 障 入 どき さい 如 さ つ ン 


丸の内 ハウ ス 


新 丸 ビ ル 7 階 に 、9 店 の レス 
トラ ン & バ ー が 入る フロ ア と 
に 開業 。 中 心 部 
に は 各種 イベ ント が 開催 で き 
る スペ ー ス を 配置 し 、 さ ま ざ 
まな 情報 発信 も 行う 


住所 : 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-5-1 新 丸 ビ ル 7F 


営業 時 間 : 11:00 一 翌 4:00 


(日 曜 、 祝 日 、 連 休 最 終日 は ー 23:00) 


※ 店 舗 に より 異な る www.marunouchi-house.com 


ーー ユニ X 肝 証 


) 吐き で WO 
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. 館 せ 専 mm 沼 
TH ュ NN ら 凌 履 SNVHG で 


い 
き 


Ao ee 1 
し は し まり の 奈 具 - 


aa 和議 


語 S ぶ 
い 」 ぺ 答 


奈良 県 の 食 と 農 の 振興 部 内 に 、 
も ょ っ と 変わ っ た 名 前 の 部 署 
「 豊 か な 食 と 農 の 振興 課 」 が あ 
る 。 こ の 課 か 6 発 表 き れ た ユニ 
ー ク な 条例 に つい て 話 を 聞い た 。 


企画 協 カ 三浦 雅之 

編集 = 中 森 械 月 

文 = 小久保 よし の 

写真 = 都 申 ユウ タ 
coopcraion: Massyuki Mium 
cdic Hazuki Nakamori 

rex Yoshino Kokubo 

phoro: Yum Togo 


CTC) 


ンー 還 
ニス 


O 


| 2 条 」 べ て 湊 .[ 


「 ぐ る っ と オー ベル ジュ ] 構想 

一 時 が 。2019 年 7 月 に 箇 爾 
史 し た 「 森 の オー ベ 
ル ジ ュ 星 咲 ご き らら ー」。 写真 
は ラン チコ ー ス の 一品 で 、 特 集 
(P107) で も 紹介 し て いる 。。 二 二 


18+ 


個 葉 会 己 で 蛋 記 
明 っ 悪 G | 益 品 螺 難 つ せ 
半 ざ 臣 " 栃 葉 り 香 ち 

er 連 @ 記 っ 層 S 志 や 選 ロ いっ ピ 
の 人 SQ ね 株 下 躍 農 全 半 雪 つ 
模 G 湯 茹 や 表 」 公 臣 疎 パ 
で 提 に ね? 拓 汰 
半 S 民 を ー ト ヘー な や 和枝 く ピ 
「 超 各所 we 褐 」 つっ 避 怠 振 じ が 
さく さこ せく 

人 生 せ Ostn つつ P っ cwS 民 
ne・ 愉 再 忠 @ 千 人 る 宮 超 つ 惑 @ 
濡 琴 内 GS 判 中 罰 装 忠 ・ に 舞 憶 定 衝 
で 8" wwG 吉 転 ロ いろ りり 避 衣 生 ? 
「 湯 宮 提 SG リー 公選 洋 や 
選 も や" 装 列 和 還 や せ 弄 っ 由 に 四 を 
茹 症 半 裳 再 @ 翌 評 さ の G 職 軸 屋 准 
で や" 泌 冊 物 守 せ 表 迫 豆 包 半 


Ko に を: キュ 
玉 宮 図 東 G 弄 款 ” 置 料 和 を 環 
や で や ン で ロ ぐ しろ ポ や ? 冊 つ 看 
得 守 人 る る で で 全 人 で "りり S 衛 
客 つ 半 凍 S 書 りーvo 叶 志 や や 図 
で お うっ つ 提 8 つ お 」 

] 意 豆 蜂 臣 り つ や "所 
痢 筐 き 直 宏和 や で 國 区 や 噂 6” 留 
報 や や Qt い ロ SS” 計 音 箇 人 引 
束 き りつ で 絶つ の 
ren Une wwn つ ね 因 っ 人 S で 7 
いこ よく 

居 宮 8 忠 四 和 を 党 引揚 称 表 球 り 7 
躍 中 @ 製 縮 や 民生 谷 講 昌 つ " 末 連 
旨 活 G 型 斉 課 隔 や 回 壁 つ つい っ 
ww キー トー と"「 表 4 や 呈 
S 加 く 朋 財 昌和 っ つ 四 く 
朋 4K」/「 志 SNNA と 選 ] 

に いす よこ まぐ: こと こい :1 


に も 知っ て も ら う 
ラン ニン グ ) 


の が 、 奈 良 フ クー ド フ ェ ス ティ バル 「C'festa (シェ フェ スタ )]。 
に な っ て いる 。 (写真 提供 : エヌ ・ ア イ ・ プ ブ 


食 を 楽し む 機 会 を つく る 施策 の ひと つと し て 開催 され て いる 
県 内 の 生産 物 を 消費 者 の みな ら ず 料 理 人 ! 


会 


ES 
りら P 窒 WW ウ ンー で 人 
Ei に な こく な に さこ まっ IE… 
昧 つる 繋 % で てら りつ 壮 革 玉 
に So 間 いさ さだ ぶ っ で りこ よ | 
民 吾 要 囲 給 半 訓 宗 ( 選 マ で ロー 〇 )」 
や 引っ 議 @ 視 民 幼 っ 因 っ 周 半 
王 つね で K ロ ヘ ツ ーー 
ュ =K さ S 間 削 や つね や つぶ や 」 
ベー ロ て ヘー さっ 7 
WS 士 到 前 還 雨 全 半 で 穴 代 天 7 
由 著 " 選 思 " 軸 民 や ロ い て 衛 
ポ お 鹿 員 詳 つ ポロ 軍 で 
りつ 思 局 の つつ ね 佑一 作 9 
国 漠 志 昧 密 羽 補 ( つ ン テ 〇 ) 
全 疾 測 つ ^ 音 迷 る 王 つ り 持 喉 叩 
も 記 っ 避 % で っ ne? 
「 ン ee で つ ポー タ ミ 江 1 つっ 
心 加 天 っ SN% や も" ポーン ミ AH 


: きっ 
1 と 避 
で 終 ロ 
の 程 宣 
る ぐさ 乏 G 浴 さ 
も 生ま o ネ 
に 
人 に さえ る 
まい ま 、 還 まま 


4 


/ 
ルー だ MM 
大 ! 
even7 nformgojjon 


て いる 
下 浦 さ ん 


9 割 は 農業 を 
"農業 好き " 


やせ ^ 翌 似 ささ や せら 超 天 肖 で 
Ne 利 定 左 翌 史 杜 * パ ね さ K て 必 ヘ 
S り っ ? 誤 つ つり ^ 販 つ 悪 め 対人 
つづ つ お 各 定 間 誤 G よ トー トー ゃ 宮 
図 い っ ポ や 」 

り S 問 中 や ロ 雪 S ペ ポー マミ 光 1 
倒 壮 忌 雪 全 で 玉 沢 G キ ー ロ の 
Nu 
「% ぐ ロロ" 宏和 外 所 吾 や 
*Q 「Se 人 SH っ の 剖 つい っ 
ヤ " 弄 吐 。 型 写 を そく へ へ 妥 つっ 
SS H 許 賠 や 補 つ る SQ 旬 全 宗 
且 り 王 人 Sm" 次長 則 mE 
明 謙 つっ ー 由 提 や 」 

や いつ お 亡 @ 濾 剖 S | 羽 や ” 叶 
S 吾 きい ポ で 半 爆 守 G 所 部 っ 


こ 人 だ 


上 木 技士 で も ある 。 県 
の 「 食 と 農 ]」 の た め 、 


6 実家 が 農家 で 、 農 業 
熱 (活動 する - 


奈良 の 「 い ま ] を 知る な ら 、coto coto へ 


人 と 人 の 出会い を 生む 場所 


へ へ 貴 本 の 7 ポ 弓 息 拉 で 人 
ゃ SS 畠 お 穴 間 章 呈 「 ホ ヤキ SA 
私 相 上 | 用 揚 つ / 収 計 つ りら ぃ e“ 
「 リ で ポ も や せ 和 ロペ ヘー トト ー 
(いこ “WS 起因 や 悪 羽 か *o 表 ) 
や つ 忌 人生 ャ ー ト トー で へ ( 淫 痢 
所 SG リーKK 路 下 つ し 科 款 ) 
ps" 悪 班 る 握 肖 (の 中 
で ) や ” 信 賠 る ぶ 難 揚 で 恨 や 
| 李 つ いた mn トト K ささ St 中 穴 
AKIKW 信 ミ 四 間 つ ぶ や 」 
T 連 せ 時 家 和 で 時 天 ロ る ちい 忠 
SN 本 ネ マー や 躍 四 る で 掘 思 上 
全 。 Q 下 り 宏 恒 錠 史 的 6 人 る ちり 
の 下 拉 所 伸 つ / マ 下 人 @ い 東 時 
拍 園 じ 弟 る ぐり っ て 條 恨 寄 7 
「 了 SN で NKK で ミロ で や 
い 元 齋 つ ^ 細 や 因 りら お っ や 
ャ 」 


St 村 党 語 。 記 

Q 也 @ 半々 を 」 

S 足 全 O さ a 

ロロ 表 つ 1 っ EE へ JE 

る 、 洛 へ や 証人 88 き 

ま 8 ネツ 1 < 肖 や 8g 

S 8 ゃ て rm 区 人 S5 

所 きぐ か 8 下る Sg 

本 18 KT 8 作 E さ 8 
al 由 」 に 夏 り まき 

で ゃ 還っ 8 征 肖 g を 

頂 コ 必 や らい 9 欄 ピ テ 

表 肖 征 KT 

・ 間 居り 1 

SSSxt 議 

ド 

| 旭 時 = 者 

nn を No 

- 舞 :1 

二 放 : 六 あら 

N SGS3 

前 器 で 詳 

そ 間 脱 寺 中 
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Place 


北海 道 白金 青い 池 
@haco358 


「 北 海道 の 自然 は 多彩 な 色 で 魅せ ま 
す が 、 こ の 場所 の 幻想 的 な 青 と 立ち 
枯れ た 木々 の コン トラ スト は 、 自 然 
の 奥深 さ を 再 認識 させ て くれ ます 」 


さき の 糧 石 団 誠 言 酒 幅 きせ 店 


Place 
栃木 県 プス ッ カン 沢 


@yu_tern7 


「 ま る で 屋久 島 の よう に 滝 が 流れ 落 
ちる 苔 の 森 。 ま さ に 圧巻 で あり 、 感 
動 を 与え て くれ ます 。 マ イナ スイ オ 
ン を 感じ た い 方 は ぜひ ] 


ぬ たき 

= ニ だ る 宮 

2 た 

ポ フ トラ 

2 日 認 に 

の ト 本 は 
紙 コ の ご 変 
景 ン 玖 ら 8 わ 
を テ 景 る 
に 失 江 家 は 一 
め ト 撮 ク 
由梨 県 山中湖 2 
還 す 毎 ! ン 
@archi_kobayashi 細 の 
景 
公 

「 夏 富士 と 泳ぐ 朝 。 湖畔 に 朝陽 が 差 

し だ す と 同時 に 、 朝 も や の 中 か ら 富 ま 投 le) 
土 が 出現 し 、 一 測 の 白島 が 優雅 に 泳 だ 稿 較 
ぎ 込 ん で きま し た 」 見 
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Ploe 


愛知 県 羽 豆 岬 


回 @gobrinj 


Pce 


「 知 多 半島 の 最 南 端 に 位置 する 波 詳 県 ノ 山 伏 山 


豆 岬 。 アイ ドル グル ー プ SKE48 の 
楽曲 で も 有名 。 青 い 空 、 視 界 は 青 
一 色 の 世界 で す ] 回 eterada223 


「 南 アル プス の 山伏 山 山頂 付近 に 
は ヤナ ギラ ン の 群生 が あり 、 見 学 
者 で 賑わい ます 。 登山 途中 に 見 た 
金星 が 美しく 心 に 残り まし た 


place 


沖縄 県 うる ま 市 果報 パン タ 


回 @junyahirosawa 


plce 
「 地 元 の 人 が 薦め る 隠れ 絶景 スポ 
ッ ト 。 エ メラ ルド ブル ー の 太平 洋 
を 望む 、 絶 壁 の 岬 の 青 と 小さ な 浜 


辺 に 心 鶴 わ れ まし た 回 @yasu.mo-1987 


岐阜 県 / 夕 森 公園 竜神 の 滝 


「 誰 も いな い 早 朝 か ら 朝 を 待っ て 
いま し た 。 や が て 日 が 当たり は じ 
め る と 、 透 き 通っ た 水 の 流 れ が だ 
ん だ ん 青 さ を 増し て いき まし た ] 


週 喘 還 叶 


、 編 集 部 が 選定 。 
ます 。 


毎月 テー マ に 沿っ た 写真 を Instagram で 投稿 いた 
Instagram と 誌面 に て 発表 及び 掲載 させ て いた だ 


軌 季節 の 絶景 写真 (過去 に 撮影 し た 写真 で も OK) 

ハッ シュ タグ 「#DJ 絶 景 プ ロジ ェクト を 付け て 、 下 記 項 目 と と も に 投稿 し て くだ さい 
・ キ ャ プシ ョ ン ( そ の 写真 を 選ん だ 理由 、 場 所 の 感想 等 )60 字 程度 

・ 提 影 場所 

・ 提 影 月 

・ 可 能 な 場合 は 、 デ ー タ サイ ズ (2.3MB な ど ) 


次 


、10 月 の 募集 テー マ は 


「 秋 の 足音 」 


| 店 募 切 


2020 年 10 月 18 日 (日 ) 21:00 


DJ Meetimg Table = 1 


吉 圭 閉 の すべ て が 学べ る ミュ ー ジ アム が リニュ ー ア ル 


な 室 在 ニ 間 を な か 有 の と を 
体 や ま = ュ の 殺 上 自ら 査 生 っ も? 円 
験 まで | * 暮 け 然 湖 が き "も 
が る の ア ら て を の 存 物 琵 ` 本 
で で 歴 ル 学 し き 利 周 在 が 琶 古 最 
き 静 史 オ べ を た 用 り し 生 潮 代 大 
る 琶 物 | る 支 * し で て 候 に 湖 万 の 
水 湖 語 プ 玩 え そ た 生 い し は と 年 潮 
族 の を ン 訟 る ん 伝 活 る ` 呼 に で 
展 底 組 " 湖 。 な 統 し "60 ば いあ 
- 介 誕 博 び 生 的 人 種 れ う る 
す 生 物 わ き な を る を 間 以 る 長 玩 
る か 館 こ 物 暮 の も 上 種 湖 い 総 
展 ら が の や ら 豊 古 の 以 の 歴 湖 
示現 り ち 人 し か 〈 固 上 ひ 史 は 


オー プン 日 : 10 月 10 日 ( 土 ) 
住所 : 滋賀 県 草津 市 下 物 町 1091 
時 間 : 10:00 一 16:30 (入館 16:00) 


上 上 ) トン ネル 水槽 で は 、 琵 琶 湖 の 深 場 に 生息 する 生物 た ち を 観察 で きる 。 下 右 ) 休館 日 : 月曜 (休日 の 場合 は 開館 ) 
ツ ダ ンス キー ゾウ の 半身 半 骨 標本 を 世界 で は じ め て 展示 。 下 左 ) 標本 や 狗 製 な 料金 : 一 般 800 円 、 大 高生 450 円 
どの 実物 資料 を 手 に 取り 調べ られ る 展示 室 「 お と な の ディ スカ バリ ー] も | : 077-568-4811 www.biwahakujp 
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人 人 ら 含 及 他 が “か き 混 さる "、 み ん な の 台所 。 


ン ニ ン Cr 4 
ト 3 チチ デ も ここ 
な し 払 イィ を 
む う キ 生 1 の 
も こ ッ ね キ 秋 
開 と 自 利 チ 備 に 点 ン 
催 が 分 用 ン ぇ え は ーー グ 京 
き で た が が た キ の ス 都 
れ きち で 誕 会 ッ 己 ペ ・ 
る を る でき 生 員 チ 区 1 河 
つづ ^ 料 ` す 制 ン ロス 原 
6 ま 理 食 る の と の な 町 
る れ 使 た と 材 " コ ュ ダ と に 
の 首 雪 江上 定 及 ミラ 
食べ が る 工事 酒 会 テニ が 備 ウ 
生 く て < 
まる る 
れ こ だ 
を とけ 
ぶ で 
だ が は 
" よ まな 
QUESTION コミ ュ ニ ティ キッ チン うく 主 な 提供 サー ビス 
> 深 一 
オー プン 日 11 月 2 日 い 緒 クリ ー ニ ング ダイ ニン グ キッ チン イベ ント 
住所 京都 府 京 者 市 中 京 区 河原 町 通 つっ に B 
御池 下 ル 下 屋 町 390-2 な 料 調理 器具 や 食 問 、 | 最大 140 人 収容 の | 調理 設備 ・ 器 具 が | 食 文化 を 体感 で き 
|: 075-585-4190 が 理 ゴミ な どの 後 片 づ | ダイ ニン グ ス ペ ー | 摘 う 10m の アイ ラ | る 企画 や 展示 、 イ 
https://question.kyoto-shinkin.co.jp 5 を け サ ービス ス ント ギタ ポン Sh 
0 
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DJ MMeetimg Tahle ・ 3 


こん な トイ レ 見 た こと な い ! 


さて NH Wa ロ N 半 。 較 


デ N kN Nehrrwr 


THE TOKYO TOILET 
https://tokyotoilet.jp 


放さ ユー 葵 尽 


SS いき ょ や ユ トド エ さ 


大 きく せり 出し 
た 屋根 底 が 特徴 
的 な 安藤 忠雄 さ 
ん 作 「 あ まや ど 
り 」 は 神宮 通 公 


" 半 


撮影 : 永 邊 賢 
提供 : 日 本 財団 


テーNNEY 


人 


内 こう w1 


忠 
区 
eee 


ヾ 刀 と 骨 m 
に en れ で 


代々 木 深町 小 公 園 に 設置 され た 坂 茂 さん の 作品 。 外 壁 の ガラ ス は 
鍵 を 閉め る と 不透明 に な る 撮影 : 永 欄 賢 提供 : 日 本 財団 


で ユー どーn 


DJ MMeetimg Table = 4 


名 で 体感 する 、 秋 の 自然 美 。 


右 ) 大 話 の 山々 か ら あ ふれ る 水 が 廊 る 山上 川 。 中 ) 
念 物 に 指定 。 左 ) 


面 不動 人 乳 洞 内 は 奈良 県 の 天 | 


関西 で は 珍し い 
龍 泉 寺 。 役 行者 


が 発見 し た 泉 に 八大 龍王 工 を 祀っ た の が 起 漂 と いわ れる 


tex Discover Japan 


入選 中 租 ン て 
と て 浴 ぶ 


『 挑 入 


洞川 自 然 研究 中 寺 宏 
住所 : 奈良 県 吉野 郡 天川 村 み 見 
洞川 温泉 周辺 て 頃 

罰 


所 要 時 間 : 約 3 時 間 ( 約 9.6km) は 
間 : 大 峰山 洞川 温泉 観光 協会 

Tel : 0747-64-0333 
www.dorogawaonsenijp 


人 評 層 r 滞 西 い awi 


TMIND TRAIL 奥 大 和 

心 の な か の 美術 館 」 

会 期 : 11 月 15 日 (日 ) 

水 天 川村 は 10 月 18 日 (日 )- 
http://mindtraiLokuyamatojp 


DJ Meetimg Table ・ 5 


自然 と 大 地 を 間近 に 感じ る 、 選 名 開く ある : 


右 ) 相模 湾 を 望み 宮ノ下 を 見 下ろ 
す 東 棟 の 緑 を より 近く に 感じ られ 
る 客室 は 全 室温 泉 雲 天風 呂 付き 。 
左 ) 展望 吉 天 風呂 明星] は 通称 
"大 文字 山 " と 呼ば れる 明星 ヶ 岳 
を 望む 。 下 ) 滞在 の 合間 は 共用 の 


「 水 の テラ ス ]」 で の ん びり し よう FE 

ら 

祝 

し 

て 

箱根 ・ 強 世 佳 ら 久 ( 

住所 神奈 上 足柄下 導 スパ 付き 宙 泊 ブラ ン 実施 中 れ 
箱根 町 強 茜 1300-8 スパ 「Gora Spa AIOI| で の "温泉 x 到 る 最 

料金 :1 泊 2 食 付 4 万 1950 円 一 行 説 スパ "が 付い た プラ ン が 展開 中 。 ポ 湯 

( 税 ・ サ ・ 入 湯 税込 ) ディ か ら フ ェ イ シャ ル ま で 完全 個室 の オ 工 

客室 数 :70 室 ー ダ ー メ イド 施術 を 体感 し よう 。 能 

|: 0460-83-8860 期間 : 一 2021 年 9 月 31 日 ( 水 ) l 


wwwxgora-karakujp て 
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デザ イン の 街 ・ 富 山 で 出合 っ た 選 


H 


次 回 予告 

伝統 工芸 の 未来 は カジ ュ ア ル ダ ウン に あり ? 

富山 県 立山 町 で 川原 製 ko デザ イン 活動 
作 所 を 構え 、 和 紙 づ く 家 ・ D&DEPARTM 
り を 行う 職人 ・ 川 原 隆 ENT デ ィ レ クタ ー 
邦 さ ん が 次 回 の ゲス ト 。 の ナガ オカ ケン メ 
「 伝 統 工 芸 は も っ と 場 As 8 
所 か ら 自 由 に な っ て い ント で は 、 の 

人 財 

い ] と 話す 川原 さん は 、 7 活動 に つい て も 語 
完全 受注 生産 で 和紙 の っ た 

新た な 可能 性 に 挑戦 し 続け て いる 。 次 な る 目 


標 に 、 海 外 拠点 、 会 社員 に な っ て “ 覆 業 " で 
和紙 づく り を 行う 、 な ど 新た な 角度 で 伝 続 の 催 原 僕 場 ワ ほ 開 
継承 を 考え る 川原 さん は 、 ど の よう な 伝統 工 時 は の い 『 つ 設 
芸 の 未来 を 描い て いる か ? た 8 E 民 よ ま ワ だ さ 
月 電 鞭 う は y 由 と れ 
クリ エイ ター ズ ト ー ク Vol.46 日 ! の な ズ 思 た 
日 は きい レ 記 
開催 日 : 2020 年 10 月 22 日 ( 木 ) る 月 は すす 草 更 で 二村 
時 間 :1930 一 2030 *E ま ザ か 破 方 を で ( 公 生 す も ザ 
会 場 : 日本橋 と や ま 館 住所 : ト 晴 し イ け で に つも ゃ 感 開 が 大 イィ 
区 日 本 橋 室 町 1-2-6 日 本 橋 大 栄 ビ ル 1F 2? 稚 た ン で 参 は 《 の じ 商 ` き ン 
料金 : 1500 円 (定員 20 名 ) よ と に \ 加 懐 っ づま 品 コ " 知 な モ 
申し 込み : 下記 ウェ ブサ イト より 「 加 民 し 疑 て くし 選 〇 つ " 事 理 ン 
http:/eventregist.comVe/toyama46.2 成 吉 え 鞭 た 的 いり た 定 を 由 タ 
で に 民 ま の 会 と は の | 
し 民 夢 芋 っ す 道 を じ ひ を 


文中 礎 葉月 rexc Hazuki Nakamori 
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7 aw 11 
暮らし を 見 直す この 冬 、 
五感 を 豊か に し て くれ る 「 う つ わ 」 に 再 注目 し て 家 時 間 を 楽し も う 。 


これ か ら の 暮らし の 


うつ わ 選 び 。 


生活 様式 が 変化 し た 今年 。 

家 で 過ごす 時 間 が 増え 、 暮らし を 見 直す 人 々 も 増え た 中 で 、 再 注目 し た い の が 「 う つ わ 」 で す 。 
今年 の 年 末年 始 は 、 自 宅 で 家族 や 仲間 と 食卓 を 囲む 場面 も 増え そう な 予感 。 

お 気に入り の うつ わが ある こと で 、 そ うし た シー ン も いっ そう 豊か に な り ま す 。 

ニッ ポン は 世界 に 類 を 見 な いう つ わ 大 国 。 

うつ わけ は 日 本 人 に と っ て 身近 な 存在 で あり 普遍 的 な コン テン ツ で す が 、 

今回 の 特集 で は 、2020 年 の 変化 経て 、 

いま あら た め て 知り た い 存 在 と し て うつ わ に フィ ー チ ャ ー 致 し ます 。 

選び た い の は 、 こ れ か ら の 暮らし を 豊か に し て くれ る うつ わた ち で す 。 


2020 年 11 月 6 日 発売 
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菓子 研究 家 福田 里香 の 
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民芸 お 菓子 巡礼 


子 研究 家 。 書 籍 や 雑誌 を 中 
心 に 活躍 。8 年 間 に わ た り 続 
いて いる 本 連載 を まとめ た 書 
籍 「 民 芸 お 菓子 」 が 小 社 よ り 


福田 里香 (ふく 《 だ - り か ) 
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